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　海かい賊ぞくたちが無む惨ざんな悲鳴を上げ、船内を逃げ回っている。その中で、少女の堂々たる靴くつ音おとが、船の甲かん板ぱんに響ひびいていた。

　襲しゆう撃げきにあって混乱する船上で、彼女ひとりだけが平へい然ぜんと歩を進めている。大の男がうろたえているというのに、輝く双そう眸ぼうには恐おそれの欠片かけらすら滲にじんでいない。ミルクティー色の髪を海風になびかせる可か憐れんな姿は、逃にげ惑まどう海賊たちの渦か中ちゆうにあって、明らかに異い質しつだった。

　なにしろ現在この船は、魔ま物ものの群れに襲おそわれているのだ。

　空から魔物の咆ほう哮こうが響き渡り、海賊が怯ひるんで両耳を塞ふさいだ。彼らは帆ほの上を仰あおぎ見て、獰どう猛もうな羽音を発する怪かい鳥ちようたちを見上げる。

「畜ちく生しよう！　魔物グリフオンめ、ここまで追ってきやがった……！」

　グリフォンは鷲わしの頭と翼つばさ、そして獅し子しの体を持つ異い形ぎようの鳥だ。あの魔物に一度狙ねらわれてしまえば最後、人間などひとたまりもなく食い殺される。

「さっさと砲ほうをぶちかませ！　撃うち殺しちまうんだ、早く！」

「駄だ目めですお頭かしら、真上を飛ばれちゃ砲も向けようがない！　このままじゃ」

「くそ……！　船底から奴ど隷れいを連れて来い！　弱って死にそうな餓ガ鬼キが何人かいただろ、そいつを──ひっ！」

　滑かつ空くうしてきたグリフォンの鋭するどい爪つめ先さきが、海賊頭とう目もくの男を掠かすめて舞い上がった。途と端たんに蒼そう白はくになった男は、甲板にがくりと膝ひざをつく。

「……もう、お終しまいだ」

　落とされたのは、絶ぜつ望ぼうの響きだった。

「お終いだ!!　化け物こいつら、このまま俺たちを食い殺すぞ……！」

「お頭！　そんな……」

　船長が指し揮きを放ほう棄きすれば、統とう率そつを失うしなった船員たちが身を護まもることは困こん難なんだ。

「おい、みんな海に飛び込め！」

「いいや銃じゆうを集めて来い！　殺すのは無理でも翼に当てるんだ！」

　罵ば声せいに煽あおられるようにして、甲板は更なる混乱を極めてゆく。グリフォンの群れが再び旋せん回かいを大きくした、そのときだ。




「──喚わめかないで」




　髑髏どくろの船に、透すき通った声が響いた。

　大きくもないのによく通る、凜りんとした声だ。驚いた海賊たちは顔を上げ、船首の前へ立ちはだかった姿に目を瞠みはる。

　このとき、彼らは初めて少女を見止めた。

　十五、六歳ほどの少女はあろうことか、恐れもせず魔物の鳥とり影かげに立っている。白いドレスの裾すそを風に泳がせ、華きや奢しやな右手で羽根付きの帽子を押さえながら、エメラルドと翡ひ翠すいのあわいにある瞳ひとみで冷れい静せいに海賊たちを見み据すえているのだ。

　美しい少女だった。船底に大おお勢ぜいの奴隷を備び蓄ちくしているが、こんな娘は誰も見たことがない。突然現れたその少女は、頭目の男を見上げてくちびるを開く。

「海賊なら、自分の船では最さい期ごまで誇ほこり高くあるべきだわ」

「……っ！」

　男はぐっと言葉に詰まった。

　しかしすぐさまはっとして、船員たちに怒鳴り散らす。

「あの娘を撃て！　ちょうどいい、前みてえに囮おとりを作るんだ！」

　彼らは一いつ斉せいに銃を抜いた。銃じゆう口こうを慌あわただしく向けられてさえ、少女は平静を崩さない。彼女が手にした舶はく刀とうが、陽光を受けて煌きらめく。

　次の瞬間、一いつ閃せんと共に銃が弾はじき落とされた。

　海賊たちが、武器の消えた己おのれの手元を呆ぼう然ぜんと見下ろす。なにが起きたのか理解出来ず、彼らは甲板へ座り込んでしまった。

「クレアお嬢さん！」

　背はい後ごから声が聞こえ、海賊たちは更なる動どう揺ようを浮かべる。彼らの困こん惑わくなど意いに介かいさず、クレアと呼ばれた少女は仲間らしき男たちに問いを投げた。

「みんな。船底の首しゆ尾びは？」

「奴隷共の逃げ道は『確かく保ほ』しました。自力じゃ動けねえのが大勢います、甲板をお任まかせしても？」

「……ええ」

　ミルクティー色の髪が、再び海風に撫なぜられる。

「すぐに終わるわ」

　少女はこつりと靴音を鳴らした。

　次に、澄すんだ瞳で空を見上げる。魔物の群れに手を伸べて、世界中から恐れられる彼らに言葉を掛けた。

「おいで」

　魔物の群れが、羽音をばさりと響かせる。

「──……おいで！」

　その瞬間。

　群れで一ひと際きわ大きなグリフォンが、真まっ直すぐに滑空して甲板へと降り立った。船体が大きく揺れ、腰の抜けた船員が悲鳴を上げる。

　その上、舞い降りたグリフォンは、そのくちばしを少女の身へと慈いつくしむように擦すり寄よせたのだ。

　他人が見れば信じられない光景だろう。決して人に懐なつかないはずの魔物たちが、少女の声に応こたえるのだから。少女もグリフォンの首くび筋すじに触ふれ、愛いとしい愛しいと心を込めて柔やわらかな羽を撫でる。

　その反面で、少女は静かに目を細めた。

　再び海賊たちを見下ろすと、冷めた表情で言葉を紡つむぐ。

「三日前、血ち濡ぬれにした奴隷たちを囮にして、魔物このこの卵を奪うばったのはあなたたちね？」

「……っ」

　思いのほか低くなった声に対し、船長の男があからさまに狼ろう狽ばいした。

「な……なんのことだ。俺たちは知らない」

「しらばっくれないで。船底にいた奴隷たちがきっと証しよう人にんになるわ」

　少女が舶刀の切っ先を向ければ、甲板に後ろ手をついた男はひくりと喉のどを震ふるわせる。彼も歴れき戦せんの海賊だろうに、一度絶望してしまえばこんなにも脆もろいものだろうか。

「だ……だとしたらなにが悪い！　魔物の卵ひとつで一生遊んで暮らせるだけの値段がつくこともあるんだぞ、奴隷共とは比べものにならねえ！　俺は海賊として戦利品を有効活用した、それだけだ！」

「ごめんなさい。生あい憎にくだけれど、他人と善悪の問答をする気はないの」

　絞しぼり出すような声に対し、少女は心からの謝しや罪ざいを返した。

「価か値ち観かんは人それぞれだもの。自分が信じる物事を選せん択たくする、お互いそうでしょう？」

　確かつ固こたる物言いのあと、少女は一歩踏ふみ出した。美しく雄ゆう大だいな羽を持つ獅子を背に、ゆっくりと言葉を刻きざむ。







「……他人から奪う海賊が、奪い返される覚悟もなかったなんて妄もう言げんは、許さないわ」

「──っ！」







　そこから、あっという間に海賊船は制せい圧あつされた。

　少女クレアと仲間たちの仕事は速すみやかに終わり、戦せん果かも上々だ。助け出した奴隷たちは杜ず撰さんな環境でかなり衰すい弱じやくしているようだが、クレアの父が率いるカーヴェル海賊団の船医にかかればすぐに回かい復ふくするだろう。

　グリフォンたちの卵も無事に見付け出し、彼らに返してやることが出来た。獅子の体では卵を持ち運べないので、奪ったこの船を明け渡して孵ふ化かまでの巣すにしてやるつもりだ。

　雛ひなが孵かえった暁あかつきには卵らん殻かくを分けてもらう。それで十分に、協力してくれた仲間たちの懐ふところは潤うるおうだろう。

　クレアはふうっと小さく息をつく。そこに、慌ただしい足音が駆かけ寄ってきた。

「お嬢さん！　そろそろ切り上げましょう」

　そう言った船員は緊きん張ちようした面おも持もちだ。日頃は冷静な男だが、幾いく分ぶん顔色が悪いようにも見える。

「ゆっくりしている暇ひまはないかもしれません。運び出す荷物の選せん定ていを、早く」

　彼の懸け念ねんももっともだった。湿しめった風が吹き荒れる先を見み遣やれば、あんなに晴れていた海の向こうには、いつのまにか紫むらさきを帯おびた濃のう霧むが掛かり始めている。

「……嵐が来るかしら」

　嫌いやな風だ。

　クレアは小さく嘆たん息そくし、知らずのうち、ドレスの裾を握にぎり締しめていた。
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　この街における凱がい旋せんの目印は、帆はん船せんに掲かかげられた、竜りゆうと髑髏どくろの海かい賊ぞく旗きだった。

　海賊の恩おん恵けいに預かる住民たちは大きく手を振り、帰き還かんに沸わく港は大小合わせて二十六の船で埋うめ尽くされている。歴れき戦せんの海賊たちが各おの々おのの戦利品を手に陸おかへと上がるころ、街は決まって賑にぎやかな夕暮れを迎えた。

「お嬢！　……クレア嬢、俺とも勝負してくれよ！」

　テーブル向こうの船員に呼ばれ、持っていたカードを滑なめらかに手放したクレアは、それと引ひき換かえで手に入れた麦ばく酒しゆを持って振り返った。

　エメラルドと翡ひ翠すいのあわいにある色合いの瞳ひとみは長い睫まつ毛げに縁ふち取どられ、いつだって強いまなざしで他者を捉とらえる。クレアが樽たる杯はいを手に肩を竦すくめて悪戯いたずらっぽく笑うと、ミルクティー色の髪が酒場の灯ともしびによって輝いた。

「駄だ目めよ」

　日常的に舶はく刀とうや銃じゆうを操あやつるとは思えない華きや奢しやな指が、船員の鼻先に突き付けられる。

「どうせイカサマをするんでしょう？　いくらうちの掟おきてで禁止されてないからって、先の見える賭かけはしたくないの」

「おいおい！　誰が何を仕掛けようともことごとく見み破やぶるくせによく言うぜ！」

「指先の動きが甘あまいから仕方ないわ。ふふ、今度やり方を教えてあげる！」

　そう言って彼女が杯を掲げると、海賊たちは笑い声を上げながら口々に乾杯を繰くり返した。

　屈くつ強きような男たちの中、気持ちいいほどの飲みっぷりで麦酒を干すクレアは明らかに異い質しつな存在であるのに、酒場の店主たちはちっとも驚いていない。それというのも、ここはカーヴェル海賊団の根ね城じろである島のひとつだからだ。

「今回の仕事も、なかなかに豪ごう胆たんだったよなあ」

　鼻の頭に泡を付けた男が、わしわしとクレアの頭を撫なでながら言う。

「例の力で魔物グリフオンを集めたと思ったら、それで気を引いた隙すきに小舟で敵船に乗り込む。魔物の卵と奴ど隷れいを奪うばうためとはいえ、ヒヤヒヤしたぜお嬢」

「なあに、お嬢に限って心配ねぇよ、お頭かしらの娘だぜ。なあ？」

「ははっ、違ちげェねえ！」

　笑い声が上がる中、ひとりの海賊がこう続けた。

「お陰かげで俺たちの船が稼かせぎ頭がしらだったんだ、鼻が高たけェってもんだ。お嬢の船が出来る日が楽しみだぜ、なあ……」

　次の瞬間。

「──……」

　周囲の海賊たちが、ぴたりと一いつ斉せいに口をつぐんだ。

　先ほどまで笑っていた面々は、禁きん句くだろうと言いたげな目をあからさまに彼へと向ける。男も気が付いたのか、はっとしたような表情でクレアを見み遣やった。

「いや!!　悪いお嬢、すまねえ！　いまのは単なる言葉の綾あやだ、すまん本当に！」

「……大丈夫……。というより、そんなに気にしないで、お願いだから……」

　クレアは言い、額ひたいを押さえた。

　彼が先ほど口にしたことは、確かにクレアのいま一番の悩みに触ふれる。けれども最大の厄やつ介かいは、親しい仲間たちにこうして必要以上に気を遣われることなのだ。

　そこに、明るい声がした。

「よお、愛いとしの我が娘！」

「お父さん！」

　待まち侘わびていた姿にクレアはぱっと顔を上げる。慌あわただしく席を立つと、先ほどまで大おお勢ぜいの幹かん部ぶたちに囲まれて近付けなかった人物へと駆かけ寄った。

　その男は、ここにいる海賊たちにおける絶対的な存在だ。

　伊だ達てな衣装を身に纏まとう反面、あちこちの古ふる傷きずを厭いといもせず晒さらす豪胆さ。犯はん罪ざい者しやとは思えないほどの堂々たる姿で胸を張り、無む造ぞう作さに生やした髭ひげは四十半なかばの顔立ちを味わい深いものにさせている。

　大小合わせて二十六もの船を所有するカーヴェル海賊団の総船長レオン・カーヴェルは、先代から受うけ継ついだこの海賊団の名を一いち躍やく世界中に轟とどろかせた一種の伝説だ。クレアにとっては、自分を育ててくれた養よう父ふでもある。

「お父さん！　私の今日の戦利品についてはもう聞いた？」

「ああ、グリフォンの卵だな。ありゃあ上物だ、孵ふ化かしたあとの卵らん殻かくが手に入りゃ、この島中貸し切って宴会やっても半年は遊んで暮らせるだろうぜ。よくやったな」

　紡つむがれた言葉は心からのもので、評価してくれているのは疑いようもない。しかし、クレアには賛さん辞じを手放しで喜べない理由があった。

「……私、今回も十分に海賊としての結果を出したわよね？」

「もちろんだ。ついでに商かい売ぞく仇せんまでぶっ倒したらしいじゃあねえか、感心感心」

「船長候こう補ほになるための『試験』はちゃんと合格したわ。お父さんもあの人たちも、それを認めてくれたはずだと思うけれど」

「あの試験はなかなか面おも白しろかったな。ほかの船長候補たちに比べちゃ荒あら削けずりだが、楽しませてもらった」

「なら、いつになったら私に船をくれるの？」

　途と端たんに沈ちん黙もくした父に向け、周囲の仲間たちも熱ねつ烈れつな視線を注そそぐ。

　三ヶ月前、クレアはある騎き士しと共にカーヴェル海賊団の一船を得えるための試験に臨のぞんだ。だというのに、父からはいまだなんの指示もないという状況なのだ。

「頭。俺たちいつでもお嬢の下で働けるよう、荷物も纏まとめてあるんすよ」

　クレア同様に痺しびれを切らしてくれているらしい船員たちも、熱の込もった様子だ。

「そうだぜ頭。お嬢が可か愛わいいのは分かるがなあ、自立や夢を応援してやらねーと」

「そうよそうよ」

「色々任まかせてみるのも親父おやじの務つとめですよ。十分やれるんだってことは、毎回の仕事で証明してるじゃねえですか」

「うんうん」

「気を付けろよ。あんまり過か保ほ護ごにやってると、愛しの娘がアドルフ・フォードに搔かっ攫さらわれちまうぞ」

「ほらね、お父さん。みんなもこう言って…………って、え？」

　思わぬ切り口にクレアは顔をしかめる。だが、仲間たちは至いたって真ま面じ目めな顔をしていた。

「まさかお嬢のお相手がアドルフ・フォードとはねぇ。ふたりが見詰め合ってるのを見たときは、俺もこの目を疑ったもんだ」

「けどよぉお嬢、個人的には考え直しをお勧すすめするぜ。確かにやつは腕の立つ騎士だが、性格は最悪だぞ」

「いや、お嬢の年頃ならやっぱりあの見た目なんだろ、男から見てもぎょっとするような色男だし。でもお嬢、あの青あお二に才さい本当に性格は最悪だぞ」

「あのね、どうしてそうなるの！」

　クレアが慌あわてて遮さえぎると、船員たちは「なんの間違いが」と言いたげに首を捻ひねった。

　彼らの言うアドルフ・フォードとは、カーヴェル海賊団が密ひそかに同どう盟めいを結んでいる大国、シェランド王国の王女に仕える若い騎士だ。

　極ごく上じようの見た目に反して驚くほど口が悪く、そのくせ英雄の名に恥はじない剣の腕を持つ、海賊にとっては実に最悪の相手だった。そんな彼と利り害がいが一いつ致ちしたことによって合格したのが、先だっての『船長試験』なのである。

　共きよう闘とうしやすかったのは確かに認める。しかし、クレアとアドルフは決して船員たちの言うような関係ではない。溜ため息いきをつきつつも、クレアは面白そうに眺ながめていた父に再び向き直った。

「お父さん。一度した約束は、果はたしてもらうわ」

「分かってる、俺だって考えてるんだぜ。……その前にクレア、ひとつ教えてくれ」

　軽やかな返事のあと、急に父の声音に真しん摯しな色が混じった。




「お前にとって、強さとはなんだ」




　随ずい分ぶんと唐とう突とつな問い掛けだ。

　それは当たり前の問いにも思えたし、とても難むずかしい質問にも感じられた。クレアは少し悩んだあとで、口を開く。

「護るもののために、人から奪う力、かしら」

　幼いころ、クレアが何よりも欲ほつしたものだ。

　力がなければ奪えず、奪えなければ護れない。存在自体を人に疎うとまれる魔物を護るため、クレアには絶対的な力が必要だった。自分の船を欲するのだって、その一いつ環かんだ。

　父の口元に笑みが浮かぶ。

　この問いがなんだというのだろう。謎なぞ掛かけにも感じられたが、やっぱり船は渡さないとでも言い出すのだろうか。

　クレアがもう一度念押しをしようとしたとき、酒場の女性がやってきてこう嘆なげいた。

「聞いとくれよレオン！　またあの悪わる餓ガ鬼キ、ディーン共さ！」

　彼女は追加の酒をテーブルに置きつつ、空からの器うつわをてきぱきと重ねながら眉まゆを吊つり上あげる。

「あんたたち船長連中が来るちょっと前までここにいて、そりゃもう好き放題だよ。昼間っから女は呼ぶわ店の前で騒さわぎ始めるわ、こちとらいい迷めい惑わくだ！」

　彼女が言うと、年長の船員たちは揃そろって苦い顔をした。

「あいつら、まーた女将おかみに迷惑かけてんのか」

「お頭、あんたの命令なら大喜びで聞くだろ。ちょっと灸きゆうでも据すえてやれよ」

「ははっ、やんちゃ坊ぼう主ず共が！　あいつら本当に俺が大好きだからな、可愛いもんだぜ」

　楽しむような素そ振ぶりの父に対し、仲間たちは呆あきれたように嘆たん息そくする。

「ディーンって、『リトア号』に乗っている例の？」

　その問題児たちの噂うわさについては、クレアもよく聞いている。

「船長試験に合格しているのに、リトア号の船長はお父さんだけだってきかないんでしょう？」

「ああ。お嬢はあの『お頭馬ば鹿か』に会ったことがねエんだったか」

　彼らの言う通り、クレアは『リトア号』の船員に会ったことがない。

　二十六の船からなるカーヴェル海賊団では、互いの面識がないことなど珍しくもないが、クレアは仲間たちからくれぐれもやつらと関わるなと言い聞かせられているのだ。

　船員たちは苦い顔をし、何度となく口にした警けい告こくを今日もまた繰り返した。

「忘れるなよ、お嬢。ディーンの坊ぼう主ずは危険だ」

「カタギの酒場で暴あばれるわ、海戦ドンパチで勝手に持ち場を離れて敵の主力を叩たたきに行くわ。それをこっちが窘たしなめりゃ、すぐさま癇かん癪しやく起こしやがる爆ばく弾だんみてーなやつだよ」

「挙あげ句く、お頭に配はい属ぞくされたリトア号の新しい船長も追い込んで無人島行きだ。反はん乱らんは船員の権利とはいえ、ありゃあひでえ」

「あいつら女にもだらしねーからな。お頭命を謳うたっちゃいるが、だからこそ娘であるお嬢に嫉しつ妬としてる。絶対に──」

「ようクレア。お前の船の話だがな」

　唐突に話を戻した父はテーブルに寄りかかり、平へい然ぜんとした軽やかな調子で言う。




「ディーンたちと一緒に、リトア号に乗れ」

「な……っ」




　船員たちが青い顔をし、わあっと父に詰め寄った。

「おい頭、本気か!?　あの船に船長として向かったやつらがどんな目に遭あったか、覚えてねーわけもねえだろう!?」

「この俺が昔乗っていた、由ゆい緒しよある船だ。愛まな娘むすめを乗せるのに不足はねーだろ？」

「だからってよ！」

「あいつらはお頭の『娘』だからって、いや、娘だからこそ容よう赦しやしねーぞ！　お嬢がなにされるか分かったもんじゃねえ！　あんたお嬢が可か愛わいくねーってのか！」

「そうだぞ、大だい体たいなんであいつらをさっさと処しよ分ぶんしねえんだ！　いくら昔はあんたの船員だったからって、それほどの価か値ちがあいつらに──」

　その直後。




　とん、という音が部屋に響ひびいた。




　誰もがはっとして顔を上げる。

　それは、俯うつむいた父がテーブルに杯を置いた音だ。決して強い動作ではなかったのに、騒いでいた面々は一いち様ように口を閉ざした。

　静せい寂じやくが酒場を満たす中、父は相変わらずなんでもない様子だ。けれども何ど処こか冷めた表情で、ゆっくりとクレアを見据える。

「これは命令だ、クレア」
















　クレアはこくりと喉のどを鳴らした。

「力ずくで従したがえてもいい。お前が気に食わねーようなら切り捨てても構わねえよ」

　父はもう一度、念押しのように低い声で言う。

「──あいつらの船に乗れ、クレア」

　びりびりと背せ筋すじが痺れるような心地ここちがした。船員たちも反はん射しや的てきに動どう揺ようしたらしく、彼らの緊きん張ちようがクレアにも伝わってくるようだ。

　リトア号に乗る。ただの船員ではなく、船長として。

　それはつまり、クレアは父の命令以外を聞かないというその『問題児』たちに、船長として認められなければならないということだ。

　海賊船の船長は決して絶対的な王者ではない。船員の反はん感かんを買い、不満を持つ者が多数に上のぼれば、一いつ丁ちようの銃と共に無人島へ捨て置かれる。

「カーヴェル海賊団はこれより、シェランド王おう都とシトンを目指す。そこに辿たどり着ついたときお前が無事船に乗っていられたなら、名めい実じつ共にリトア号の船長だ。船体は上等、船員共の腕は選よりすぐり。良い船だぜ、嬉うれしいだろう？」

　平然と言う反面、父はその目に鋭するどい光を灯ともらせた。

「やるのと、やらされるのは、どっちがいい？」

「……」

　クレアは静かに目を伏ふせた。

　船員たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中、ドレスの裾すそを摘つまんで父に跪ひざまずく。頭を下げ、迷いのない声で言い切った。

「お受けします、船長」

「お嬢！」

　思わずといった船員の声が上がるが、クレアは顔を上げて父を見詰める。

　父は何も言わない。

　その沈黙に覚悟を決める。クレアは小さく息を吐はき出すと、立ち上がり、心配そうな面おも差ざしの仲間たちをよそに父に笑い掛けた。

「──楽しみにしてて、お父さん」

「ははっ！　いいぜ、その意気だ娘よ！」

　父が快かい活かつな声を上げると、酒場からはたちまち先ほどまでの緊張感が消え失せる。こうやって自在に場の空気を掌しよう握あくできるのが、クレアの思う父の偉大さのひとつだ。

「そうそう、近々シェランド国と仕事をする。来きたるべきときのために、準備は万ばん端たんにしておけよ」

　思わぬ父の言葉に、クレアは目を丸くする。

「シェランドと？　じゃあもしかして、またアドルフと組むことになるの？」

「おいおい、なーんだその嬉しそうな顔」

「だって嬉しいもの！　お父さん私ね、アドルフと友達になれるかもしれないの！」

　そう言うと、父はどうしてか面食らったような表情をした。

　アドルフと再会することになるならば、手をこまねいてはいられない。彼には散さん々ざん啖たん呵かを切ってしまっているのだから、早々に準備に掛かるべきだろう。

　クレアは持っていた空の杯をカウンターに返し、準備のため港に停とめてある船へと戻る。夕暮れの時刻はとうに終わり、港町は夜を迎えようとしていた。
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「頭。どうしてあんなことをお嬢に？」

　少女の去った酒場の片隅で、ひとりの海賊がそう言った。レオンはひょいと肩を竦め、長年の部下へ楽しそうに尋ねる。

「俺の趣味が何か知ってるか？」

「酒と女を除のぞいたら、賭けごとですかい」

「その通り。賭けは楽しいぜ、なんせ世の中には結果の決まっていることなんかねえんだからな」

　しみじみと言ってのけると、レオンは肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた。

「土ど壌じようを整えても、力を持っていても、結末は誰にも読み切れねえ。これだからやめらんねえんだ。いいや、どうせなら面白がるのが得とく策さくだと言うべきか？」

　そう言い切る男の表情は、父親としてではなく、海賊のそれだ。

「クレアとアドルフ。クレアとリトア号。どんな結果を生み出すか、賭けてるんだよ俺は。──なあに、愛娘の成長となるか、娘ごと失うしなうか。代だい償しようを支払うだけの価値はあるってもんさ」
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　港に浮かぶリトア号は、三本のマストを持つフリゲート船だ。

　大き過ぎず小さくもない、クレアの好きな規き模ぼの船だった。海風に乱されるミルクティー色の髪を手で押さえ、港に積み上げられた木箱の陰に身を隠かくして息をつく。

　用意した舶はく刀とうと銃じゆうは、ドレスの隠しポケットに仕込んだ。

　とはいえ本当に武器を使うつもりは毛もう頭とうなく、あくまで乗船用荷物の一環だ。いかに問題児呼ばわりされているといえど、この船に乗るのは同じ海賊団の仲間なのだから。

『力ずくで従えてもいい』という父の言葉を思い出し、クレアは小さく息をつくと、月夜の海に浮かぶ船を見上げる。

　危険だという噂は承しよう知ちの上だ。

　だが、たとえどんな悪あく評ひようを囁ささやかれていようとも、最初から仲間を悪あしざまに思うことは避さけたい。クレアは準備を終え、大きく深呼吸をする。

（行かないと）

　顔を上げ、船に向けて港を歩き出した。

　この季節にしては冷たい海風が頰ほおを撫なぜるたび、気持ちが引ひき締しまる。リトア号の繫つながれた桟さん橋ばしは、港から一番奥にあった。

　そこでクレアはぎょっとする。

　桟橋に何かが落ちていると思ったら、胡坐あぐらを搔かいて座り込んだ男だったのだ。具合でも悪いのかと危あやぶんだが、強い酒の臭においがして顔をしかめる。

　ほかの人間の姿は見えないが、まさかリトア号の船員だろうか。

　よもや、これが見み張はりだと言うわけはないだろう。

「……こんばんは」

　クレアはまず、丁てい寧ねいに声を掛けることにした。

「いい夜ね。あなたはリトア号の船員さん？」

　半ば祈いのるような気持ちで挨あい拶さつをする。しかし顔を上げてへらりと笑った男の首には、カーヴェル海賊団の海賊印ジヨリー・ロジヤーが刻きざまれた銀貨が下がっているではないか。

「なんだあ？　店の新しい子か？」

　彼は呂ろ律れつの回らない口調で言い、クレアに向けて手を伸ばしてきた。咄とつ嗟さに身を引くと、あっけなくよろめいて桟橋に手をつく。

「おっ、とと……」

　四つんばいになった男を見て、クレアは絶ぜつ句くした。

　船の見張りが酔よっ払ぱらってふらつくなど、本船では絶対に有あり得えないことだ。吞み込めず青ざめたクレアに向け、男はめげない様子で笑いかける。

「追いかけっこか？　いいねいいねえ」

「待って！　私はこの船のみんなに話があるの、聞い……」

　次に伸びてきた手の動きは、先ほどよりも幾いく分ぶんキレがある。しかしクレアがいくら話しかけても、まともに取り合うつもりはないらしい。

「──っ、ああもう！」

　埒らちが明あかない。

　クレアは船と桟橋を繫つなぐ渡し板を見遣ると、迷わずに走り出した。

「あ、おい！　待ちやがれ！」

　乗ブ馬ー靴ツの靴音を高らかに散らし、立ち止まらず一気に駆け上がる。船せん尾び側にある最上後甲かん板ぱんに容易たやすく踏ふみ込んだところで、鼾いびきを搔いていた別の男がはっと顔を上げた。

「なんだお前……うおっ！」

　同じく伸ばされた腕を避け、身を屈かがめてかわす。そのまま突き進み、クレアは船内の様子を探った。

　ただでさえこれから自分が船長になると宣せん言げんするのだ。少なくとも酒が入っていない、まともな判はん断だん力りよくを持つ人間を捕つかまえる必要がある。背後から追ってくる気配や怒ど鳴なり声を無視しつつも、あまりに簡単な侵しん入にゆうに辟へき易えきとした。

　周囲を見れば甲板には積み込み途中らしき補ほ給きゆう物ぶつ資しさえ放置されており、いくらでも侵入者が身を隠せるようになっている。

（見張りが全然機き能のうしてない！　この隙だらけの船は何、これでも海賊なの!?）

　階段を下りた前甲板の方からは、男たちの騒ぐ声が聞こえてくる。

　随分な賑にぎわいようだが、よもや積つみ荷にの整備を放置して酒しゆ宴えんでも開いているのだろうか。その所為で、侵入者を知らせようと見張りたちが上げる声にも気付かないのだ。

　クレアの脳のう裏りに、幹部たちの嘆く様子が改めて過よぎった。

（仲間を悪く言いたくはないけれど、このままじゃ自分たちの身も護れないじゃない。これから徹てつ底てい的てきに教育しなきゃ……！）

　決意と共に、ここからの話し合いにおいて多少の交こう戦せんが生じてしまうことも覚悟する。

　敵船で戦うのは慣れている次し第だいだが、傷付けてはいけない仲間を相手取るのはあまり経験がない。クレアは段だん差さや散らばった縄なわなどの障しよう害がい物ぶつを軽かる々がると飛び越え、騒ぎの中心になっている前甲板に出た。

　目に飛び込んできたのは、案の定繰り広げられていた酒宴の光景だ。

　二十人ほどの男が一様に顔を紅こう潮ちようさせ、手にした杯を逆さにするように飲み干して笑い転ころげている。そこに胸元を大きく露ろ出しゆつしたドレスの女たちが寄り添って、文字通り浴あびるような男たちの飲み方にきゃらきゃらと笑い声を上げていた。酒に騒ぐ船員たちは火の気の存在すら気にしておらず、何度かランタンにぶつかっては倒しそうになっている。

「ぎゃはっ、おいおい危ねェなあ！　ちゃんと見てろよ火はよ！」

「なあに、燃えたら酒でもぶっかけて消しちまえばいいんだよ。なあ？」

「豪ごう快かいねえ。海賊さんたちのそういうところ、素す敵てきよ」

　女の指に撫でられて、船員たちはとろんと目め尻じりを下げた。それを見て、クレアはぐっと両手を握にぎり締める。

　この体ていたらくはなんだろう。火の見張りがいないどころか、扱あつかいがあまりにぞんざいだ。海賊として、船上で自分たちの身を護ることは大切な振る舞いなのに。

　これがかつて、父と共に海を制したリトア号の精せい鋭えいたちなのだろうか。

　見張りが甘く、敵や騎士に踏み込まれるかもしれない。いつ火事を起こしてもおかしくない愚ぐを犯おかす『海賊』たちに、クレアは憤いきどおりすら覚え始める。

「……お？　おい、そこの嬢ちゃん」

　ちょうどそのとき、船員のひとりがクレアに気付いた。

「なんだ、新顔かあ？　へへ、ちょっと見ねェくらい綺き麗れいな顔してんじゃねえか。どれ」

　無ぶ遠えん慮りよに手が伸ばされ、クレアはそれを払はらい除のける。船員は驚いたような顔をしたが、構わずに睨にらんで言った。

「──この船で、話の出来る人間は誰？」

「ああ？」

　ついつい怒りが滲にじんでしまう。鎮しずめるため、深呼吸のあとでゆっくりと刻むようにして口にした。

「この船の、いまの責せき任にん者しやを、お願い出来るかしら」

「……んだあ？　てめえ」

『責任者』という言葉を出した瞬間、空気が一いち段だん重くなる。

　先ほどまで酩めい酊ていしていた彼らの目に、たちまち強い敵てき意いが灯った。それを不安に感じてか、女たちが互いに身を寄せ合う。

　交戦の必要があるだろうか。クレアが身構えた、そのときだ。




「──この船の責任者は、総船長レオン・カーヴェルだぜ」




　若い青年の声がした。

　船員たちが手を止めるのと同時、背後を振り返る。クレアもそちらを見上げ、最上後甲板の人影を見付けた。

　そこに立っていたのは、眼がん帯たいで片目を覆おおう金きん髪ぱつの青年だ。

　年のころは二十代半ばだろうか。何処か悪戯いたずらっぽい表情の青年は、唯ゆい一いつ残った隻せき眼がんで無遠慮にこちらを見下ろした。

「なんだよ別べつ嬪ぴん、娼しよう館かんの営業か？　生あい憎にくうちの船長レオンは留る守すでね、味見なら代理の俺がしてやろうか」

　青年が言うと、後ろから現れた女性が彼の腕にしなだれかかった。艶なまめかしい薄うす衣ぎぬの女性は娼しよう婦ふらしく、くすぐるようにして青年の喉に触れる。

「やあねぇディーン。あたしたちの前で堂々と浮気を宣言するの？」

「ははっ、妬やくなって。さびしい思いはさせねーよ」

　そう言ってディーンが腰を抱き寄せると、女性はくすくすと妖よう艶えんに笑った。故こ意いに見せ付けられているのだと分かり、クレアは青年に向けて口を開く。

「あなたがリトア号のディーンね？」

「お。なになに、俺って有名人？」

　隻眼に無む邪じや気きな光が宿った。ディーンは腕の中の娼婦を解放すると、甲板の手て摺すりに背を預けて上機嫌にクレアを見た。

「この島に新しい娼婦なんて珍しいけどさ、あんたなら営業かけなくたってすぐに抱いてやるよ。おいくら？」

「生あい憎にく売り込みは済ませたわ。『船長候補』としての、だけど」

「はああ？　なんだそれ、つまんねー冗じよう談だん」

　べ、と舌したを出すディーンに向け、クレアは睨み付けるような強さで彼を見据える。

「この惨さん状じようは何？」

　先ほどディーンは責任者はレオンだと言ったが、リトア号の船長はもはや父ではない。

　だというのに、彼らはいまだ父の船員を名乗り続けている。ならばこれは、父の名を貶おとしめかねない行為だろう。

「なんだよ、やっぱ混ざりてーの」

「冗談じゃないわ。見張りが酔っ払って、大声で騒ぎ立てた挙げ句、甲板の上で火をぞんざいに扱う。海賊の風かざ上かみにも置けないこの状況について訊いているの」

　てきぱきと言い切ったクレアに対し、ディーンは顔付きを少し変えた。

「──やめろなんて命めいじられてねーからな」

「なんですって？」

　ディーンはだらしなく手摺りに身を預けたまま、ひょいと冗談めかして肩を竦めた。

「うちの船長が叱しかりに来てくれるんならやめるけど、あいつ最近俺たちに関心なくてさびしーの。つーかあんた、船長候補って本気で言ってんの？」

「もちろん」

　ディーンはにやりと口の端を上げた。

「いいねえ。……おい、聞いたかおめーら」

　その呼び掛けと同時、ぞくりとしたものがクレアの背に走る。先ほどまでとは一転し、隻眼に獰どう猛もうな獣けものの気配を滲ませたディーンは、真っ直ぐにクレアを指さした。

「──その女、捕まえな！」

「……っ」

　クレアは咄嗟に身を屈めた。

　摑つかみかかってきた腕が頭上を掠かすめる。普段なら足あし払ばらいをかけるところだが、仲間に手を出すわけにはいかない。身を起こしたのと同時に別の手が伸びてきて、急ぎ身を引く。

「ちょっと、話を聞いてよ！」

　防戦一方のクレアは、甲板の上を逃げ回りながら大きく声を張る。酔っ払っているはずなのに、船員たちの身のこなしには目を瞠みはるものがあった。態度は悪いが腕は良いという船員の評判を、身をもって知ることになるとは想定外だ。

　目の前の船員に隙すきがある。

　しかしみぞおちに舶刀の柄つかを叩き込むのは堪こらえ、クレアはドレスを翻ひるがえした。けれど、その裾を摑まれる。

「！」

　引き倒されそうになり、反射的にドレスの隠し武器に手を伸ばしかけた。

（駄目！　いくらなんでも、仲間に銃は向けられない……！）

　躊ちゆう躇ちよの隙を、船員たちは見み逃のがさない。面白がるように笑いながら、一斉にクレアへと襲いかかる。

　そのときだった。

「が……っ」

　濁にごったような悲鳴が響き、船員たちの動きが止まる。

　思わぬ静寂に、身み構がまえていたクレアは二度瞬まばたきをした。目前の面々がゆっくりと倒れ、その向こうに剣を携たずさえた人物が現れる。

　クレアはそれを、信じられない思いで見詰めた。

　彫ほりの深い目鼻立ちといい宝石のような瞳といい、思考を奪われそうなほど整った顔立ちだ。剣を振り払ったその男は、苛いら立だちを隠さない低音の声で憎にくまれ口を叩いた。

「相変わらず、甘あまっちょろいことやってんな」

「──っ？」

　海の色をした双そう眸ぼうが、暗い光を灯してこちらを見返す。

　息を吞んで絶句したクレアに向け、その人物は心底不ふ機き嫌げんそうに眉根を寄せた。感かん服ぷくするほどの柄がらの悪さは、彼が身に纏う黒色の制服が騎士のものだと忘れさせるほどだ。

　クレアは抗こう議ぎするのも忘れ、呆然と口を開いた。







「────アドルフ────？」







　名前を呼ぶと、あからさまな溜め息の音が聞こえてくる。

　クレアを捕らえようとした数名の船員たちが倒れたのも、すべてこの騎士の所せ為いだろう。現実味のないほど一いつ瞬しゆんの出来事だったのだが、アドルフであればおかしくもない。

「な、なんだあの男!?　一体何をしやがった！」

　無事だった船員の大半が、騎士の姿に怯ひるんで間合いを開ける。そのあいだにシェランドの英雄騎士アドルフ・フォードは、柄に竜りゆうの翼つばさが彫られた剣を手にしたまま舌打ちをし、クレアの顔を間近に覗のぞき込んできた。

「……やっぱりお前が出やがったか。面めん倒ど臭くせェ」

「きゃっ！」

　心の底から忌いま々いましそうに言うと、無意味にクレアの額を指でぱちんと弾はじく。あまり痛くはないのだがびっくりして、思わずそこを手で押さえた。

「……っ」

　そのまま目の前の青年の姿を見上げれば、何な故ぜか胸きよう中ちゆうにこみ上げてくる感も情のがある。

　出で鱈たら目めなまでの剣の腕や、騎士だと信じ難がたい毒どく舌ぜつに横おう暴ぼうな態度。クレアに対する遠えん慮りよのない振る舞いも、前と少しも変わらない。

「……アドルフ……」

　間違いない。

　もう一度名前を口にし、彼の青い瞳に見下ろされたことで、改めてその実感が湧わいた。だが、再会して嬉しい気持ちのあと、いまの状況を思い出してはっとした。

　クレアは混乱しつつ、ひとまず先に口を開いた。

「た……助けてくれてありがとう!!」

「あ？」

　アドルフが眉根を寄せる。

「このお礼は改めてするとして、あなたこんなところで何してるの!?」

「……何やってんだはこっちの台詞せりふだクソ海賊。ろくでもねー船員ばっかよくも揃えたもんだな、目が腐くさって節ふし穴あなにでもなってんのかってカーヴェルに伝えとけ」

「あのねえ！」

　いつもの調子で返されてしまい、クレアは眉根を寄せる。久し振りに会ったアドルフは、これみよがしな嘆息のあとで剣を構えた。

「どいつもこいつも、厄介ごとしか生まねえ連中ばかりだ」

　アドルフの視線の先にはディーンがいる。

　クレアも気を引き締め直し、アドルフの隣となりに並んだ。ディーンはひょいと肩を竦め、大おお袈げ裟さな身振りで言う。

「なんだなんだ、今夜は美人の客人がふたりも来たのか！　まあひとりは野や郎ろうだし、遊んでやってもつまんねーけど」

　次ついで、にたりと口の端はしを上げた。

「うちの関係者らしいけど、色男の制服を見るにシェランドの人間か？　レオンのやつ、船員を無む下げにも出来ねえからって同盟国を利用して俺たちを潰つぶしに来たのかよ。そんな真ま似ねしねーでも、レオンがひとり叱ってくれりゃあ言うこと聞くのにさあ」

「冗談やめて。つまらない用事でお父さんに手間を掛けさせるつもり？」

　クレアが言った瞬間、ディーンの後ろに立つ船員たちが互いに目配せを交かわした。

「おいおいおい。お父さんってまさか、あんた……」

「自己紹介が遅れたわね。私が、クレア・カーヴェルよ」

　クレアがそう名乗りを上げた瞬間、ディーンの肩がぴくりと動く。

「レオン総船長に任命されて、新しくこの船の船長になりに来たの」

「……クレア・カーヴェルだって？」

　驚いたような声のあと、ディーンはわざとらしく笑った。

「クレアだってよ！　なるほど、あんたがレオンの娘。そしてあの『クイン・ローゼ号虐ぎやく殺さつの海賊姫』か！」

「──……」

　その嘲あざけりを前に、アドルフが眉根を寄せたのが分かった。

　クレアは敢あえて何も言わず、ディーンを見上げるだけに留とどめる。

「噂は聞いてるぜ？　あんたそんなにかわいー顔して、魔物の卵を奪うためにクイン・ローゼ号の乗客三百人を皆殺しにしたんだってな。血ち塗ぬれの内臓浴びるのもなんのその、女子供もひでぇ有あり様さまにしたらしいじゃねえか」

　ディーンはそこまで言ったあと、不意にすうっと目を細めた。

「まったくもって、粋いきじゃねえよなあ」

　低くなった声がぽつりと落とされ、途端に冷めた表情になる。気まぐれな子供のように感情の起き伏ふくを見せた彼は、明らかにつまらなさそうな口振りでこう続けた。

「あんたに従したがう気はないね」

「なんですって？」

「そもそも『レオンの娘』だろ？　たかだかそれだけの理由で、あんたはレオンの傍そばにいて、教えられて、護られてきたんだろ」

　ディーンは立ち上がり、肩に手をやってこきりと鳴らした。

　それから、低い声で呟つぶやく。

「……俺たちにとってあんたがどれだけ邪じや魔まだったか、理解できるよな？」

　クレアはむっとくちびるを曲まげた。

　だが、クレアが何か言うよりも先にアドルフが口を開く。

「おい、そこの海賊」

「ああ？　なんだあ色男、あんたも俺たちの船長サマ候補ってか？」

「頼まれたって御ご免めんだ。この馬鹿と一緒にすんな」

　そう言ってアドルフに顎あごで示され、クレアはじとりと彼を見た。けれど、アドルフは心底どうでもよさそうに思わぬことを言う。

「こいつはともかく、俺については『レオンの命令』とやらで話を聞いてんだろうが」

　その瞬間、船員たちが僅わずかに表情を変えた。

「ちょっと待ってアドルフ、お父さんの命令ってどういうこと？」

「あー、うっせーな」

　尋ねると、アドルフは面倒臭がっているのを隠しもしない素振りでクレアを見下ろす。

「カーヴェルがこの船に下した命令だ。『シェランドの騎士を乗船させ、共同でシェランド国の任にん務むをこなせ』」

「……新しい、シェランド国からの任務……？」

　アドルフはゆっくりと言葉を落とした。




「──幽ゆう霊れい船せんの討とう伐ばつだ」

「！」




　思わずこくりと息を吞む。

「それってもしかして、ここ数ヶ月くらい噂になっている無人船のこと？」

　肯こう定ていの代わりとして、アドルフは無言の返事を寄よ越こした。

「おいおい、まじかよ……」

　ディーンが零こぼしたのが聞こえる。直接遭そう遇ぐうはしていないが、クレアも話は聞いていた。

　それは、死を運ぶ呪のろわれた船だという。

　船せん壁へきの大半が朽くちかけた大型のガレオン船は、一見しただけでただの放ほう棄き船せんとは違うと分かる空気に包まれているのだそうだ。船乗りの嫌きらう霧きりと共に現われ、マストに帆の残ざん骸がいを纏い、無人のままに航海を続ける船。

「その船に近付いた生き物は、人も魚も鳥もみんな、命を落とすと聞いているわ」

　よくある御お伽とぎ噺ばなしだと笑う者は少なかった。何故なら、実際に何人もの犠ぎ牲せい者しやが出ているからだ。

　人々はそれを、幽霊船の呪いだと言うのだ。

「幽霊なんざくだらねえ話だが、実際に死人が出ているなら話は別だ。観光や漁にも影響が出ているみてーだしな」

「だから、その船の処しよ理りが任務になったのね」

「そういう命令じゃなきゃ、わざわざ海賊船になんざ乗り込むかよ」

　納なつ得とくした。しかしアドルフは同時に、『リトア号に命じられたのは、シェランドの騎士と任務をこなせ』というものだけだと言ったのだ。

　つまるところ。

「リトア号の船長を私にしろとは、命じていない……」

『王都シトンに着くまで無事に船に乗っていられたら』という父の言葉を思い出す。

　父自身の命令でなく、クレアの力によって船員たちを支配しろと言っているのだ。父の命令以外を一切聞き入れないと断だん言げんするこの青年たちを指して。

　そのとき、船員のひとりが思い至ったように口を開いた。

「そうだ！　この髪の色に背せ格かつ好こう！　こいつ、何処かで見たと思ったら、シェランドの英雄騎士アドルフ・フォードだ！」

「なんだって!?」

　すぐさま甲板にざわめきが走り、ある者は率そつ直ちよくな恐きよう怖ふの色さえ浮かべる。『英雄騎士』であるアドルフの名は、海賊にとって恐怖の対象だろう。

「……あー。はいはい、たしかに聞いてるよ。シェランド王国の騎士殿どの、あんたから言こと付づけられる任務を受けろって。だからってまさか英雄騎士本人が同乗してくるとはなあ！　さっすが俺たちのレオンだ、ぶっこんでくるものが並なみ大たい抵ていじゃねえな」

　ディーンは笑いながらぐっと目を細め、アドルフに向けてあからさまな挑発をした。
















「だがよ、この船に役立たずはいらねーぜ。幽霊船の討伐っていっても、どうせあんたの力を借りるまでもねーんだから。まああんたがこの船に利り益えきを出すってんなら考えてやらなくもねーけど？　たとえば『仕事』を手伝ってくれるとか」

「ああ？　面倒臭ェな」

「生憎、俺ってばレオンがいないあいだこの船を預かる立場なの」

　アドルフが舌打ちをする。

「……さっさと内容を言え」

「それじゃひとつ、捕まえた捕ほ虜りよの尋じん問もんでもお願いするかな。正義の騎士さまにどんな手しゆ腕わんがあるか、見物だけどよ」

　ディーンが船員たちに視線で合図をした。それを受け彼らは船倉まで降りてゆくと、ひとりの男を引きずって戻ってくる。

　上半身の服を脱がされ、傷きずだらけになった男だ。とはいえ死なないようにか、顔や胸部といった急きゆう所しよはさほどひどくない。

　アドルフはあくまで騎士だ。敵国の人間を尋問した経験はあるかもしれないが、海賊の拷ごう問もんで喋しやべらなかった相手から、騎士のやり方で情報を引き出すことなど出来るのだろうか。

　アドルフが目を細めた。

　次に、どうしてかクレアの背中に触れる。弱く押され、ここから退ひくように促うながされたのが分かった。クレアが首をかしげつつも従って脇わきに避けると、捕虜を連れた船員たちがアドルフの前に立つ。

「こいつはうちと敵対する海賊の捕虜だ。レオンに害なす憎にくき仇かたき、ってな。ものすごい頑がん固こでさあ、口を割らなくて困ってんだよね」

　ディーンの言う通り、連れ出された捕虜は暗くら闇やみでも分かる気き丈じような目をしていた。

　このところ、敵対する海賊たちが縄なわ張ばりの中に踏み込んでくる事じ態たいが発はつ生せいしている。カーヴェル海賊団としては敵の規模を把は握あくし、そこから進入の航こう路ろを読んで的てき確かくに迎え撃うちたい想いがあった。捕虜から情報を引き出せれば有ゆう利りになるだろうが、『仲間を裏切ってはならない』という海賊の掟がある以上、尋問はいつも難なん航こうするのだ。

　しかし、アドルフは捕虜の男に向けて平然と一歩踏み出した。

「おい」

「……なんだ。脅おどされても、俺は決して仲間を売ったりは……」

「うっせーな」

　不ふ穏おんな声だった。クレアは反射的に声を上げてしまう。

「危ない！」

　放った言葉はアドルフに対してではない。次の瞬間。

「がっ──」

　濁った声のあと、捕虜の体はまるで紙切れのようなあっけなさで蹴けり飛ばされた。

　押さえていた船員たちが手を離してぽかんと開口する。アドルフは回した蹴りを引き、捕虜の顔へと振り下ろした。靴がめり込んだのが遠目にも分かり、濁った悲鳴が響く。

「ぐああっ！」

　苦しげに歪ゆがんだ声を聞き、アドルフがげんなりと目を細めた。

「大おお袈げ裟さな声出してんな。まだ始めたつもりはねーぞ」

「ひっ……」

　響いたのはまさかの銃声だ。

　アドルフの手元を見れば、そこには銀の装そう飾しよくを施ほどこされた銃が握られている。クレアは慌てて自分の腰元を探り、自前の銃がないことに気が付いて愕がく然ぜんとした。

　先ほど背中を押されたが、あれは決してクレアを安全な場所に行かせるためではなかったのだ。手て癖くせの悪さを披ひ露ろうした貴き族ぞくのアドルフは、煙けむりを上げる銃じゆう口こうを再び足元の捕虜に向けた。

「悪わりィな。生憎、銃は専門外だ」

　言いながら、親指で撃げき鉄てつを押し上げる。

「動くなよ。習ったばかりで上う手まく『外はずせる』気がしねー」

「ひっ！　や、やめ……」

　アドルフは何処か気だるげな様子で、捕虜の口元をいっそう強く踏み付けた。そしてクレアに問いかける。

「──おいクレア、この銃どうやって照しよう準じゆんを合わせんだ？」

「ちょっと……」

「ひいいっ！」

　再びの銃声が響く。捕虜の顔の横で、銃じゆう痕こんが燻くすぶった。

「なかなか思った位置に当たんねーな」

　尋ねておいてクレアの返事を待ちもしないアドルフは、再度引き金を引こうとする。

「駄目、アドルフ！　やり過ぎないで！」

「……あー。そういや、口を塞ふさいでちゃあ喋れねーか」

　アドルフはようやく気が付いたかのように首をかしげると、やっとのことで捕虜の顔から足を退どけた。なんでもないことのように銃を下げ、代わりに腰から剣を抜く。

「それで、どうする？」

　切っ先が、捕虜の眼がん球きゆうに触れそうな位置へと突き付けられた。

「──喋るのと、喋れなくなるのとで、どっちがマシだと思うんだ」

「ひっ……」

　捕虜はぱくぱくと口を動かし、宙ちゆうに視線をさまよわせる。しかし、アドルフが溜め息をついた瞬間にびくりと体を強こわ張ばらせ、半ば悲鳴のように言葉を紡いだ。

「や、やめてくれ、ちゃんと話す！　知っていることは全部言う、だから……っ」

　──殺さないでくれ。

　そんな言葉が出たのを聞き届け、アドルフはすんなりと剣を引いた。

「ほらよ。これで文句ねーだろ、情報でも何でも吐かせりゃいい」

「ど……」

　鞘さやへと仕し舞まう鮮やかな所しよ作さを見ながら、クレアは呆れを口にする。

「どう考えても、騎士のやり方じゃないでしょう！」

「知るか」

　アドルフはきっぱりと吐き捨てると、ディーンを見上げて目を細めた。

「聞いての通りだ。さっさと船を出せ」

「っ、はは！　いいねいいね、アドルフ・フォード！　お望み通り、あんたのことは客人として認めよう！　おい、捕虜を船倉に連れて行け！」

　ディーンは心底面白そうに言い、アドルフを無遠慮に指さす。

「さすがはレオンだ、何処に誰を配置すれば上う手まく事が進むのか熟じゆく知ちしてるよなあ。ま、一個だけ、船長候補とやらの選せん択たくに失敗してるけどよ」

「知るか。俺たちはあの部屋を使わせてもらうぞ。勝手に入ったら殺す」

「おーい客人？　その女の乗船は許可してねえって言ってんだろ、どういうつもりだ」

　ディーンの目がクレアを見遣り、警告であるかのようにゆっくりと言う。

「あんたのことだぜ、海賊姫」

「……つまらない嫉妬で判断基準を設もうけて、それを私に当あて嵌はめるのは結けつ構こうだけれど」

　クレアは浅く溜め息をつくと、ディーンを強く睨み付けた。

「その無意味な価値観にも、通れるだけの隙すき間まは開けてもらえないかしら」

「嫌だね。あんたを認める隙間はない、あんたは邪魔だ」

「残念だわ。壁ごと壊こわしてでも穴を開けなくてはならないなんて」

「やってみろよ。その役に立ちそうもない細ほそ腕うでで」

　ばちんと視線が重なって、あいだへ火花が走ったように感じられた。再び言葉を重ねようとしたところで、ドレスの首根っこが摑まれる。

「おい」

「きゃあ！　……って、なによアドルフ」

「面倒が起きる前に止めたんだよ。余計な手間掛けさせんな」

　ぐっと言葉に詰まると、アドルフはクレアの手首を取って歩き始めた。

　ぶっきらぼうなやり方だが、これはアドルフの助け船だ。だが、クレアは口を開く。

「駄目よ、アドルフ！」

　すると、彼は訝いぶかるように眉根を寄せた。

「助けてくれたのはとても嬉しいわ。でも、それじゃあ駄目なの」

　アドルフの腕から離れ、クレアはひとりで立つ。「ディーン」と名前を呼べば、青年はその隻眼でクレアを見返した。

「シェランド王国からの命令で賭けをしない？」

「……は？」

　両手を広げて言い切ったクレアに、アドルフとディーン、双そう方ほうからの鋭いまなざしが注がれる。

　しかし、怯むつもりもない。

「どちらの手て柄がらで幽霊船を討伐できるか、勝負するの。私が負けたら、リトア号の船長は辞じ退たいするわ」

「おいおい。あんた、本気で自分が『選べる』立場にいると思ってんのか？」

　ディーンは吐き捨てるように笑う。

「この船の船長はレオンだけだ」

　試験に合格しておきながらいまだにどの船の船長にもならないディーンの声に、船員たちも同調するようにしてクレアを睨み付ける。

「幽霊船の討伐、結構じゃねえか。レオンの命令を受けてあいつのために動くのは俺で、あんたじゃない。船長の辞退なんてぬるいことは言わせねえ、俺が幽霊船を討伐した暁あかつきには、海賊を辞めるって泣いて誓ちかわせてやる」

　吐き捨てるように笑ったディーンは、不ぶ躾しつけにも中指を上に突き立てた。




「──リトア号へようこそ。そしてさよならだ、『お嬢さん』！」




　憤りを隠してすらいない低い声だ。

　ディーンはそれっきり、踵きびすを返してどこかへ消えてしまう。

　到とう底てい受け入れるつもりはないという強きよう固こな意志がそこにあった。クレアはぎゅっとくちびるを結び、それから、アドルフの背中を追って歩き始める。





[image: ]






　アドルフが見み繕つくろったその部屋には、寝しん台だいがひとつだけ置かれていた。

　クレアはなんの疑問も持たずそこに腰を下ろすと、深呼吸にも近い溜め息をはあっと零す。

「……よかった。ふたりで寝るだけの広さはありそう」

「は？」

「違うの？」

「お前まさか、普段からほかの船員と同じ寝台使ってんのか」

「まさか」

　とはいえ、さすがにひとつの寝台では狭い。船室は大たい概がいハンモックが吊つるせるような作りになっているが、この部屋も例外ではないようだ。ひとまず寝起きする場所に困ることはないだろう。

　しかし、いまだ分からないことがあるのに代わりはない。

「アドルフ」

　名前を呼ぶと、青の瞳がこちらを向いた。

　三ヶ月ぶりの再会だ。見目が整っていて、出鱈目なほど剣が強く、騎士のくせに海賊顔負けの荒さを持つシェランドの騎士。一見すれば柄が悪いだけの人物だが、かつては幼い妹がいた名残なごりだろうか、よくよく気を付けていれば面倒見の良いことが伝わってくる。

「本当に、アドルフだわ」

「……当たり前だろ」

　ここにいることが当前でない騎士は、呆れたような声で言った。以前にはなかった素直な親しみが滲んでいるように思えてしまい、くすぐったい気持ちになる。

「お父さんから聞いて、あなたにまた会えるのを楽しみにしていたの。まさかこんなに早いなんて思わなかったけれど」

「そうかよ」

「こっちは楽しみじゃなかったって怒らないの？」

「別に、どうでもいい」

　言いながら、アドルフはさっさとマントを外し始める。クレアはくすりと笑ったあと、くちびるからその笑みを消した。

「でも」

　手を伸べて、彼の上着の裾を摑む。

「──あなたはここへ、本当は、何をしに来たの？」

　そこで沈黙を生んでしまったのは、アドルフらしくない失しつ態たいだろう。一瞬の間のあとに、彼は普段通りに声を落とした。

「話を聞いてなかったのか」

「幽霊船の討伐を命じられたのは聞いたわ。でも、だとしたらどうしてこの船なの？　私も、あなたも」

　クレアがリトア号に乗ることになったのは、父からの命令だ。ただの気まぐれかもしれないが、それだけでアドルフまでおあつらえ向きに乗船してくるだろうか。

「ほかにも意図があるはずよ。そうじゃなきゃ、面倒臭がりのあなたがわざわざあんな真似までして乗船するわけがないんだもの。私とあなたが組むことが理由のすべてとは思えない」

「知るか」

「ちょっと！」

　クレアはアドルフの腕を引くと、勢いきおいをつけて寝台に押し倒した。

　彼の両肩をシーツの海に押さえ付け、覆い被かぶさるようにして上に乗る。覗き込み、凍こおった海のように美しい青の瞳を見据えた。

「白はく状じようしなさい、アドルフ・フォード」

　アドルフは呆れたように目を細めると、下からクレアの首元に手を伸ばしてくる。

「──そんなことより」

「きゃ」

　筋すじ張ばった形のよい指が、クレアの首に下がる銀貨の首飾りを摑んで引き寄せた。いっそう互いの顔が近くなるも、クレアだって退くつもりはない。

「さっきのはなんだ」

「さっきのって、なによ」

「あの海賊が言っていた件だ」

　出来れば突かれたくなかった箇か所しよに触れられて、クレアは仕方なく口をつぐんだ。しかし、アドルフは不機嫌そうに言葉を続ける。

「お前、『クイン・ローゼ号虐殺』の首しゆ謀ぼう者しやを名乗ったことで、ほかの海賊にああやって侮ぶ辱じよくされてんのか」

「……」

　反はん論ろんはしないクレアに向け、忌いま々いましそうなまなざしが注がれる。

　クイン・ローゼ号虐殺事件は、四ヶ月前、シェランド王国船の乗客三百名ほぼ全員が殺された一件だ。クレア・カーヴェルの名は、残ざん虐ぎやく非ひ道どうな海賊としていまや近隣国に知れ渡っている。

　掟破りとまではいかないものの、海賊にだって流りゆう儀ぎはある。女や子供を殺す者はその流儀に反する輩やからとして、白い目で見られることがままあった。

「……侮辱なんかじゃないもの」

　首の鎖くさりを摑むアドルフの手を上から押さえ、クレアは真っ直ぐに言い切る。

「私にとっては栄えい誉よあることよ。一いつ介かいの海賊が国家を相手取り、英雄騎士アドルフ・フォードと騎士隊長ウェルズを翻ほん弄ろうしたんだから」

　実際のところ、クレアが本当に虐殺を主しゆ導どうしたわけではない。シェランド国の醜しゆう聞ぶんになりかねなかった事件の真相を隠すため、クレアがその汚お名めいを被こうむることを決めただけなのだが、アドルフはクレアがその罪つみを負おうことを一度は嫌った。

　彼の気持ちを分かっていて、だからこそ言い聞かせるように言う。




「これは大切な、私の誉ほまれ」




　誇ほこりを人に理解されないくらいで、一体何の不ふ都つ合ごうがあるというのだろう。

「……そうかよ」

　アドルフがゆっくりと目を細めると、彼の瞳に映り込んでいたクレアの姿が歪んだ。

　首の鎖が解放され、肩を押しやられる。クレアの下から抜け出したアドルフは立ち上がり、くたびれたように呟いた。

「思った通りだな」

「アドルフ？」

「期待するだけ無む駄だだった」

　忌々しそうな嘆息のあと、海のように青い瞳がクレアを見下ろす。アドルフはそのまま、不機嫌を隠しもせずに言った。

「お前がなんと言おうと、俺の目的は『幽霊船の討伐』だ。それ以上のことを話すつもりはねーし、甘っちょろいお前に任せてる場合じゃねえのもよく分かった」

「ちょっと待って。どういうこと？」

「お前は役に立たねーって言ったんだ」

　アドルフの声が、決けつ然ぜんと言葉を紡ぐ。




「幽霊船は俺が沈める。お前らなんざ、必要ない」
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　目覚めて一番にすることは、すぐに動ける状態を整えるための身み支じ度たくだ。ハンモックを下ろして手て際ぎわよく纏まとめたクレアは、着替えのドレスに袖そでを通し、舶はく刀とうを着けた。

　ポケットには昨日アドルフから取り返した銀色の銃じゆうを仕込み直し、武器の装そう備びを終える。日焼けをしなくて済むように、肌には赤あか木き苺いちごの種子から採とった油を塗ぬった。これは美容のためというよりも、強い日差しから身を守る手しゆ段だんだ。

　ミルクティー色の髪は後ろ手に纏まとめ、リボンでふわりと結い上げる。次にクレアはハンモックの下に置いていた乗ブ馬ー靴ツを手にし、部屋の中央を仕切るように張った帆ほを潜くぐった。

　目め隠かくし布の向こうには、寝しん台だいに寝ね転ころんで本らしきものを読んでいるアドルフがいる。

　クレアが見下ろしたことには気付いただろうに、どうでもいいと言わんばかりの態度だ。寝台の横に立ったクレアが人差し指で本の背表紙をとんと突つくと、そこでようやく気だるげな青の目がこちらを見上げた。

「きちんと眠れた？」

　アドルフは何も言わず、すぐさま手元に視線を戻す。クレアもくるりと彼に背を向けると、寝台のふちに座って乗馬靴を履はいた。

「ねえ、やっぱりこの仕切り布邪じや魔まだと思うの。毎回潜るのも面めん倒どうだし、外はずしましょうよ」

「邪魔じゃない。お前が着替えのたびに向こうを向けだの外に出ろだの言う方が面めん倒ど臭くせェ」

「別にあなたが見たがってるとは思ってないけど、お父さんや本船のみんなに知られたときに怒られたら大変だもの」

「同室の時点で終わりだろ」

「どうして？　アドルフなのに」

　首をかしげると、アドルフは心底くたびれたという嘆たん息そくをした。やはり船に慣れない人間が揺れを大きく感じる寝台を使うのは無理があったのではないだろうか。平気になってくるとハンモックよりも寝ね心地ごこちがいいので、どちらが寝台を使うかで昨晩勝負をしたのだ。

「ところで、その本はあなたの秘ひ密みつの目的に関係するものかしら」

　アドルフから返事はない。

「あれから外へ出たでしょう」

「……」

「夜の甲かん板ぱんは暗くて危ないわ。それに、絡からんでくる船員はいなかった？」

「…………」

「…………幽ゆう霊れい船せんが、他国の海かい域いきに出ているかどうかの情報は持っているの？」

　尋たずねると、視線が一いつ瞬しゆんこちらに向けられたのが分かった。

「多少はな」

「そう。それなら知っていると思うけれど、幽霊船出しゆつ没ぼつの噂うわさが流れているのはシェランドの海域だけよ。シェランドの海域はつまり、カーヴェルの縄なわ張ばりだもの。お互いに無関係ではいられない。討とう伐ばつの命令がなくとも、全力で戦うべきだわ」

　きゅうっと靴紐を蝶ちようの形に結び、クレアはアドルフを振り返った。

「あなたはひとりでやるつもりなのかもしれないけれど、海上や船内で海賊わたしたち以上に動けるわけがない。素直に手を組みましょ？」

「あー、うるせーな……」

　苦い声を零こぼされても知ったことではない。昨日の宣せん戦せん布ふ告こくを受けたとはいえ、ただでさえ味方がいない船の中だ。手にする武器は多い方がいい。

　だが、アドルフは依い然ぜんどうでもよさそうだ。

「安心しろ。どうせお前にあの船員共を従したがえるのは無理だ、有効利用してやるよ」

「だめ。船もあの人たちも幽霊船も、あなたにはあげないわ」

　するとアドルフは本のページを捲めくりつつ、クレアを見み遣やった。

「骨ほね折おり損ぞんの前に止やめておけ」

「競争相手の心配なんて余よ裕ゆうじゃない」

「冗じよう談だんだろ。相手にもしてねーよ」

　むっとくちびるを歪ゆがめるが、アドルフは言葉通りまったくクレアを意にも介かいさない素そ振ぶりで身を起こした。くあっと猫ねこのようなあくびをしたあとで、本を閉じる。

「あの手の輩やからに言うことを聞かせる方法は限られている。結局、率そつ直ちよくな方法で教育するしかないぞ」

　落とされた声は冷めていた。

　彼の言う方法とは、昨日のように強引なやり方なのだろう。クレアはアドルフを見上げ、憎にくたらしいほど整った面おも差ざしを睨にらみ付ける。

「……恐きよう怖ふ心しんで支配された集団は、それ以上の恐怖が現れたときに崩ほう壊かいするわ。まさかとは思うけれど、それがシェランド王国第七近この衛え隊たい隊たい長ちようからのお言葉なの？」

「ほざけ。俺ならそもそもが、あんなやつらを部下に選ばない」

　それはアドルフだけでなく、年長の船員たちの意見でもある。

　ディーンたちは父にしか従わない。父に罰ばつされない限り、時として掟おきてを破やぶりかねない振る舞いすら行う。

　クレアはそれに憤いきどおり、たしかに彼の言葉に反発した。

　けれど、だからといって。

「──お父さんは、どうしてリトア号に乗れなんて言ったのかしら」

　クレアは俯うつむき、ぽつりと零した。

「ひとつ、情報とやらをくれてやる」

　青の瞳ひとみがクレアを見み据すえた。

「幽霊船に近付いた人間は死ぬ。そんな話が流る布ふしたのは、生いき延のびた人間がいるからだ」

　道どう理りだった。生せい還かんした者がいない限り、脅きよう威いを人に語ることは出来ない。

　だが、続いた言葉にクレアは顔をしかめる。

「生存者そいつらは、仲間を故こ意いに海へと落としたらしい」

「……まさか、囮おとりにしたということ？」

「そうだ。結果として追ってきていた幽霊船は止まり、船員たちは助かった。差し出されたひとりを犠ぎ牲せいにしてな」

　身を起こしたアドルフは、クレアを見もせずに言葉を続ける。

「簡単に『仲間』とやらを信じるな。誰もが自分のことばかり考えているし、お前みたいに足あ搔がいてもどうせ無駄だ。そのうち必ず痛い目を見るぞ」

「……」

　ちり、と、胸きよう中ちゆうに焦こげ付いたような感覚が走る。

　クレアは小さく深呼吸をした。いまの言葉へいだいた反発心によって、自分のしたいことが見えた気がする。

　自分に出来ることは別としても、望みのためなら動けるはずだろう。

　迷わず立ち上がり、アドルフを見下ろした。

「行ってくるわ」

「おいこら。行くって何ど処こに」

「日課によ」

　クレアは結んだ髪のまま、大きく両手を広げた。

「掃そう除じしてくるの」

「……はあ？」

「この船が普段どうしてるかは分からないけれど、本船では見み張はり以外掃除をする時間よ。自分の船で客人として暮らすなんて御ご免めんだわ、全まつとうするの」

　掃除用具がある場所は夕べ、騒さわぎがようやく収まった船内を調べて見付けた。考えることは多いが、まずは武器と船を大事にするという海賊じぶんの仕事からこなすべきだろう。

　逃げ出すことや捨てることは、決めた瞬間にいつでも出来る。

　けれども手に入れるという選せん択たくはそうではない。すべてが波と海風で流されてしまう船上で、クレアはそのことを幾いく度ども学んだ。父に考えがあってディーンたちを追い出さなかったのなら、父に至いたらない自分が放ほう棄きすることなど尚なお更さら出来るわけがない。

　アドルフはクレアを見上げ、心底呆あきれたような表情を作る。

「馬ば鹿かなのか、お前は」

「この船ではあなたが一番よく私それを知っているでしょ？」

　クレアはアドルフの眼がん前ぜんに人差し指を突き付けると、「湿しつ気けを逃がすためにも、晴れた日は扉を開けておいてね」と説といて船室を出た。
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　リトア号はひとりで掃除するには広い船だ。クレアは研けん磨ま用ようの砂を混ぜた水を撒まき、聖書とも揶や揄ゆされる石の板で力一杯に擦こするところから始めた。

　甲板の清掃は、汚よごれた箇か所しよを拭ふくというよりも磨みがいて削けずってしまうのが主な方法だ。続けていると腕が痺しびれるほどの重労働なのだが、この積み重ねのお陰かげもあって、初めて舶刀の扱あつかいを習ったときもなんとか大人たちについていくことが出来たのである。

　船員たちの振る舞いからもっと悲ひ惨さんに汚れていてもおかしくないと思っていたが、意外にも、甲板を剝はがす必要があるほどに傷いたんだり、ついた汚れが原因で腐くさったりしている箇所はないようだ。

　乗員は四十名前後と船の規き模ぼにしては少なめの人数らしく、お陰で比較的綺き麗れいなのかもしれない。掃除だけで一日を終える羽は目めにはならなくて済むことに、クレアは安あん堵どした。

（とはいえ、何から始めるべきかしら）

　甲板磨きをてきぱきと進めながら、思考を巡めぐらせる。

（アドルフの恐怖やりかたは覿てき面めんだけれど、長くは続かない。脅おどされて反発する人もいる）

　事実クレアがそのひとりだ。アドルフに初めて会って命令されたときは、「絶対に従うものか」という思いだけが残った。

（お金で買収？　……ううん、違う。仲間ってそういうものじゃなく、もっと……）

　時とき折おり船員たちが通り掛かり、一いつ心しんに掃除をしているクレアを見付けてぎょっとした顔をする。構わず手を動かしてゆき、昼前には大たい砲ほうを据すえてある中甲板まで辿り着いた。偶然触ふれた壁のざらつきが少なく、やはり思った以上に綺麗なのに気が付いたところで、階段の先から船員の会話が聞こえてくる。

「しかしよお、あのアドルフ・フォードだぜ？」

　クレアは慌あわてて階段の途中にしゃがみ、なんとなく両手で自分の口元を押さえた。

　気配を探ってみれば、三人ほどがこの先で屯たむろしているらしい。

「『英雄騎き士し』なんて話だが、本当にあれが英雄かよ。聞いたかあの捕ほ虜りよのやつ、あれだけひどくやられたのに歯も鼻も折れてねえらしい。手慣れ過ぎだろう」

「それこそ本物の証しよう拠こだ。俺は昔オルトニア国にいたんだが、あの国は実じつ質しつアドルフ・フォードひとりで滅ぼしたようなもんだぜ。シェランドじゃ英雄なんざ呼ばれてるが、あいつに攻め込まれた国からしたらそうじゃねえ」

　男はどこか興奮気味に言い切る。

「レオンの娘も、あんな顔してクイン・ローゼ号虐ぎやく殺さつの首しゆ謀ぼう者しやだぜ？　いくら魔ま物ものの卵を積んでたからって、あんまり惨むご過ぎる」

「わざわざ皆殺しなんて無駄な労力を払う辺り、海賊としての手しゆ腕わんも疑うよなあ」

　船員の低い声が、クレアの鼓こ膜まくを揺るがせる。

「──俺たちの船長はレオンだけだ」

　先ほどまでの噂話とは明らかに異なる声こわ音ねを聞き、無意識にぴくりと指先が跳はねた。

「海賊としても半はん端ぱな鼻つまみ者を、まともに仲間として『信じて』くれたのはあいつだけなんだ。娘だかなんだか知らんが、あんな小娘を頭かしらにしてたまるかよ」

「……」

　クレアは小さく俯いた。それと同時、背はい後ごから延びる影に視界が覆おおわれる。

「よお。なーにしてんの、クレア」

　振り返った先に立っていたのは、金色の髪を日に透すかせ、碧へき眼がんを人ひと懐なつっこそうに細めたディーンだった。

　軽快な調子で階段を降り、座っていたクレアと同じ高さのところでしゃがみ込んだディーンは、その膝ひざに頰ほお杖づえをついてにかっと笑う。

「掃除の仕方なんて分かんのかよ、お姫さま」

「ご心配ありがとう。あなたの確認が必要なら終わってから呼びに行くわ、それまではゆっくりしていてくれる？」

「ははっ！　つれないこと言うなって」

「きゃ……」

　ディーンは言い、クレアの手首を遠えん慮りよなく摑つかんだ。

「ほっせー腕」

　ディーンはクレアを覗のぞき込み、からかうように笑った。

「こんなの護まもって戦ってるようじゃ、レオンが怪け我がするのも無理ねーな」

「……っ」

　傍はた目めからは脈みやく絡らくのない言葉だろうが、ディーンの言いたいことはすぐに分かった。クレアはぐっと右手を握にぎり込み、くちびるを結ぶ。

「流石さすがに心当たりがあんのか？　……そうだよな。あんたの所せ為いだ」

　父の体には、無数の古い傷がある。

　そのうちのひとつは十年前、六歳のクレアを庇かばった傷きずだ。背中から胸までを貫つらぬくというひどいもので、ろくな治ち療りようも出来ない沖合で、父は危あやうく命を落とすところだった。

「あんたの所為で、レオンは死にかけたんだ」

　クレアの動どう揺ようを見据え、ディーンはゆっくりと目を細めた。

「どうしてレオンがあんたを傍そばに置くのか、まったく分かんねーな。最強の海賊だったはずのあいつが、こんなのを護ろうとするから無ぶ様ざまに死に損ぞこなう羽目になるんだ」

「……お父さんを、馬鹿に、しないで」

「傷を負おわせて貶おとしめたのはあんただろうよ」

　極きよく力りよく静かに紡つむごうとした足搔きは、ディーンに見抜かれているだろうか。

「護るものが出来てから、レオンは弱くなった」

　隻せき眼がんに、小さな炎ほのおが燻くすぶる。

「聞いた話によりゃ背中からぶっ刺されたらしいな。チビだったあんたを庇って？　くだらねえ、伝説とも言われた海賊がそんな理由で！」

　クレアはぐっと言葉に詰まるも、ゆっくりと口を開く。

「それがあなただって、きっと、お父さんは護ったわ」

「……んだって？」

「船長として。私も同じように、あなたたちを護っていきたい。だから」

「お前、俺を見くびってんのか？」

　落とされたのは、重たい怒いかりが流れ込んだ声だった。

　これまで向けられていたものとは段だん違ちがいの深い憤りだ。燃もえ盛さかる炎を思わせる感情に、クレアは目を瞠る。

「生あい憎にくあいつに護られるほど弱かねェよ。俺はこの海で無む敗はいを誇ほこったリトア号の、レオン・カーヴェルの船員だ。……あいつに拾われた瞬間から、あいつの背中を護るためにこの船に乗った……！」

　ディーンは言い、クレアの手を摑んだままゆっくりとにじり寄ってくる。

　それに合わせて後こう退たいすると、すぐさま背が壁に付いた。壁とディーンの間に挟はさまれるような形になり、クレアは彼を睨み付ける。

　ディーンはくっと喉のどを鳴らすと、挑発するようなまなざしをクレアに注そそいだ。

「あんたが船を降りれば、レオンの負うべきものも減る。『娘』が出来て丸くなった海賊じゃねえ、昔みたいな伝説の海賊が戻ってくるんだ」

　次の瞬間、ぐ、と腰を抱き寄せられた。

　ぞっと鳥とり肌はだが立つと同時、自由な方の手で彼の肩を突っぱねる。渾こん身しんの力で押おし遣やりながらも、極力冷れい静せいな表情のまま口を開いた。

「何かしら」

「何って、分かんねえ？」

「きゃ！」

　摑まれた手首が壁に縫ぬい付けられ、クレアは思わず声を荒らげた。

「ちょっと！」

「かーわいい。やっぱ女の子だなあ、これで本気の抵てい抗こうかよ」
















　隻眼が、獲え物ものを狙ねらう動物のようなぎらつきの光を帯おびている。

「あんた美人だよな。レオンの娘なんて忌々しい存在じゃなきゃ、俺の好このみドンピシャだったってのに。──ま、この先どんどん素直にさせてくってのも楽しそうではあるよなあ？　無人島に置いてこーと思ったけど、別の使い道もありそうじゃん」

　ディーンは肩を竦すくめるようにして笑い、次ついでクレアの髪に鼻先を近付けた。

「も……、離して！」

「あー、すっげえいい。砂さ糖とう菓が子しみてーな匂においがする」

「──……っ」

　ぞわぞわと耐たえ難がたい嫌けん悪お感かんが這はい上がるのと同時、大きな手で背中のラインを撫なでられる。ドレスの中には銃と舶刀が仕込んであるのだが、ディーンもそれに気付いたらしい。

「へーえ。ちゃんと武器は持ってるのに、俺に向けたりしねーってことは」

　囁ささやくような低い声が、耳のすぐ傍で落とされた。

「……やっぱ、誘ってんだ？」

「は、冗談じゃ……っ！」

　突き飛ばさねばとは分かっているのに、ここが階段の途中であることを思うと抵抗が生まれる。

　仲間を否定し、振り払うことになる。その躊ちゆう躇ちよが生んだ隙すきに首くび筋すじへ嚙かみ付かれそうになったときだった。

　がん、という大きな音がする。

　ディーンがぴたりと動きを止めたのと同時、誰かが壁を蹴けり付けた音だと理解した。顔を上げたクレアの目に、階段の上からこちらを見下ろす男の姿が飛び込んでくる。

「──おい」

　空気を震わせるほどの低い声に、クレアはぐっと胸が詰まるのを感じた。

「アドルフ……！」

　渋じゆう面めんを作った騎士が、真まっ直すぐこちらを見据えている。

　クレアの中に、言いようもなく温かい感覚が広がった。ディーンから逃のがれた右手を咄とつ嗟さに伸ばすと、大きな手に摑まれて引きずり上げられる。

　先ほどディーンにされた以上に強い力だったのに、怖いとは感じなかった。抱き起こすように背中を支えられ、クレアは反はん射しや的てきにアドルフへとしがみつく。すると、不機嫌そうなディーンの舌打ちが聞こえた。

「んーだよ。邪魔すんじゃねえって……」

　しかしアドルフはディーンを一いち瞥べつすらしない。硬こう直ちよくしてしまったクレアの顔を両手でくるみ、無理やりに上向かせてくる。

「ア、アドルフ？」

　混乱したクレアが名前を呼ぶと、静かな声が落ちてきた。

「猫が邪魔だ」

「…………え？」

　クレアが瞬まばたきを重ねるのを見下ろし、アドルフは変わらぬ調子で言葉を続ける。

「お前が扉を開けたままにしていった所為で、船室に猫が入り込んできて邪魔臭くせェんだよ。すぐ戻れ、そして追い出せ」

「……ねこ……」

　彼の言う通り、どの船でも大たい概がいは猫を飼っている。船にとっての天てん敵てきとなる鼠ねずみを退たい治じするためなのだが、このリトア号も例外ではないらしい。

　アドルフはそれをどうにかしろと言っているのだ。いま、まさに、この時じ機きに。

「じ、自分でなんとか出来なかったの？」

「ぐにゃぐにゃして扱いにくい」

　つまり挑いどみはしたのだろうか。動揺の所為か、どうでもいいことを考えてしまった。

　しがみついたアドルフの上着を握り締しめたクレアたちに向けて、苛いら立だったようなディーンの声がする。

「おいおい客人、話聞いてんの？　折せつ角かく俺がこの子と楽しく遊んでたってのに、邪魔しないでくんね？」

「知ったことか。俺がこいつに用がある、ほかにどんな事実がいる」

　びっくりするような断だん言げんをしたあと、アドルフは再びクレアの手を取り、「行くぞ」と言って歩き始めた。

「……クレア！」

　後ろから声がする。

「覚悟しとけよ？　海賊船なんか乗るんじゃなかったって、あんたから聞くのを楽しみにしてるぜ」

「……っ」

　心臓が嫌いやな鼓こ動どうを叩たたいていた。

　アドルフに引きずられるようにして歩くクレアを、船員たちがじろじろと見ている。甲板まで上がって人ひと気けがなくなったところで、ようやく手首が解放された。

　代わりに、冷たい声が向けられる。

「お前は本当に、見下げ果はてた馬鹿だな」

　アドルフは、突き刺すように鋭するどいまなざしでクレアを射い抜ぬく。

「あの海賊の言う通りだ。武器を持ってるくせに、どうしてそれで抵抗しなかった」

　クレアはぎゅっとドレスの裾すそを握り締めた。

「……仲間と本気で争あらそうのは、海賊の掟に、反するから」

「ああ？」

「私は、ディーンを信じなきゃ、いけないの。父さんはたとえ自分に反はん感かんを持つ船員と話すときだろうと、武器を持ってさえ行かないわ」

　助けられておいて、甘あまい言い分なのは分かっている。

　アドルフの言いたいことは、先ほど身をもって理解した。けれど、仲間に銃じゆう口こうや舶刀を突き付けるには躊躇ためらいがあるのだ。

　自分でも不ふ甲が斐いなく思う。

　その弱さを、アドルフは明めい確かくな言葉にした。

「いい加か減げんにしろ」

　明らかな苛立ちの滲にじんだ声だ。

「相も変わらず薄っぺらい言葉並べてんじゃねーぞ。言っただろ、仲間なんてものくだらねーって」

　アドルフの言う通り、彼は出会った当初から変わらずクレアに反論し続けた。だが、たったいま向けられているものは、これまでの否定とは何処かが違う。

「お前にとって、信じるものはなんだ」

　およそ彼から向けられるとは思っていなかった問い掛けに、クレアは目を瞠った。

「赤の他人を拾ってきて、それに仲間という名前が付けば無条件で信じるのか。受け入れるのか？　そいつがどんな思想を持って、何を敵にするかも分からねえのに」

「それは……」

「相手を見もせず勝手に決め付ける。めでたい頭だな」

　顎あごを摑まれる。

　押さえ込むように目線を合わされ、反射的にアドルフの手を上から押さえる。だが、彼は絶対に退ひいたりしない。

「そんなものが、四ヶ月前、お前が俺に言いたかった『信頼』だったのか」

「──っ」

　息を吞のむ。

「仲間への信頼とやらが、いつかお前を殺すぞ」

　クレアはぎゅっとくちびるを結んだ。

　相手を見ずに任せて、信じると押し付けて、綺麗ごとで色を塗る。これは、そういった信頼の末すえに実妹いもうとを死なせることになったアドルフが一番嫌きらうものだ。

　クレアはアドルフに手を伸ばす。

　黒の制服を摑んで引き寄せると、彼の鎖さ骨こつの辺りにごつんと額ひたいをくっつけた。そうして、自分の愚おろかしさをぐっと嚙み締める。

「……何やってんだ」

「反省してるの」

　額を押し当てたまま、歯は痒がゆさを押し殺して言葉を紡いだ。

「自覚しているつもりだったけど、結局は『つもり』だっただけ。いままで、掟や周りの人に護られているだけだったのに」

　船の中に女がひとりでいることの危険が分からないほど子供ではないのに、これまで大丈夫だったからといって甘えてしまった。理解したふりをするのは、単純に知らないよりもいっそう恥じるべき振る舞いだ。

　アドルフの言う通り、クレアは本当の信頼が何かを知っている。

　数ヶ月前、アドルフに迷うことなくそれを預けた。

　そうしてきっと、預けられたのだと思う。あのとき胸きよう中ちゆうにいだいたものの温度を知っているのに、どうしてディーンたちが自分の部下だという枠わく組ぐみに惑まどってしまったのだろう。

「相手を見もせずに、『信じている』と振りかざすのは、信じていないのと同じこと」

　クレアは決して、単なる部下が欲しかったわけじゃない。

「……ありがとう、アドルフ」

　クレアは体を離し、真っ直ぐにアドルフを見上げる。

「信じるべきなんて盲もう目もくは、ちゃんと捨てるわ」

　海のような青色の双そう眸ぼうに、顔を上げたクレアの姿が映った。

「本当に信じるために、行動しなきゃ」

　アドルフはぐっとその目を細めた。

　呆れたような、辟へき易えきしたような表情だ。彼は溜ため息いきをついたあと、低い声で落とす。

「なら、やってみればいい」

　その目には、何処か諦てい観かんに似た色が滲んでいる。

「その上で、どうせ無駄だって思い知れ。他人を信じて頼っても、弱くなるだけだ」

　アドルフはそれっきり、ふいと離れて行ってしまった。何にも興味をいだかない猫のような素そっ気けなさで、取り残されたクレアは俯く。

　他人を信じれば弱くなると、アドルフは警けい告こくする。なにかを護れば弱くなると、ディーンはクレアを忌いみ嫌う。

　しかし、果たして本当にそうなのだろうか。

　クレアは大きくかぶりを振る。自分の頰ほおを両手でぱちんと叩き、ぐっと押さえ込んで目を瞑つむると、ひとつ決意をした。
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「ポーカーのルールは知っている？」

　クレアがカードを手に尋ねると、仲間たちと晩の酒を楽しんでいたディーンは、怪け訝げんそうな表情を隠しもせずにこちらを見上げた。

「……なんだよ一体」

「私と勝負をしてほしいの。幽霊船はちっとも現れないようだし、退たい屈くつだわ」

　薔ば薇らの絵が描かれた古美術品のカードは、別の船員に賭かけを挑いどんで得えたものだ。娯ご楽らくの少ない船内では、クレアのように嫌われている人間でも何人かは相手をしてくれる。

　とはいえ、ディーンが素直に乗ってくれるとは思っていない。

「冗談。なんであんたと遊んでやらなきゃいけねえんだよ」

　案あんの定じよう、ディーンは渋いものでも口にしたかのような表情を作った。

「どうせならもっと楽しい誘いがいいよな。ほら、こっち来いって……」

「安心して」

　クレアは伸ばされたディーンの手を払い、ふわりと微笑ほほえむ。

「ルールを付け足すわ。あなたにとっても興味深いと思うけれど」

「なんだって？」

「実は私、魔法が使えるの」

　言い切ると、彼の隻眼には思った通り、隠し切れない好こう奇き心しんの欠片かけらが煌きらめいた。

　クレアにとっては予想通りの反応だ。

　ディーンとの一件をアドルフに窘たしなめられてからの数日間、クレアは最低限自分の身を守りながらも、船員たちを観察する日々を送った。

　そうすると少しずつ彼らのことが見えてくる。もちろん、特に注意して情報を集めたのは船員たちのリーダー格である目の前の青年だ。

　直ちよく情じよう的てきな印象を受けるディーンには、子供っぽい部分が多分に見受けられた。

　帆を縫ぬい合わせるという単調な仕事はすぐに飽あきて他人に任せ、珍しい魚を釣つった者がいればわくわくと見に行き、仲間たちと大声で笑う。クレアにはいまだに敵意しか見せたことはないが、喜き怒ど哀あい楽らくのどれにもころころと表情が変わる、その様子こそ彼の本性であるようだ。

　ディーンの年ねん齢れいが二十二だというのは、船員たちの会話から漏もれ聞いて驚いた。クレアどころかアドルフより年上だとは思ってもみなかったためだ。

　とはいえ日頃の航こう海かいの様子を見ていると、海賊としての判はん断だんは的てき確かくだった。船員たちの人望も厚く、さすがは船長試験に合格しただけのことはある。

　まずは、彼に歩み寄るための糸口からだ。

　クレアはドレスを摘つまみ、出来るだけ美しい所しよ作さで木箱へ腰を下ろす。ディーンの素直な目は、迷わずこちらに向けられた。

「私はこのゲームにおいて、イカサマをするわ」

　ディーンが眉まゆ根ねを寄せる。

「私がいつ、どこで、どんなイカサマをしたか。それをあなたが見破れればあなたの勝ちで、見破れなければ私が勝ち。どう？」

「はああ？　予告されたイカサマが見破れねーだろって？　そんなのに付き合うほど暇ひまじゃねーの、俺」

「意い気く地じがないのね」

　クレアはカードを切りながら、くちびるを笑みの形に変えた。

「怖おじ気け付くのも無理はないわ。総船長直じき々じきに仕込まれたイカサマだもの、負けが見えているからでしょう？」

　総船長という言葉を出した瞬間、ぴくりとディーンの肩が動いた。あからさまなクレアの挑発は、彼のお気に召めしたらしい。

「……面おも白しれェじゃん。総船長の仕込みとやら、見せてもらおうじゃねえか」

　ディーンは机代わりの樽たるへ足を置き、ひょいと片手を上げた。

「けどよ、ただのお遊びじゃつまんねェぜ」

「もちろん。言ったでしょう、勝負をしましょうって」

「パパに貰もらったお小こ遣づかいでもあるってか？」

「生あい憎にくね。自分の使う分は自分で稼かせぐのがうちの教育方ほう針しんなの」

　クレアは鮮あざやかに笑い、手帳ほどの大きさであるベルベット張りの宝石箱を取り出した。真しん鍮ちゆうの留とめ具ぐをぱちんと外し、ゆっくりと開く。

　その瞬間、周囲を囲む船員たちの目の色が明らかに変わった。

「まさかこれ、みんな魔物の卵らん殻かくか？」

　クレアの手元を覗き込み、ディーン以外の船員がごくりと喉を鳴らす。

　透すき通るような輝きを前にすれば、たとえ初しよ見けんの者であろうとも、その正体に気付くだろう。

　霜しも柱ばしらに似た繊せん細さいさを持つ紅べに水すい晶しようの結晶であるニクスの卵殻。珊さん瑚ごの海を凍こおらせてそのまま切り取ったかのように透き通ったクラーケンの青い卵殻や、七色の淡あわい輝きを帯びたグリフォンの卵殻。どれもが極ごく上じようの深い色味を帯び、宝石箱に鎮ちん座ざしている。

「あんた、俺に何を要求する気だ？」

　ディーンが目を細めた。

　魔物の卵殻を差し出すほどの賭けについて、当然警けい戒かい心しんを露あらわにする。クレアは彼の目を真っ直ぐ見据え、誠実な交こう渉しようであることを示すように言った。

「あなたには、時間を賭けてほしいの」

　怪訝そうなまなざしが向けられるが、こちらは至って真ま面じ目めだ。

「私が勝ったらあなたの時間を貰うわ。そして、その時間で私とお喋しやべりをしてちょうだい」

「はああ？　んだそれ、本気かよ」

「もちろん」

　どうやったら彼らと関係を育はぐくめるのか、クレアはずっと考えていた。

　最初は、相手の気持ちを変えるための行動を取るべきだと思っていたのだ。しかし、アドルフの叱しつ責せきを受けたいま、そもそも材料が足たりなさ過ぎると気が付いた。

　ディーンを含めた彼らが何を考え、何を信しん条じようにするのか。どんなものが好きで、嫌いで、愛して憎にくむのか。──父の存在がどれほど大事か。

　それを理解もしないのに、信じたり説得したりなど出来るはずがない。

　クレアの説得はなしを聞いてもらうのでは駄だ目めだ。

　まずは、ディーンの思いはなしを聞かなければ。

　だが素直にディーンが乗ってくるはずもない。そこで、『レオンの娘』であるクレアに嫉しつ妬としている彼の心理を利用し、父に教わったイカサマで煽あおることに決めたのだ。

　──乗ってこい。

　念じるような気持ちを込め、隻眼の青年を見下ろす。ディーンはしばらくクレアをじろじろと眺ながめたあと、やがて口を開いた。

「……分かった」

「おいディーン!?」

　ディーンの言葉に、船員たちが驚いたように彼を見た。

「その代わり、魔物の卵殻なんざいらねえよ。あんたにも同じものを賭けてもらうぜ」

「同じもの？」

「そ。あんたの時間だ」

　ディーンはテーブルの上に足を置き、まるで挑発するかのように口にした。

「俺が勝ったらその時間、あんたにも俺の命令を聞いてもらう。話をしろなんて言わねーぜ、ただ俺の部屋に来りゃあいい。これで『公平』だろ？」

「……上等ね」

　カードの山をテーブルの上で叩いて揃そろえ、意識して優ゆう雅がに笑みを作る。美しい仕草でカードを撫なぜれば、周囲の目は一瞬そちらへ引き付けられることは知っていた。

　気の隙に、誰にも注ちゆう視しされていない左手で最初の種を作る。そして、ディーンを見据えた。
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　その日から、船員たちの仕事が空あく折に、甲板には人ひと垣がきが出来るようになった。

　輪の中心にいるのはカードを手にしたクレアとディーンだ。見物者たちの視線が一心に注がれるのをひしひしと感じながら、クレアは手にしたカードを樽の上に広げる。

　本当は暗くら闇やみの中、ランプの灯あかりだけのときが最もつともやりやすいのだが、父仕込みの手腕は白はく昼ちゆうに晒さらされていてもなんら不ふ都つ合ごうはない。午後の日差しに海面が煌めく中、クレアはゆっくりと手を退どかし、揃った絵札をディーンに指し示した。

　くしゃっと顔をしかめたディーンに対し、瞭りよう然ぜんの結果を口にする。

「──今日もまた、私の勝ち」

　宣言した瞬間、周囲からは歓かん声せいとも落らく胆たんとも取れる声がわっと上がった。

「ああくそ！　おい、いまの手て管くだが分かったか!?」

「わかんねー、いつのまにカードを掏すり替えたってんだよ！　今日こそと思ったのに！」

　騒ぎ立てる船員たちの中で、ディーンは心底ふてくされたような顔をして黙り込んだ。クレアはカードを回収し、山に戻しつつ念を押す。

「これで合計四時間、あなたとお茶が出来るわね。楽しみだわ」

「るっせーよ、もう一回だ。もう一回やる、カードを配れ！」

「おいディーン、俺にも代われよ！　絶対にそのイカサマとやら見抜いてやる！」

「駄目よ。私はディーンと賭けをしているの」

　カードの勝敗ではなく、イカサマを見破るという賭けの内容は、始めて三日もしないうちに船員たちの話題となった。

　回数を重ねるとそれだけ見抜かれる危険が出るため、一日三回以上の勝負はしないと決めている。次が最後の一回になるため、ディーンは心底悔くやしそうな顔で山札をじろじろと眺めていた。そのあいだにも、見物人たちからの野や次じが飛ぶ。

「おいディーン、山札を切るときに仕込んでるんじゃないか？」

「言われなくとも疑ってるよ！　というか黙ってろ、集中するんだ俺は！」

「いやディーン、これは分配の時点で既すでに何かしてるに違ちげェねえよ。あるいはカードに細さい工くをしてやがる」

「そう思って夕べ借りた、けどそんなもの何ど処こにもなかった！　って、だから静かにしててくれって……」

　クレアが素そ知しらぬ顔を決め込む傍かたわらで、彼らは喧けん々けん囂ごう々ごうと話し合いを始める。

　船員たちとのやり取りを見るに、ディーンは単なる彼らのリーダー格ではなく、年下の人間としても可か愛わいがられているらしい。船内での関係性を見ていれば、外からは荒れた集団である彼らにも、ある種の秩ちつ序じよがあるのだと分かる。

「あーもういい、休きゆう憩けいは切り上げだ！　霧きりも出てきたし戻る！」

「忘れないでねディーン。ちゃんと代だい償しようは払ってもらうわよ」

「分かってるよ！」

　クレアはカードを仕し舞まい込みつつ、船内の様子を改めて鑑かんがみる。こうして見ると船員たちは、存外活かつ発ぱつに日中の仕事をこなしていた。

「なぁ、どうにも霧が濃こくなってきてるみてーだ。風もある、一回帆を畳たたまねーか」

「おー、分かった。この辺りの霧ならすぐに晴れんだろうが、念には念をだな」

「ディーン、豚ぶたの中に一匹具合の悪いやつがいるんだ。餌えさに薬を混ぜた方がいいか？」

「んー、あいつ心配だな。いつものやつのほかに、樽に避よけてる薬もやっといてくれ。ちゃんと治していい肉に育ってくれねーと」

　クレアとアドルフ以外に対する船員同士のやり取りは朗ほがらかで、争いは少ないようだ。外にいるとき耳にした『問題児』の印象も、さほど悪あく質しつではないようにすら思えてくる。

　彼らが厄やつ介かいなところとはやはり、その力が有り余った横おう暴ぼうな振る舞いと、父以外の命令を一切聞き入れないことだろう。

　父がリトア号を抜けて船長になったのは十二年前、クレアを拾ったのと同時期だ。どうしてか父は、歴代の船長が預かる本船に移る際、リトア号の面々を誰ひとり連れて行かなかったのだという。その理由は誰も知らないし、当の船員たちも同様なのだろう。

　いうなれば、彼らは突然父に捨てられたのだ。

　あるとき突然『頭かしら』がなくなり、『手せん足いん』たちだけで漂ただよう船。その船はいまも、十二年前に去ったその頭を求めている。

　まるで幽霊船だ。

　父に考えがないとは思えない。そうでなければ、好き勝手に暴あばれる彼らをなんらかの形で処しよ分ぶんしていてもおかしくないはずだ。

　そしてそれが、クレアにリトア号を預けた理由に繫つながるのかもしれない。

　それにしても、妙みように暖かな霧だった。

　海上での悪天候など珍しくないが、柔やわらかに漂ただようこの白色は雲の中を想像させる。慎しん重ちように甲板を歩いていたクレアは、船首の辺りで意外な姿を見付けた。

「アドルフ！」

　このところ、日中はクレアと別行動で船内を歩いているアドルフは、声に気付くと荒々しい靴音で近付いてきた。

「こんなところでどうしたの？　ちょうどよかった、霧が晴れたら剣技の練習を……」

「船を動かせ」

「え？」

　思わぬ言葉に瞬きをした。だが、クレアの手を摑んだアドルフに取り付く島はない。

「海賊共はどこだ。お前も来い、指示を投げろ」

「待って！　一体どういうこと!?　この霧と風よ、動かすのは危険……」

　そこまで言い掛けて口をつぐみ、クレアはアドルフの背後にある船の先を見詰めた。

　船首の像が睨む海は、白い濃のう霧むに覆われている。

　その霧を、吹き抜ける突とつ風ぷうが搔かき分けた。霧の中に影を見付け、クレアは息を吞む。

　大きな船だ。

　リトア号の数キロ前方に、ここからでもマストの輪りん郭かくが見えるほどの大きな船が迫せまっていた。掲かかげる赤の旗はた印じるしを見るに、シェランド隣国の貿易船らしい。しかしどうしてかその船は、強風の中で帆を畳んですらいない。

　このままでは、リトア号と衝しよう突とつしてしまう。

　アドルフの意図を理解した瞬間、改めて強く手を引かれた。クレアはそれに抗あらがわず、アドルフと共に甲板を駆かける。

　強風の中、帆を畳まずにいれば突風に煽られる危険が増す。船が転てん覆ぷくするだけでなく、マストごと折られてしまう可能性だってあるのだ。ただでさえこの濃霧だというのに、帆を畳まずに危険な航海をする理由がない。

　あの船はなんらかの理由があり、帆を張ったままにしている。

　あるいは、畳むことが出来ないのだろう。あんな船とぶつかればひとたまりもない。クレアは船員の姿を見付けると、迷わずに声を張る。

「トップスルヤードの帆を張って！」

　突とつ如じよ命令を投げられ、船員たちは「ああ!?」と声を荒あららげた。

「メインとフォアマストのトップスルをいますぐ張って！　トゲルンマストは畳んだまま、それが終わったらすぐに降りて、風に従って取り舵かじを切る」

「おい、一体何を言い出してやがる!?　こんな風だってのに冗談じゃ」

「正面からガレオン船が迫ってくるの！」

「……っ!?」

「急いで！　あんな大きな船に衝突して死にたくないでしょう!?」

　勢いに気け圧おされたのか、数人の船員たちが反射のように散った。だが、まだ足りない。

「おいクレア、手分けするぞ！　甲板は人数が少ない、船内に降りる！」

「分かったわ！　私は甲板の……」

「おいおい、何の騒ぎだよ！」

　後甲板を見上げれば、うんざりした顔のディーンがやってくる。こちらこそこんな時にと額を押さえたい気分だが、アドルフはまったく構わず船内に入ってしまった。ひとりで彼と向き合う形となり、クレアは再び声を張る。

「正面から来る船を回避するわ。向こうは帆を畳んでいないどころか、どんどん速度を増している。こっちも風を利用して逃げ切るの、従うのは癪しやくでも力を貸して！」

「船だぁ？」

　ディーンが顔を上げ、前方の霧に目を凝こらす。そんな暇いとまはないというのに、クレアの言葉だけでは信じられないのだろう。

「早く！」

　信じてもらえない。

　その歯痒さを実感し、クレアは祈いのる。やがてディーンも船の姿を認めてか、大きな舌打ちが聞こえてきた。

「ディーン、お願い、船を護りたい。最低限だけ帆を張って、逃げるの！」

「待て、船長顔ヅラすんな！　お前の命令に従ってたまるか、この船は──」

「私を信じなくてもいい！」

　言い切ると、ディーンがぎょっとしたようにクレアを見下ろした。

「私が気に入らないなら信じてなんて言わない。ただ、自分が助かると思った行動を選んで！　都合のいいときだけ信じてもいない相手の意見を利用する、それが海賊でしょう！」
















「……っ」

　クレアを船長として認めていないのは分かっている。

　しかし、この状況で船員を動かすにはディーンの協力が必要だ。ここでディーンが頷うなずかなければ、クレアだってアドルフと似た『手段』を使うしかなくなる。

　ディーンは両手を強く握り締め、クレアを睨むように見下ろしたあと、すうっと息を吸って声を張った。

「……野や郎ろう共！　いますぐマストの連中を手伝え、あのデケェ船を避け切るぞ！」

「ありがとう、ディーン！」

「あんたの命令に従ったわけじゃねーよ！」

　ディーンは忌々しそうに言うが、彼から伝でん播ぱした指示は瞬またたく間に甲板に広がった。各おの々おのが淀よどみなく動き出す様子に、クレアはすぐさま踵きびすを返して船内への階段を駆け下りた。

　行き違うようにして、船員たちが甲板へ走ってゆく。アドルフひとりでもう話がついたのかと驚きよう愕がくするが、彼らの顔色が真っ青なことから『指示』の仕方に予想がついた。

「アドルフ！」

「操そう縦じゆうのことは分からねー。とりあえず言うことは聞かせた、お前の好きに使え」

「だから、あなたの船員としてあげたわけじゃないんだってば！」

　それでもいまこの状況で指示が通りやすいのは助かる。クレアは怯おびえる船員たちに向け、かいつまんだ現状を告つげた。ディーンに話は通したことを伝えれば、飲み込んだ彼らもすぐさま互いに頷き合う。

　ひとまずは進路を逸そらせればいい。巨大な船体を持つ先方とは違い、こちらは中型のフリゲート船だ。一度風に乗れば、速度が出るのはリトア号の方である。船内を駆けてさまざまな指示を投げながら祈るが、海の上では最悪の事じ態たいに対する覚悟が必要だ。

「駄目だ、ディーン！　あっちの船も俺たちと同じ向きに流れてくる！」

「正面衝突は避さけられても、このままじゃ船の側そく面めん同士がぶつかるぞ！」

　クレアは弾かれたように振り返ると、舵を切るための操そう舵だ輪りんに駆け寄った。

　渾身の力で、全体重を掛けるようにして舵を切る。それでもフリゲート船を操あやつるための舵は重く、小柄なひとりではなかなか動かせない。挙あげ句くに風へ背そむくやり方だ。

　しかし一瞬ののち、驚くほど操舵輪が軽くなった。協力者の姿にクレアは驚く。

「アドルフ、どうして!?」

「うっせーな、必要なんだろうが！」

「！」

　そう言われ、思わずぐっと胸が詰まった。

　理由を説明しなくとも、アドルフはクレアの行動に協力してくれる。味方がいない船内において、そのほんの少しの喜びが驚くほど内側に響ひびいたのだ。だが、吞のん気きに感激している場合ではない。

「ディーン、みんなを衝しよう撃げきに備えさせて！　船を回転させるわよ！」

「はあ!?　今度はなんだよ！」

「略りやく奪だつのときと同じ手段を取る！」

　操舵輪が重みを増す。風に煽られる帆を制せい御ぎよするべく押さえ付け、クレアは口を開いた。

「逃げ切れないなら、いっそぶつかるわ！」

「……っ」

　ガレオン船に向けようとしている船首の部分は、船において最も頑がん丈じような場所だ。

　わざわざ像を彫ほって尖とがらせるのも、戦せん闘とう時に敵船へぶつかる杭くいのような役目を果たすためだった。真っ直ぐにぶつかっていく限り、ある程度の衝撃には耐えられる。海賊がほかの船を襲おそう際も、『衝突』はよくある手段だ。

　先ほどまでは相手も同じく船首をこちらに向けており、危険な状態だった。しかしいまから方向を転換すれば、船の中でも脆もろい部類となる側面に突き刺さる。たとえガレオン船が相手であろうとも、垂すい直ちよくにぶつかりさえすれば保もつはずだ。

「アドルフ、お願い、舵を右に」

「分かってる」

　はっきりとした相あい槌づちが無む性しように頼もしく、ぎゅっとくちびるを結ぶ。

「おめーら、あと一枚だけ帆を張るんだ！」

　ディーンの叫さけびと共に船員たちが動き、舵が重みを増した。ままならない操舵輪にアドルフが舌打ちをするも、少しずつ輪が回る。

　ようやく舵を切った船が、ぐうるりとその場で旋せん回かいを始めた。

「総員、船に摑まって！」

　遠えん心しん力りよくでよろめきそうになる。波が蠢うごめき、船体が揺れ、舵を握り締める手が痺れてゆく。感覚がなくなる。ガレオン船が目の前に迫るが、リトア号船首の角度がまだ浅い。

（間に合わない──!?）

　轟ごう音おんと共に衝撃が響く。

　甲板が割れたかと思うほどの激しい揺れだ。思わず操舵輪にしがみつき、歯を食いしばって耐えた。

　足元の揺らぎが波間の揺れと混じり、ややあってディーンの声が響く。

「……船は無事だぞ！」

　クレアはぱっと顔を上げた。

　アドルフを見上げれば、こんなときでも涼すずしい顔をした彼も小さく頷いてくれる。クレアは僅わずかに息を吐はいたあと、次なる動きのために声を張った。

「動ける人は来て！　乗り込んで向こうの帆を畳まなきゃ、この船ごと曳ひかれるわ！」

　走り回ったために息は切れ、堅かたく舵を摑んでいた両手のひらは真っ赤になっている。感覚を取り戻すには少し時間がかかりそうだが、立ち止まってはいられない。

　アンカーを付けた縄を手て摺すりに投げ、巻き付けたそれを用もちいてガレオン船の甲板に登った。

　間近で見ればまだそれほど古くない、しっかりとした造りの良い船だった。こんな船がどうして、目的を失うしなったかのように現われたのだろうと訝いぶかしく思う。

　しかし、いだいた疑ぎ念ねんはすぐに払ふつ拭しよくされた。

　アドルフやディーンを含めた十人ほどの面々と甲板に降り立ったクレアは、すぐさまその足を止めることになる。

「何、これ……」

　甲板には、数十人という規模の船員たちが倒れ、見るも無む惨ざんな光景を作り出していた。

　折り重なるように倒れ込んだ彼らはみな、目を覆いたくなるような苦く悶もんの表情を浮かべて動かない。力なく投げ出された指の爪つめが剝はげ、血を流しているところを見るに、甲板についた無数の引ひっ搔かき傷きずは彼らがつけたものだろうか。両目は不自然なほどに見開かれ、白く濁にごっている。

　ひどい死にざまだ。

　死し臭しゆうが薄いのは、すべて潮しお風かぜに攫さらわれてゆくからだろう。ごくりと喉を鳴らしたあと、クレアは船員たちにひとまず帆を畳むよう声を投げる。

「う……」

　何人かがマストに登り始めたとき、小さな呻うめき声が聞こえた。それと同時、ディーンがすぐさま倒れていた船員に駆け寄る。

「おい、しっかりしろ！　聞こえるか!?」

　船員の指がぴくりと動き、あえぐように口を開く。ディーンは仲間を振り返ると、血けつ相そうを変えて叫んだ。

「おい、船から水を持ってきてくれ！　真ま水みずとあと酒だ、早く！」

「お、おう、いつものライムはいるか!?」

「いや、壊かい血けつ病びようじゃねーと思う。こいつはまるで……」

　ディーンが言葉を濁した、そのときだ。

「……殺される……」

　虫の羽音のようなか細い声で、船員が呟つぶやいた。

　クレアもアドルフも、男の方へ視線が釘くぎ付づけになる。彼はいま、間違いなくとんでもない言葉を零した。

「……みんな、幽霊船に、殺され……あのとき、囮……出してりゃあ…………」

　咳せき込んだ男の口から、ごぶりと濁った血の泡が生まれた。思わずというように身を引いたディーンの判断は、感かん染せん症しようを恐おそれるべき船上では正しい。

　しかし、この場の人間には、彼が病で息いき絶たえたという考えはなかった。

　船員の手が、彼の仲間たちと同様にゆっくりと甲板へ落ちる。

　アドルフが小さく舌打ちをし、クレアは思わず両手を握り締めていた。言葉を落としたのは、船員のうちの誰だっただろうか。

「……噂は、本当だったのか……？」




　──幽霊船に近付けば、命を落とす。




　近海に巡めぐる噂話を思い出し、クレアはゆっくりと目を細める。吹き抜ける風が白い霧を搔き混ぜ、重い沈ちん黙もくをいっそう際きわ立だたせた。
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　亡くなった異国の面々のために開いた水すい葬そうでは、帆ほで作った棺ひつぎにくるまれた亡なき骸がらが、花のように漂ただようのを見守るかたちで進められた。

　孤こ独どくな海の上では、壊かい滅めつした船を見付け次し第だいこうして誰かが花を手た向むけるのが掟おきてのひとつとなっている。船員たちもクレア自身も、『幽ゆう霊れい船せん』に殺されたかもしれない彼らの弔とむらいを真しん摯しかつ沈痛な面おも持もちで執とり行おこなった。

　水葬のあと、アドルフはこんな風に言った。

「──連中の体に、外がい傷しようはなかったな」

　亡骸に触ふれた手を酒で清きよめながら、クレアは頷うなずく。

「あちこち小さな傷きずはあったけれど、それが原因で命を落としたはずもないわ。可か能のう性せいがあるとしたら、やっぱり病気かしら」

　彼らの死にざまは壮そう絶ぜつで、苦しんだ痕こん跡せきがありありと見えた。感かん染せん症しようの危険を鑑かんがみてそれほど綿めん密みつな調査は出来ていないが、それにしたって、病死の大半は体に衰すい弱じやくが見えるはずだ。だが、彼らは決して瘦やせておらず、闘とう病びようの跡は見えなかった。

「あるいは、幽霊船……」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　アドルフが淡たん々たんと切り捨てる。そこに、ディーンの声が響ひびいた。

「おい、クレア！」

　意外にも水葬を取り仕切り、終わってからも手を貸した船員たちに消毒の酒を配っていたディーンは、鼻息荒く近付いてきて宣せん言げんする。

「言っておくが、今回の件は貸しだからな」

「貸しって？」

「お前の指示で動いてやったことだよ！　たまたま手を貸しただけで、断じて船長として認めたつもりはねえ。くれぐれも誤解すんなよな」

「なんだ、そんなこと」

「そんなことだと？」

　クレアだって、別べつ段だん思い違いをしたつもりはない。

　あの場で自分たちの身を護まもるため、船員たちはそれぞれに選せん択たくをした。その結果クレアが望む行動と一いつ致ちしただけだ。ディーンの意見に反はん論ろんはなかったのに、彼はまだ納なつ得とくのいかない表情をしている。

「おい、そこの海かい賊ぞく」

　アドルフが、どうでもよさそうにディーンを見み遣やる。

「この船の船長が誰になろうとどうでもいいが、うちの王女の命令には従したがえよ。そもそもお前らどうやって幽霊船とやらに対たい抗こうするつもりだ？」

「ははん。愚ぐ問もんだなぁオイ」

　ディーンは誇ほこらしげに口の端はしを上げ、どんと自分の胸を拳こぶしで叩たたいた。

「このリトア号が最強の船だったのは、何もレオンが乗っていたことだけが理由じゃねえんだぜ。積んである砲ほうは船の速度を邪じや魔ましねえ、デカさの中じゃ最大火力の品だ。これだけは定期的に最新式にしてるんでな」

「ふうん」

「……んだよその反応は！」

　尋たずねておいてどうでもよさそうなアドルフは、そのまま踵きびすを返して歩き始めた。ディーンが大きく吠ほえているが、クレアは気になってアドルフの背中を追う。

「アドルフ、待って」

　後こう甲かん板ぱんへの階段を降りながら、彼に向けて尋ねた。

「あなた、何を知っているの？」

「……」

「幽霊船なんて馬鹿馬鹿しいって言うのなら、余計にあの得え体たいが知れない死体を見て危機感を覚えるはずよ。なのにあなた、平へい然ぜんとしすぎで……きゃ！」

　アドルフが降りた先で急に立ち止まるもので、クレアはその背中に鼻をぶつけてしまう。くちびるを曲まげると、振り返った彼に見下ろされた。

「何よ」

「お前らはただ船を動かしていればいい。どうせじきに幽霊船とやらにあたる。ご自じ慢まんの大砲が役立つかは疑問だがな」

「幽霊船にあたるって、どういうこと？」

　アドルフはひとつ嘆たん息そくしたあと、面めん倒どう臭くさそうに口を開いた。

「この厄やつ介かいな噂うわさの所せ為いで、シェランド領りよう海かいからは船が減り始めている」

　それはそのはずだ。近付くだけで命を落とすという怪かい異いを前に、好このんで出しゆつ航こうするのは限られた船だろう。

「そんな状況でも、幽霊船は着実に犠ぎ牲せい者しやを出しているだろうが。ただ海を漂うだけの船が、数の減っている船にそう頻ひん繁ぱんに遭そう遇ぐうすると思うか？」

「……まさかそれって」

　クレアはこくりと喉のどを鳴らした。

　それではまるで、幽霊船が意思を持ち、人間の乗った船を探しているようではないか。

　海を見遣ったクレアの脳のう裏りに過よぎるのは、幼いころ、仲間たちに聞かされた御お伽とぎ噺ばなしの一場面だった。




　声なき叫さけびと破やぶれた帆ほ。

　朽くちた船体に響くさびしい歌。

　幽霊船の乗客は、海上で仲間を探し続けている。




「……っ」

　クレアはかぶりを振った。

　おぞましさが背筋を昇のぼるのは、あんな死体を見た所為だ。

　それからリトア号の面々は、普段よりもいっそう賑にぎやかな夜を過すごそうとするようになった。

　得体の知れない船への恐きよう怖ふを覆おおい隠かくすように、甲板には酒しゆ宴えんの声が響く。
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　自分たちに与えられた船室の隅すみで、クレアは杯に手を伸ばした。

　注そそがれているのは、蜂はち蜜みつのようにとろみのある果か実じつ酒しゆだ。クレアは、じんわりとした甘あまみが舌したに広がるのをんーっと嚙かみ締しめるように味わったあと、思わず傍かたわらの瓶びんを見遣った。

「……本当ね。このお酒、すごく美お味いしい……」

　ほうっと心から感かん嘆たんの息をついて言うと、賭かけの代だい償しようとして時間をクレアに費ついやす羽は目めになっているディーンが心から複ふく雑ざつそうに顔をしかめた。

「賭けの代償でもないのに我わが儘ままを言ってごめんなさい。あなたが本当に美味しいって言うから、どうしても飲んでみたかったの」

　空からにした杯を樽たるに置き、クレアはディーンに微笑ほほえみかける。ディーンはいまだ苦い顔のまま、ふんと鼻を鳴らした。

「旨うまいのは当たり前だろ。これは昔、レオンと俺が手に入れた酒だ。味にうるさいあのレオンが気に入ったんだぜ」

「お父さん、量が飲めない代わりに質しつにはこだわるから」

「……レオンのことを分かったような言い方すんな、ムカつく」

　好物の杯を煽あおりつつ、ディーンは拗すねた様子だ。

「そんな顔をしても駄だ目めよ。今日は特別にあと三十分で解放してあげるから、どんどん喋しやべって」

「あーっ、あんた本当ムカつくなあ！」

　いくら賭けに負けたといえど、クレアのために時間を割さくのは不ふ服ふくらしい。逃してやるつもりはないのだが、ディーンも往おう生じよう際ぎわが悪かった。

「大だい体たいよお、そろそろアドルフ・フォードが戻ってくるんじゃねーのかよ」

「そうね、夜になったし。アドルフったら毎日船内の何ど処こに出掛けてるのかしら」

　酒を飲みながら頷くと、何な故ぜか呆あきれた顔をされる。

「そういう問題じゃねーだろ吞のん気きだな。俺なんか連れ込んでるとこ見たらあいつブチキレんじゃねーの？」

「どうして？」

　首をかしげると、ディーンは渋じゆう面めんを作る。

「……まさか、本気で聞いてんのか？」

「確かにこんなところを見られたら、またあなたが危ないことをするに決まってるって怒られるかもしれないわね。でもいまはちゃんと武器を持っているし、必要ならあなたを撃うつつもりよ」

「…………確認するけどあんた、アドルフ・フォードと寝しん台だいも一個しかねえこの部屋で一緒に寝てんだよな？」

「私はハンモックだけれど」

「なんでだよ！」

　声を上げられて瞬まばたきをした。質問の意い図とが飲み込めず、クレアはそのままを説明する。

「コイントスで決まったの」

「じゃなくて、俺に対しては武器持って警けい戒かいしてるのにアドルフ・フォードは問題ないってのがなんか納得いかねーって言ってんの！」

「？」

　ディーンが何を言いたいのか、まったくもって要よう領りようを得えない。眉まゆ根ねを寄せていると、彼はずいっと顔を寄せて言い切った。

「やつも男だぜ？」

「そんなことより次の質問をしてもいいかしら」

「はああ!?」

「私の寝る場所の話より、そっちの方が有ゆう意い義ぎな気がするもの」

「……あーもうなんなんだよ……」

　ふてくされたようにぶつぶつと言葉を零こぼすディーンに尋ねる。

「好きな動物は犬って言ってたけど、どんなところが一番なの？」

「あいつら素直で従じゆう順じゆんだろ。そういうところ、可か愛わいいじゃねーか」

「なるほど。素直な相手が好きなのね」

「あんたみたいなのと違ってな」

「戦いは銃じゆうの方が得意って言ってたけど、誰に習ったの？」

「レオンに決まってんだろ。あいつ自分で使うだけじゃなく、人に教えるのも上う手めェし」

「なるほど。確かに、私の剣も」

「あーあーあーそっちは聞きたくねー！　次！」

「初恋はいくつ？」

「次！」

　思わず笑ってしまった所せ為いで、ディーンは今にも唸うならんばかりだった。いけないいけないと表情を引き締めるが、微笑ほほえましい気持ちの反面、少しだけ物もの足たりなさも感じてしまう。

　質問ばかり重ねたところで、それが会話とは言い難がたい。いまだに一方通行であることを実感し、ふと思い付いて口を開いた。

「お父さんとの出会いはいつ？」

「またその手の質問か、言っただろ。あんたにレオンとのことを話すつもりは無ねェ」

「お父さんのことは認めるのに、お父さんが認めた幹かん部ぶは認めないの？」

「……」

「いまのお父さんが嫌きらい？」

「…………」

　父のことになると途端に口を閉ざすディーンを前に、クレアはひとつ息をついた。

「次よ。……私に訊ききたいことはある？」

　ディーンがぴくりと眉まゆを動かす。

　質問など、対象に興味がなければ生まれてくるはずもない。分かっていて尋ねてしまったのだが、ディーンからは意外な答えが返ってきた。

「あんたは、一体、何を企たくらんでるんだ」

　輪りん郭かくが摑つかめない問い掛けに、クレアはきょとんと瞬まばたきをする。

「あなたたちの船長になって、幽霊船を討とう伐ばつする。それが目もつ下かの目的よ」

「その意図を聞いてんだよ。本船の連中が、レオン以外にろくな振る舞いをしねえ俺たちを煙けむたがってるのも分かってる。あんたも聞いてんだろ」

　ディーンが向けてきた疑ぎ念ねんのまなざしは、敵てき意いこそないものの本気で訝いぶかるものだった。

　しかし、それは一いち縷るの変化ともいえる。いままで嫌けん悪おしか向けてこなかった彼が、心からクレアに疑問をいだいている。

　だから、クレアも包つつみ隠さない本音を返した。

「私、あなたたちが欲しいわ」

「……っ？」

　大おお真ま面じ目めな言葉のつもりだったのに、ディーンは面食らったような表情を作る。クレアは酒の杯を樽に置き、木箱に腰掛けた膝ひざの上へきちんと両手を揃そろえて答えた。

「最初はあなたたちに怒っていたの。お父さんの部下を名乗っておきながら、堂々と海賊の掟を否定する。それは、お父さんの名を汚けがすものじゃないかって」

　父という言葉を口にした瞬間、ディーンがぐっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「でも。この船、ちゃんと掃そう除じが行き届いているのよね」

　乗船当初は、人数が少ないために甲かん板ぱんが汚よごれないのだろうかとも考えていた。

　しかし、それだけで決して清せい潔けつさが保たもたれるわけではない。彼らは適当に見えても、毎日欠かさず清掃をしているのだろう。

「あなたたちは船を大事にしてる。船長がいなくて、誰もうるさく命令をしていないのに。それって、それぞれが自分自身の秩ちつ序じよで船を護ろうとしているんだわ」

　クレアは目を伏ふせ、率そつ直ちよくな理由を言葉にした。

「だから、この船が好き」

　欲しがる理由なんて、単純な感情で十分ではないだろうか。

　だが、ディーンはますます物言いたげな表情を作る。

「……っ、騙だまされねーよ。クイン・ローゼ号の虐ぎやく殺さつ事件を起こした人間が、船の掃除ひとつに感激なんかするもんか」

　クレアは思わず顔を上げる。

「魔ま物ものの卵を奪うばうだけなら、乗ってる人間を皆殺しにする必要はなかったはずだぜ。粋いきじゃねえ、海賊としての手しゆ腕わんを疑う」

「……あなた、やさしいのね」

「はぁ？　皆殺ししか出来ねえのは三流の海賊だって言ってんだよ。どうしてあんたこそ、レオンの名を汚す真ま似ねをした？」

　クレアは小さく息をついた。

　事件の汚お名めいを着た理由は話せないが、どんな思いで悪を背せ負おったのかは語ることが出来る。

「護りたいものがあったの」

　そうすることで、護れるものがあったのだ。

　誰からどんな風に思われようと、クレアはそれを揺るがすつもりはない。

　眉根を寄せたディーンの瞳ひとみに揺らいだのは、なんとも言い難い感情だった。

　困こん惑わくや、怒いかりと呼ぶべきだろうか。あるいは両方が混じり合い、隻せき眼がんが細められる。

「──何かを護るために動くなんて、弱いやつのすることだろ」

　それは、ディーンが先日クレアに言ったのと同じ言葉だった。

「海賊が、掟や護るものに縛しばられてどうすんだよ。不自由の中で生きて弱くなるなんて、俺は絶っ対に御ご免めんだね」

　はっきりと紡つむがれて、クレアはふたつ瞬きをした。

「……もしかして」

　気が付いて、確信を元に言葉を紡ぐ。

「あなたも、人を護るのが怖いの？」

「……っ、はあ!?」

　だって、クレアは知っている。

　他人が護るものを否定する人間は、自分が護ることを恐おそれている。本当は望んでいるくせに、なくしてしまうのを恐れて手を伸ばせない。

　アドルフがそうだからだ。

　ディーンにだって、もしかしたらそういうものがあったのではないだろうか。絶ぜつ句くしたディーンを見詰めていると、船室の扉が開いた。

「──アドルフ」

　振り返ると、そこには不ふ機き嫌げんそうな騎き士しが立っている。彼がディーンを見下ろせば、ディーンもふてくされ切った顔のままアドルフを睨にらみ付けた。アドルフはそのまま樽の上に並べられた酒さか瓶びんを見下ろし、次にクレアを見て、随ずい分ぶんと低い声で言った。

「……なにやってんだ、お前」

「？」

　違い和わ感かんを覚え、瞬きをする。

「ディーンと話をしていたの。船長として、船員の──」

「それが俺たちふたりの約束だもんな？　カードで遊んだあとは、部屋で酒でも飲みながらゆっくりお互いの話をしようって」

　アドルフがますます眉根を寄せた。面おも白しろそうに言ったディーンの言葉に間違いはないのだが、いささか語ご弊へいがないだろうか。

「お、いいねその顔。やーっと溜りゆう飲いんが下がったぜ」

「ディーン？　ちょっと、どういう意味……」

　言うなりアドルフが歩いてきて、クレアの首根っこを摑んでくる。そこから引き離すようにされるもので、ぎょっとして声を上げた。

「アドルフ！　何するの、皺になっちゃう！」

「うっせーな、お前が学習能力ねーのが悪い」

「学習したわよ！　銃も持ってるし舶刀もあるもの！」

「馬鹿か。そもそもお前がこいつと一緒にいると、ろくでもねーことしか起きねえんだよ」

　どういう意味だ。そんなことを言われるほどディーンと一緒にいる覚えはないのに。

　にやにやと口の端を上げたディーンが「ふうん」と立ち上がり、クレアを引き寄せたままのアドルフに悪い笑みを向けた。

「なるほどね。あんたら別にデキてはねーんだ？」

「当たり前だろ」

「有あり得えないわね」

「……ふーん……」

　アドルフがこうしてクレアを気軽に引き寄せるのは、彼にかつて妹がいたころの名残なごりだろう。別段気にはならないのだが、後ろに立つアドルフの苛いら立だちは居い心地ごこちが悪い。

「ま、いいや。ちょうどムカついてたし今日は寝る。じゃーなクレア、明日は見てろよ」

　肩を竦すくめたディーンは、次ついでアドルフを一いち瞥べつしてから部屋を出て行った。アドルフはクレアを解放してくれたものの、相変わらず機嫌が悪そうだ。

「いい加か減げん、あいつらの船長になるなんざ無む駄だな足あ搔がきはやめたらどうだ」

「やったことが無駄かどうかは結果が決めるわ、あなたじゃないの」

「信じた分だけ消しよう耗もうするぞ」

　アドルフは、当たり前のことを言う迷いないまなざしを向けてくる。

「人間がそう簡単に他人を信じるものか。お前の『信じる』というやり方は、裏切られることも配はい慮りよ出来てない馬鹿の妄もう信しんだ」

　アドルフの言いたいことはよく分かる。

　信じれば弱くなるという、言葉の意図も分かる気がする。クレアはふいに、父から向けられた問いを思い出した。

「アドルフは、強さってなんだと思う？」

　クレアにとって、強い者とは護りたいものを護れる者のことだ。

　だからこそ、そのための力が強さだと感じる。迷わないのも、手しゆ段だんとしての力も、すべてはその一いつ環かんだ。

「……餓ガ鬼キのころは、目的を果はたす力だと思っていた」

　そもそも返りごとがあると思っておらず、クレアは瞬きをふたつ重ねた。

「いまは、他人の人生をねじ曲げる力だと思う。良くも、悪くもだ」

　アドルフは、祖そ国こくシェランドで『英雄騎士』と呼ばれた男だ。

　それはもう、べらぼうな剣の実力を持っている。クレアがまるで敵かなわなかったどころか、世界中を探しても彼と並ぶ相手はそういないだろう。腕前だけは紛まがうことなく『強い』人間である彼の言葉は、クレアの内側にすとんと落ちた。

　同時に分からなくもなる。

　人によってこんなにも形の違うものが、強さなどと率直な言葉で呼ばれているのだろうか。

「あのディーンとかいう海賊の言うことも、正せい論ろんだろ」

　マントを外はずそうとしていたアドルフは、関心の薄そうな声で言う。

「他人に関わりすぎると弱くなる。お前、自分の目的を見み失うしなうなよ」

　クレアの目的とは魔物を護ることだ。

　アドルフもそれを知っている。知った上で、こんな警告を向けてくれている。

　ならば、父の言う強さとはなんなのか。

　クレアが途と方ほうに暮れかけた、そのときだった。

「誰か！　誰か来てくれ！」

　切せつ迫ぱくした悲鳴が響き、クレアたちは同時に声の方を振り返った。

「行くぞ」

　マントの留とめ具ぐを直したアドルフがすぐさま扉へ向かった。思考を強制的に搔かき消されたクレアも頷いて、ひとまず彼の背中を追う。

　寒さむ気けがするのはどうしてだろう。

　甲板に出ると、辺りにはひどい霧きりが立ち込めていた。

　降り始めたばかりの雨が冷たく頰ほおを打ち、クレアは目を眇すがめる。甲板には四十人前後の船員がほぼ全員揃っているようで、一いち様ように緊きん張ちようした表情を浮かべていた。

　踏ふみ出そうとしたクレアの腕をアドルフが摑む。振ふり仰あおいだアドルフはクレアの方ではなく、霧で覆われた向こうの海を睨んでいた。

　船員たちもみな、海の方角を見詰めている。海風がいっそう強く吹き、霧が幾いく分ぶん晴れた。

　そこでクレアは息を吞む。

　雨の降り落ちる霧の向こう、リトア号の目前に現れたのは、朽ちた巨大な帆はん船せんだった。

　船体はいまにも崩れ落ちそうで、大きな穴の空あいた箇か所しよすら見える。マストの一本は無む惨ざんに折れ、張るというよりも絡からみ付くような風ふう体ていで残っている帆は蜘く蛛もの巣すのように古びていた。ぬるついた苔こけにまみれた船体が、妙みように不安を煽ってくる。

　到とう底てい人が暮らしているとは思えない空くう虚きよの船だ。




「これ、が、幽霊船……？」




　何よりもおぞましいものは、船のあいだに横たわるおびただしい数の死し骸がいだった。

　大小さまざまな魚が腹を見せて浮かび、濁った海水は油の膜まくによるあぶくを生んでいる。

　異様な光景だというのになぜか甘い香りが漂ってきた。その甘さがいっそうの不快感を煽り、クレアは思わず口を押さえる。

「とうとうお出ましか……！」

　ディーンが舌なめずりをして、両手を大きく広げた。

「いいねいいね、待まち侘わびたぜ。野や郎ろう共、準備はいいか！」

「待って！」

「あーあーうるっせーな」

　クレアが口にしたのと同時、ディーンが張り詰めた声を上げた。

「おめーら戦せん闘とう配置に付け、迎え撃つぞ！　絶対にここで沈める！」

「駄目よディーン！　このあいだの船員たちを見たでしょう、無む闇やみに接せつ触しよくしたら……」

「俺たちはレオン・カーヴェルの海賊だ！」

　濡ぬれた肩を摑んできたディーンの剣けん幕まくに、クレアは目を丸くした。

「怖いものなんかない。危ねーものにも笑って立ち向かう。自由で、雄ゆう大だいで、だからこそ強いレオンの部下だ」

　隻眼の中に、憤いきどおりにも似た炎ほのおが灯ともる。ディーンは心底から引き絞しぼるようにして、その指に強く力を込めた。

「その俺たちが、あんなものに怯ひるんでたまるかよ……！」

「──くだらねえな」

　アドルフが舌打ちをし、ディーンからクレアを引き離す。

「犬死にするならひとりで死ね」

「んだと!?」

「巻き込むなって言ってんだよ、カーヴェルの駄だ犬けんが。いままであの船に襲われた連中が、お前のように反はん撃げきしなかったとでも思ってんのか」

　ディーンの表情に明らかな困惑が浮かんだ。そこへ示し合わせたように、蒼そう白はくになった船員が駆かけ込んでくる。

「ディーン、来てくれ！」

「どうした!?　急げよ、砲の準備を……」

「砲門が開かねえんだ！」

　その言葉に、クレアも耳を疑った。

「それだけじゃねえ、舵かじも駄目だ！　船全体が押さえ込まれたみてーに動かなくなっちまってる！」

「そんな馬鹿な……!?」

　ディーンは弾はじかれたように顔を上げ、雨に濡れる甲板の操そう舵だ輪りんに走った。だが、本当にびくとも動かないようだ。

「くそ、こうなりゃ砲門ごとぶっ放せ！」

　ディーンが声を張り上げた後、一拍置いて砲の音が響く。しかし、砲弾は船に届かずまるで見えない力に弾かれたように海面へ落ちた。

「……なんなん、だよ……」

　何度繰り返しても、結果は同じだ。

　震ふるえる声で口にしたディーンに、船員たちが尋ねる。

「どうする、逃げようったって動かねえ！」

「逃げるなんざ馬鹿言え、俺たちが尻尾しつぽ巻いちゃレオンに合わせる顔がねえよ！　なあディーン!?」

　ぐっと両手を握にぎり締めたあと、ディーンは静かに口を開く。

「──その通りだ」

　それは、自分に言い聞かせるような声だった。

「ここで逃げちゃ、与えられた仕事を放ほう棄きするなってレオンの命令に反することになる。誰からも必要とされなかった俺たちが誰かの仲間になれたのは、レオンとその教えがあったからだ」

　顔を上げたディーンの口元に、開き直ったかのような笑みが浮かぶ。

「なあおい、いっそみんなで腹はら括くくって死んじまうか？　このままみっともなく慌あわてふためくよりも、よっぽどあいつの部下らしいぜ」

「ディーン……」

「レオンの船員として、レオンに教えられたように生きる。それも、半はん端ぱ者ものだった俺たちには真まっ当とうな最さい期ごじゃ──」

「馬鹿を言わないで!!」

　クレアが口にしたその瞬間、船員たちは誰もが振り返ってこちらを見た。

　こつんと靴音を鳴らし、クレアは雨の中を一歩踏み出す。殺さつ気き立った船員たちの中であろうと、そんなもの少しも恐おそろしくない。

「生き方と死に方はまったく別のものよ。お父さんが部下に望むのは潔いさぎよい生であって、潔い死なんかじゃない。履はき違えては駄目」

　言い切った言葉に対して、ディーンは嘲ちよう笑しようめいた表情を浮かべるばかりだ。

「それじゃあなにか、俺たちにはみっともなく死ぬのがお似合いだって？　どうせ死ぬんなら、派は手でにやっちまったほうがいいんじゃねえか？」

「駄目よ。──総員聞きなさい。リトア号はこれより、逃とう走そうの準備に入るわ」

　ディーンを含め、何人かの顔色が明らかに変わった。

「ふざけんなよ。舵も動かない、錨も上がらない、この状況でどうやって逃げろって？」

「策はあるわ。そうよね、アドルフ」

　先ほどから張り詰めた殺気で幽霊船を眺ながめていた騎士を振り返り、クレアは目を細めた。

「幽霊船から逃げおおせた船がいる。その船は仲間を海に突き落とし、幽霊船に差し出したことで無事に逃げ延びた」

　甲板にざわめきが走る。船員たちは徐じよ々じよに近付いてくる船せん影えいとクレアを交互に見遣り、明らかな敵意のまなざしを向けてきた。

「要するにあんた、俺たちの中から犠牲を出せって言ってんのか？」

「冗じよう談だんじゃねえぞ！　どうしてもってんなら明めい白はくだ、あんたを海に突き落とす！」

　アドルフが眉根を寄せ、心底辟へき易えきした声で言う。

「お前、まさか」

「察さつしがいいわね」

　クレアはふわりと微笑んだ。雨の中呆れたようなまなざしが向けられるが、顔を上げる。




「私が行くわ」




　その瞬間、ディーンがくしゃりと顔をしかめた。

「……おい、ふざけんなよ。あんた一体何を企んでる？」

「分からないの？　そのあいだに逃げろって言ってるのよ。幽霊船の囮おとりだなんてひとりで十分、私が行くわ。いずれにせよ、幽霊船討伐の任にん務むを果たす必要があるもの」

「有り得ねえだろ!?　あんたにそんな真似をする理由はねえはずだ！」

「理由なら何度も説明したでしょう？」

　クレアはゆっくりと目を細め、船員たちの視線を一いつ心しんに浴あびながら言い切った。

「──リトア号の船長は私」

　ディーンが隻眼を僅わずかに瞠みはる。

「カーヴェル海賊団総船長、レオン・カーヴェルによる正式な任命よ。海賊の掟に則のつとって、頭かしらの命令に背そむくことは許さない。この船は私が護る」

　雨足が強くなり始めた。

　髪やドレスが濡れるのも厭いとわず、クレアは船員たちを一瞥する。

「私が囮になる。あなたたちは逃げなさい」

「……っ」

　真まっ向こうに立ち尽くしていたディーンが、再びぐっと両手を握り締めた。

「……んでだよ……」

　落とされたのは、絞り出すように掠かすれた声だ。

「護るだって？　レオンもあんたも示し合わせたように、どうして平気でそんなことが言えるんだ。いい加減にしろ、うんざりなんだよ!!」

　ディーンは片手でどんと自身の胸を叩き、シャツを強く握り込んで渋じゆう面めんを作る。

「どうしてそんな義ぎ務む感かんに縛られる!?　何かを護れば弱くなる、弱くなれば死ぬ！　事実あんたを護ろうとしたレオンは死にかけた、あの強かった男がだ！　なんでこうも簡単なことが分からないんだよ!?」

　周りを囲む船員たちが俯いた。ディーンだけが抗あらがって、獣けもののように吠え立てる。

　恐らくは、心から紡がれた叫びなのだろう。ディーンは肩で呼吸をし、何処か必死なまなざしでクレアを睨み付ける。

　だが、クレアが反論をする前に、意外にもアドルフが溜ため息いきをついた。

「──性せい能のうの悪い頭だな」

「んだと!?」

　ディーンの咆ほう哮こうを一いつ蹴しゆうし、アドルフが彼を見遣る。

「お前には、こいつがそんなに素直な人間に見えるのか。護ると弱くなることに気付いていなくて、だからこそ貫つらぬけると？」

「どういう、意味だよ」

「この馬鹿は全部分かっている」

　ディーンがその目を見開いた。

「護るものを持って弱くなろうと、すべて承しよう知ちで動くからこいつは忌いま々いましいんだ。お前がいくら吠えたところで変わりはしない」

「随分な言いようね」

　しかし、概おおむねアドルフの言う通りだ。

「……私は、私が信じるものを貫くの」

　クレアは静かに断だん言げんした。

　銀色の雨が降りしきり、前髪からぽたぽたと雫を落とす。それを払わずに迷わず続ける。

「護るものが出来ると弱くなるかどうかなんて、いまの私には言い切れない。けれど、自分が強くても弱くても関係ない」

　首に下げた首飾りの銀貨をぎゅうっと握り締める。そこに彫ほられているレリーフは、クレアとディーンがそれぞれに誇ほこる、カーヴェル海賊団の海賊印ジヨリー・ロジヤーだ。

「私が持つすべての力は、護りたいものを護るためのもの」

「……っ」

　ディーンがぐっとクレアを睨み付ける。辺りを囲む船員たちも、クレアを見ていた。

「あんた、頭、おかしいんじゃねえか」

「なんとでも」

　これ以上の議論は無意味だと判はん断だんし、クレアはアドルフを振り返った。

「アドルフ、お願いがあるの。こっちへ来て」

　幽霊船は着々と、この船に近付いている。もはや猶ゆう予よはない。

　クレアとアドルフが船室に引き返しても、ディーンは何も言わなかった。
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　あてがわれた船室に戻ったクレアは、雫を落とす髪を大おお雑ざつ把ぱに拭ふき、手早い着替えのあとで綺き麗れいに梳すいた。仕切りにした帆を潜くぐってみれば、寝台に腰掛けたアドルフも同じく新しい服に着替えている。クレアは彼の前に立つと、迷わずに『お願い』を口にした。




「アドルフは、みんなと一緒に逃げてほしいの」

「────────……は？」




　地を這はうように低い声音だ。クレアは着替えたばかりであるドレスの裾すそを摘つまみ、右手で舶刀の鞘さやを摑む。

「だって、幽霊船に近付いたら死んでしまうかもしれないのよ。生いけ贄にえはひとりで十分だもの、あなたは必要ないはずだわ」

　言いながら、隠しポケットに舶刀を仕し舞まった。

「あんな状態の船、沈まずに保もっているのが不思議なくらいよ。流されるだけの航こう行こうじゃなく人がいるこの船を追ってきているし、大砲や舵の動きが止まったのも偶然とは思えない。やっぱり、妙な力があるんだわ」

　クレアはドレスの上から武器の位置を確かめ、アドルフに向き直る。

「一応計画を伝えておくと、小舟で近付いてみようと思っているの。何が船を逃がす条件になるか分からないから、私が近付いていくうちに船が動いたら合図をくれる？　大丈夫そうならあなたたちはそのまま逃げて。私は中に乗り込んでみるつもりよ」

「…………おい」

「ある程度はあなたに情報を渡せればいいんだけど……向こうの船に渡ったら難しそうよね。銃声の回数で暗号でも決めておく？　それとも」

「あのな、クレア」

「！」

　右手がアドルフに捕つかまった。

　指同士を絡めるように握り込まれ、その温かさにはっとする。自分の手が非常に冷たくなっていることに気付いたあと、僅かな震えを自覚した。アドルフの青い目は、責せめる様子もなくクレアを見上げてくる。

　誤ご魔ま化かせない。

　つくづく思い知って息を吐はいた。クレアはぺたんと床に座り込み、アドルフの膝に頭を乗せる。目を瞑つむり、情けないのは承知で白はく状じようした。

「…………さすがに、ちょっとは、怖いかも…………」
















　繫つないだままのアドルフの手を、子供がするような仕草できゅうっと弱く握り返す。

　壊滅状態にあった先日の船の様子や、海に浮いているおびただしい魚の死骸をどうしても思い出した。誰もクレアの命が無事であるとは思っていないだろうし、クレア自身勝しよう算さんがあるわけでもない。

　それでも、船員たち全員が逃げ切れないよりはずっとましなはずだ。にもかかわらず怖いと思うのは、クレアの弱さからくるものだった。アドルフにこうして暴あばかれるまで、自分でも見ないようにしていたのに。

「あのな」

　まだ少し濡れている頭に、大きな手がぽんと乗せられる。

「海賊が命の危険に晒さらされるのは、いまに限った話じゃねーだろ」

　彼にしては穏おだやかな、掠れた声だった。不思議なもので、少しだけざわつきが収まった心地ここちになる。

「……まあ、そうだけれど」

　大人おとなしく頭を撫なでられながら、クレアはゆっくりと瞑めい目もくした。

「ここ最近で一番死ぬかもと思ったのは初めて会ったあなたに捕まったときね」

「当たり前だろ」

　湿しめっているのが気になるのか、アドルフはクレアの髪を指で丹たん念ねんに梳くようにしながらとんでもないことを暴ばく露ろする。

「お前が仲間を捨てて逃げたり、そもそも俺に対してまったく反撃も出来ないようだったりしたら、あの場で本当に殺していいことになっていた」

「そうなの!?」

　慌てて起き上がったクレアに向け、しれしれとアドルフは言う。

「イヴとカーヴェルの決定だ。噓うそだと思うか？」

　父はああ見えて容よう赦しやがない。それを信頼と受け取ってはいるが、非常に危ないところだったようだ。今いま更さら肝きもを冷やすクレアのおとがいを、アドルフが摑む。

「それで？」

　上向かされ、必然的にアドルフの方を見上げることになった。

「くだらねえ幽霊船の呪のろいと、俺と、どっちが怖いんだ？」

　答えは分かり切っているという問い掛けが実に憎にくたらしい。クレアはむっとくちびるを曲げて立ち上がると、お返しにとアドルフに手を伸ばした。

「……あなたのことなんか怖くないわ」

　彼の輪郭を両手でくるみ、触れそうなほど間近で言い返す。

　英雄とも化け物とも呼ばれ、望むことのために手段を選ばない男だ。しかし、その強さをどれほど痛つう感かんしていようとも、アドルフの方が怖いなんて言ってやらない。

　その代わり、迷わずに言葉を続ける。

「幽霊船なんて、尚なお更さら恐れる価か値ちもないわね」

　震えはもう止まっている。

　恐怖心を拭ぬぐえたわけではないが、敵地へ乗り込むには必要な緊張だと受け入れよう。クレアが開き直ったことを悟さとったのか、アドルフは小さく息をついた。

「……第一に、お前の思い通りにさせてやると思うか？」

「え？」

「俺も行くに決まってんだろ」

　絶句したクレアに対し、アドルフは事もなげに言葉を続ける。

「幽霊船討伐はイヴの命令だ、お前なんかに任まかせねーよ」

「駄目よ、何があるか分からない！　ろくな対策も立てずにいまこんな手段を使うのは私の我わが儘ままだわ、巻き込むわけにはいかないの」

「巻き込むだと？」

　低い声に、クレアは思わずびくりと肩を跳はねさせた。

「お前のために動いてやるわけじゃねーんだよ。いいか」

　アドルフの青い瞳が、真っ直ぐにこちらを見み据すえてくる。

「これは、俺の、自由意思だ」

「……っ」

　言葉を失ったクレアを見て、アドルフはふんと鼻を鳴らした。

「ざまあみろ。開き直った人間の厄介さを思い知れ」

「……本当に、ね……」

　厄介なことこの上ない。けれど、彼は間違いなく、クレアの震えを止めてくれたのだ。

　他人の選択を止めることはできない。

　クレアは自分自身の右手を握り締める。
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　雨の降る甲板で、ディーンは半なかば立ち尽くすようにして考え込んでいた。

　こんな状況は納得がいかない。

　背にした船室にいる女は、自分たちから尊敬する男を奪った敵だ。ディーンは彼女を絶対に許す気がなかったし、復ふく讐しゆうをしてやるつもりですらいた。あの強かった男を貶おとしめた報ほう復ふくに、彼女を追い出すつもりだったのだ。

　それが、どうだ。

　結果としてディーンたちはいま、彼女に護られようとしている。クレアは間違いなく、自分を追い出そうとした船員たちを救うために命を投げようとしているのだ。大砲も効きかない、近付いた者があんな無惨に命を落とす船を相手に。

「……頭おかしいだろ、あの女……」

　それと同時に、ディーンの脳裏には、かつて出会った日のレオンの姿が浮かんでいた。

　どうしようもない浮ふ浪ろう児じで、盗ぬすんで奪うことしかできなかった幼いディーンを拾ったのはレオンだった。

　街のろくでもない大人たちを圧あつ倒とう的てき強さで叩きのめしたレオンは、『将来は人に殺されるろくでなしになるか、人を殺すろくでなしになるかのどちらかだろう』と言われてきたディーンに対して言ったのだ。

　──『お前、強くなりたいか』と。

　ディーンは迷わず「なりたい」と答えた。

　理由は単純で、強くないと死んでしまうからだ。なにがなんでも強くなりたいと答えたディーンを、レオンは船に誘った。

　レオンを止めたのは、街の大人たちだ。

『止めときなよカーヴェル。いくらあんたのところが海賊でも、あの餓鬼はその海賊にすらなれないクズだぜ。言うことなんざ聞きやしない。いつか絶対に後こう悔かいするよ』

　だか、それを受けてレオンは笑ったのだ。

『それなら尚更、この餓鬼は俺が貰もらうよ』

　そう言って、古ふる傷きずだらけの手で幼いディーンの頭を撫なでた。

『あんたたちはそう言うが、海賊はみんな同等のクズだ。上も下もねぇ。そのクズが、おんなじクズを見捨ててどうするよ』

　大きな手が、失ったばかりの片目に巻かれた包ほう帯たいに軽く触れた。その包帯は、レオンが手ずから巻いてくれたものだった。馬鹿みたいに不器用な手で、一いつ生しよう懸けん命めいに。嬉うれしくて嬉しくて、涙が出た。

　自分のようにどうしようもない人間を受け入れる、この男はなんと強いのだろう。そして、ディーンはレオンのために生きようと決めたのだ。

　再び問いを投げられたのは、数年後だ。

「──お前にとって、強さとはなんだと思う、か……」

　独どく白はくを零したと同時、扉が開いた。クレアが出てきたのかと思い、ディーンはぎくりと身を強こわ張ばらせる。

　しかし姿を現したのは、油ゆ断だんならない騎士の方だった。

「んだ、お前かよ……」

　アドルフ・フォードはディーンを見遣り、さしたる興味もなさそうにそっぽを向いて歩き始める。ディーンは慌てて声を投げた。

「おい、待て。その、クレアはどうしてる？」

　すると、アドルフは心底不機嫌そうにこちらを振り返った。

「お前に関係あるのか」

「別にねーよ。けど、わざわざ死にに行く心しん境きようがどんなのか気になんだよ」

　アドルフの舌打ちが響き、ディーンも反はん射しや的てきに苛いら立だった。

「ざまあねーな、海賊」

「んだと？」

「あっさりあいつに押し負かされやがって。船長として認めねーんじゃなかったのか」

「は！　誰が認めたよ。この船にレオン以外の船長は有り得ねえ。間違ってもあんな理想論ばっかの上に無む鉄てつ砲ぽうで、真ま面じ目めぶってるくせにめちゃくちゃな女なんか……」

　ディーンはぐっと両手を握り締める。

「……頼りなくて、船長の娘だからって、ちやほやされて……」

　次に紡いだ声は、我ながら小さなものになった。

「そういう、つまんねーだけの女なら、よかったのに」

　そうすれば、もっと簡単に。

　言いかけたディーンに対し、アドルフが冷たいまなざしを向ける。そして、ランプをこちらに投げてきた。

「あっぶねえな！」

「油を入れて来い」

「はああ？　なんで俺が」

「それぐらいは役に立て。『船長候こう補ほ』」

「……っ」

　アドルフはふんと鼻を鳴らしたあと、ディーンの目の前で扉を閉ざした。
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　いつしか雨は止やんでいた。

　支し度たくを整えて船室を出たクレアは、アドルフと共に、リトア号から下ろした小舟に乗り込んだ。ディーンたちが無言で睨み付けてくるのには返りごとをせず、魚や鳥などの死骸が浮く不ぶ気き味みな海を、頼りない櫂かいによって進んでゆく。

　件くだんの甘い匂いが増してゆく所為で、気を抜くと胸焼けを起こしそうだ。

　改めて見上げれば、幽霊船はリトア号で感じたより更に大きな船だった。

　船の横に垂たれ下がった縄なわ梯ばし子ごは腐くさっているようで、そのまま使うのはどうにも危険だ。錨を付けたロープを手て摺すりに投げ、巻き付けることに成功したので、クレアたちはそれを摑んで登ることにした。

　アドルフが先に上がるというので任せると、途中に空いている砲門のところで止まる。どうしたのだろうと首をかしげれば、彼は海水避よけに閉ざされた木き板いたを突然蹴けり上げた。

　結果、船体には十分な大きさの入り口が出来上がる。

「ちょっと、そこから入るの!?」

「甲板まで登るのが面めん倒どうだろ」

　確かに道どう理りだが、船を壊こわすという発想自体クレアにはないものだ。アドルフは啞あ然ぜんとするクレアを置いてさっさと先へ進んでしまうので、慌ててロープを登る。

　途中、後ろを振り返ってみた。

　幽霊船が遠くからでも見えたのとは異なり、リトア号の姿はもう闇やみに吞まれている。けれどもきっと逃げてくれているはずだろう。忌々しいクレアを置いてゆくのは、ディーンたちの大きな目的のひとつだ。

　巨大なガレオン船の中は、想像以上に広かった。

　古びて崩れそうではあるが、一見してみればただの船だ。死者の姿や歌が過ぎるわけでもなく、異常は感じられない。

　けれど、何の気配もないことは却かえって異常とも言えるだろう。

　人が乗り捨てた船だろうと、鼠ねずみや虫は船をかじって生いき延のびる。その痕こん跡せきすらないのは、明らかに妙だ。

　けれど。

「……ふしぎ」

　気持ちは随分と落ち着いている。

　この船の正体が知れないことは、乗り込む前と何も変わっていない。いつ『呪い』で命を落とすとも知れず、その理由さえ分からない、だというのに。

「もう、ちっとも怖くないわ」

　言うと、アドルフがふんと鼻を鳴らした。

「さっきまで震えてたくせに、余よ裕ゆうが出てんじゃねーか」

「ふふ、そうね。なにはともあれいまの時点では、死なずに済んでるみたいだから」

　近付く者は命を落とす幽霊船に踏み込んでも、クレアの心臓はまだ動いている。呼吸も出来る。

　まずは、それが分かれば十分だ。

「──死を運ぶ船に踏み込んだこの状況を、楽しんでやろうじゃない」

　アドルフは小さく嘆息すると、額ひたいを押さえて呆れたように言った。

「お前、多少へこんでた方が可か愛わいげあるんじゃねーのか。失敗した」

「可愛いなんて思ってくれたことないでしょ。それより、人が歩いても腐って落ちない程度に床板は新しいのね。でも、どうやって舵を取って船が動いているんだと思う？」

「さあな」

「よく見れば船内の内ない装そうも、この近きん海かいにある船のものじゃないわ。見て、そもそも木材の種類から違う。元々はどんな船だったのかしら！」

「知るか。魔物狂ぐるいの船狂いの海賊狂いめ」

　褒ほめられた。ふふんと口の端を上げれば、いっそう辟易したような顔だ。

「んなことより、どうして幽霊船が生け贄と引ひき換かえに船を追わなくなるのかを考えろ」

「……あるいは、生け贄になった人間に何をするのか、ね」

　確かにそれは価値のありそうな思し慮りよだ。なにしろいまこのとき、クレアたち自身が生き残れるかどうかという問題にも懸かかっている。

「幽霊船の討伐を果たすためにも、秘ひ密みつを探らなきゃ。何故近付いた人が死んでしまうのか、それを封ふうじるにはどうするべきなのか。そもそも大砲すら動かなくなる船を相手にして、何をすれば『討伐』できるのか」

「恐らく時間は限られているぞ。海に魚が浮かんだ以上、近付いた者が死ぬのはあながち間違いでもないはずだ」

　口をつぐめば、暗くら闇やみの廊下に反響するふたり分の足音が強調された。

　やがて、一枚の扉の前に立つ。

　船長室と刻きざまれたプレートは錆さび付いていて、元の色など殆ほとんど分からなくなっていた。クレアが扉を開けようとするも、随分と重たくびくともしない。アドルフに協力を仰あおごうとしたところで、首根っこを摑まれる。

　後ろに下がるよう促うながされたのが分かり、クレアは一歩後ずさった。それに反し、アドルフが一歩踏み出して足を振り上げる。

「まさか……」

　直後に大きな音を立て、蝶ちよう番つがいの金具が弾け飛ぶ。

　蝶番の歪ゆがんだ扉が外はずれ、部屋の中にゆっくりと倒れ込んだ。扉を蹴け破やぶったアドルフの背中を見て、クレアは渋面を作る。

「やっぱり！」

「んだよ。開いただろ」

　騎士のくせに、本当に足あし癖くせが悪過ぎる。

　アドルフが灯りを寄よ越こせと仕草で示してきたが、クレアは自分が先に踏み込むことにした。彼の横を抜けて扉を通り、目線の高さにランプを掲かかげる。

　そこは、リトア号の後甲板ほどの広さがある、随分と大きな書しよ斎さいだった。

　天てん井じようにはシャンデリアの残ざん骸がいがぶら下がっており、壁を埋うめるようにして据すえられた本棚はまるでその役目を果たしていない。床に散さん乱らんした本を見れば、船が荒波に吞まれてきたことがよく分かる。敷しかれた絨じゆう毯たんや書斎机も上等な仕様だが、朽ちた船せん壁へきにはところどころに穴が開いていた。

　とりわけ目を引いたのは、豪勢なマントを羽は織おって椅い子すに座っている白はつ骨こつだ。

　思わずこくりと喉を鳴らす。どう見ても、紛うことなき人じん骨こつだ。

「……これぞ幽霊船、ね」

　天井まで延のびる自分たちの影が、笑いながらこちらを見下ろしているかのようだ。

「この人も呪いによって殺されたのかしらね。私たちも一緒に地じ獄ごくに堕おちることになるかもしれないわよ」

「馬鹿馬鹿しい。おい、あっちを照らせ」

　促すようにアドルフが船室の奥を示した。本棚の陰になり、ここからだと良く見えない闇にランプを翳かざすべく、クレアはアドルフの傍そばに踏み出す。

　先ほどからの甘い匂いを一層強く感じた。そのときだった。

「……っ？」

　脳のう髄ずいの奥に、鋭い痛みが突き刺さる。

　思わずくずおれそうになったところで、アドルフに肩を摑まれた。危あやうくランプを取り落としそうになり、火の扱あつかいにぞっとする。

「どうした」

　尋ねられ、クレアは額を押さえて眉根を寄せた。

　頭ず痛つうは既すでにおさまっている。とはいえ、少しの異変が命取りになるこの状況下では軽けい視しするべきではない。

「……もう大丈夫。いきなり、頭が痛くなっただけ」

　素直に言い、アドルフを見上げる。

「いよいよ幽霊船の力かもしれないわ。あなたも気を付けて、共倒れは避さけないと」

「……おい、クレア」

「いずれにせよ、進むしかないもの」

　クレアは顔を上げ、闇の先を見据える。

　そこにあるのは、狭せまくて急な階段だった。

　上った先には再び扉がある。恐らくは、後甲板に続くものだろう。ガレオン船くらい大きな船ならば、船長室から甲板に直通の道があるのは珍しくない。

「貸せ。任せてられるか」

　アドルフが言い、クレアの手からランプを奪う。

　荒い言動ではあるものの、言葉は幾分柔らかい。気遣われているような気になって、毒どくされた自分に笑ってしまう。

　アドルフが先に進むので、その後ろをついてゆくような形で階段に足を掛けた。

　上ってみれば、本当に急な段差であることが実感出来る。足場が湿っていることもあり、慎しん重ちように進んだ。

　階段の先にそびえる扉は、船長室のそれと違って容易たやすく開く。しかしその瞬間、またあの異い質しつな臭いを感じて口元を押さえた。

　甲板に満ちるのは、花の香りだと気が付いた。

　蜜みつを滴したたらせて腐り落ちる寸前の、咽むせ返るほど甘い花の香りが立ち込めている。霧が晴れてきているというのに、先ほどまでとは明らかに違う生ぬるい風が頰や髪にまとわりついた。

　どうしてか、くわんと視界が僅かに歪む。

　先ほど感じた痛みの片へん鱗りんが、再び脳の中央に生まれる。誤魔化すべく浅く息を吐いたところで、短い緊張が走った。

　殺気の主ぬしはアドルフだ。

　彼にしては珍しいほどの警戒心が、ある一点に注がれた。なにごとかと顔を上げ、クレアもぎくりと身を強こわ張ばらせる。

　思わず身み構がまえてしまったのは、動物としての本能なのだろう。

　自分よりも圧倒的な力を持つ存在がそこにいる。目視で姿を認めるよりも早く、感覚がそう警告を上げた。

「……っ!?」




　甲板に佇たたずんでいたのは、頭を垂れた一匹の竜りゆうだった。




　小舟ほどの大きさはあろうかという巨きよ体たいから、蛇へびのような首がいくつも伸びている。

　全部で九つの頭は甲板へ気け怠だるげに投げ出されており、戦闘態勢ですらないというのに、頭のひとつがゆっくりと目を開けただけで、思わず息を詰めてしまった。

　アドルフも剣の柄つかに手を掛けている。彼が反射的に構えるなど、よほどのことだろう。

（これはリヴァイアサン？　シー・サーペント？　……ううん、違う。海に生きる竜はもっと泳ぎに適てきした体のはず。それに、九く頭とうの竜なんて）

　思考を巡めぐらせるあいだにも、頭の痛みがどんどん強くなってゆく。すると、クレアの背はい後ごにどさりと何かが落ちてきた。

　振り返れば、痙けい攣れんした海鳥が仰あお向むけに翼つばさを伸ばして息いき絶たえている。夜よ目めの利きく鳥の群れが、この船の上空を通ったのだろう。

　白い翼が汚れている。よく見れば甲板の湿り気は、ただの潮しお風かぜや雨によるものではないようだ。甲板を濡らす、妙なぬめりを帯おびたものの出所を目で追うと、それは竜の体から滲み出ていた。

　目を凝こらして見ると竜の体には、一本の剣が突き立てられているではないか。

「もしかして、竜の血が原因なの？」

　それに思い至いたったとき、先ほどから漂う花のような、それでいて胸焼けのする香りも、このぬめりから生まれているもののように感じられた。

「妙な力を持つ竜が、幽霊船の正体か」

　忌々しげなアドルフの声がする。

　心臓が嫌いやな早はや鐘がねを打ち始めた。上う手まく呼吸が出来ず、クレアは自みずからの胸を押さえ込む。

　それと同時、頭の中に誰のものとも知れない感覚が流れ込んできた。




　──心の底から好きだった。




「……っ!?」

　人という生き物が、愛いとしくて愛しくて仕方がなかった。笑ったり泣いたりするさまも、弱いゆえに助け合う生き方も。

　その生き方に、生まれたときから憧あこがれていた。

（これは、なに──？）




『自分』とは違う生き物だとは分かっていた。

　それでも、どうしても人の傍に行ってみたかった。いつかその手に触れられたいと、人の子がされているように撫でてほしいと夢見ていた。

　けれど『自分』が近付くと、誰もが笑うのをやめる。

　泣くことも、動くこともしなくなる。そのうちに武器を向けられるようになり、恐れられ、人は『自分』から遠ざかった。

　ひとりになったのだ。




（これは、竜の、記き憶おく……？）

　クレアはぎゅっと胸を押さえる。

　自身とは異なる者の感情が、痛みと共に体の内側を搔かき毟むしる。恋しい、恋しいという欲求の中に、やがて小さな光が灯った。




　──あの人間は、『自分』を怖がらないでいてくれた。

　温かい手に撫でられた。嬉しかった。

　たくさん頭を持つこの体を不気味だと言わなかった。

　嬉しくて嬉しくて、この人間がとても好きになった。

　だがそれも、あるときまでのことだ。

　あの人間は、この船に自分を乗せて剣を手にした。

　鮮あざやかに笑い、大きく振り上げて言葉を零した。




『お前はここで、ゆっくりと、死に絶えてゆけ』




　その瞬間の、体を貫く燃えるような痛み。




「……っ！」

　クレアは思わず両耳を塞ふさぐ。

　たとえようのない怒りと動どう揺ようが生まれ、痛みの塊かたまりが頭の奥で鼓こ動どうを打つ。ふらつきそうになったところで、アドルフの手がクレアの腕を摑んでくれた。

　お陰でなんとか踏み留とどまれたものの、声は再び頭ず蓋がいを揺るがす。

『動くな』

「……や……」

『そうだ。そうやって苦しむんだ』

　頭が痛い。

　それしか考えられなくなりそうで、必死にかぶりを振って堪こらえた。そうしているあいだにも、痛みが増してくる。体が重くなり、身動きが出来ない中でこだまが反響した。

『死ねよ』

『そこから動くんじゃない』




『苦しんで、苦しんで、もがきながら死んでゆけ』




「……誰、が……」

　思わず、自身に向けられた言葉のように錯さつ覚かくした。

　──この竜は人に裏切られたのだ。

　それが分かり、ぎゅうっとアドルフの上着を握り締めて命めいじられる言葉に抗あらがう。

　必死で顔を上げ、甲板の竜を見据えた。

「クレア」

　背中に回されたアドルフの腕が、支えるようにいっそう強く抱き寄せてくれた。

「あの魔物を、お前の力でどうにか出来るか」

　クレアの不調に気付いていないわけでも、気遣っていないわけでもない。

　しかしアドルフは迷わずに言う。クレアもゆっくり頷いて、呼吸を整えた。

　あの剣を抜き、竜の血を止めてやらなければ。

　眩め暈まいがするが、そんな感覚は認めない。本能的な恐れもねじ伏せて、竜に向け踏み出す。

「……おいで」

　クレアは静かに言葉を紡いだ。

　かつてこの竜が望んでいたであろう言葉を、心の底から口にした。靴音が近付くにつれて、残っていた竜の瞳もそれぞれに開かれ始める。

「痛かったでしょう？　ごめんね、さびしいところでひとりにして。……ひどい目に、遭あわせて……」

　再びくだんの声がする。




　動くな。

　死ね。

　死んでしまえ。




『そうして、この海にまつわるものを殺してしまえ』




「……違う……」

　そんなことをしてはいけない。

　剣は痛いたましく竜に突き立てられていた。甲板へ縫ぬい付けられた竜の傷は膿うみ、そこからおびただしい血を流している。

　あの血が生き物を殺すのなら、人を愛していた竜は、望まぬままいくつもいくつも命を手に掛けてしまったことになる。

「あなたに、もう二度と、そんなことはさせない」

　絶対に救う。

　そう決めて手を伸べたとき、再び痛みが走った。同時に竜が頭を擡もたげる。

　次の瞬間だ。

「──退さがれ！」

「！」

　腕を引かれる感覚と同時、竜の頭がアドルフの間近を掠かすめた。上下感覚が狂い、咄とつ嗟さにアドルフへしがみつく。しかし、気を失いそうなほどの痛覚がクレアの思考を奪った。

「だめ……」

　クレアの声を拒こばんで立ち上がろうとした竜の、背中の傷から新たな血が滴る。

　向けられた敵てき愾がい心しんに、指先が反射で竦む。竜はクレアを睨み付け、その牙きばを剝むいているのだ。

「……ごめん、なさい……」

　ずきりと強く頭が痛む。

　アドルフに押さえ込むようにして引き留められ、花の香りにますます気分が悪くなる。アドルフは舌打ちのあと、短く言い切った。

「おい。一いつ旦たん退ひくぞ」

「……嫌……」

　頭を振る気力もなく、クレアは小さく駄だ々だをこねる。

「嫌。嫌、だって、まだあの子を助けられていない……！」

「馬鹿か、状況自覚してから言え！」

「それに、何処に逃げるっていうの……」

　この船に、竜の毒が及ばない場所などあるはずもない。しかし、アドルフがクレアの顎あごを摑む。

「見ろ」

　示されたのは東の海だ。わずかに霧の薄くなった先にある、確かに逃げろと命じたはずの船影に、クレアは息を吞む。

「リおトまアえ号のだ」

「……っ……！」

「どういうわけか、舵が動いている。仔し細さいはいい、戻るぞ」

　視界が滲む中、必死で竜を振り返った。

　ここで逃げ出して、あの竜はどうなる。

　助けないといけないのだ。でも、触れることさえ許されない。

　頭が痛い。花の香りがする、気持ちが悪い。色んな感情が混ざり合い、クレアはアドルフに縋すがり付く。

「……ごめんなさい」

　何も出来ない。

「ごめんなさい、アドルフ。ごめんなさい」

　幽霊船に乗るなんて我が儘を言った。

　役に立てなかった。口ばかりで、挙あげ句くに護らせてしまったのだ。

　けれどもアドルフは何も言わない。

　代わりに一度だけクレアの後ろ頭を撫でる。やさしく、妹にでもするような、あやすような手付きで。

「ごめんなさい……」

　覚えていられたのは、そこまでだった。
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　目を覚ましてからも数日続いたクレアの頭ず痛つうがようやく治まり始めたころ、リトア号はシェランド北の国こつ境きよう付近にある港町へと錨いかりを下ろした。晴れ渡る空の淡あわい水色は、船が随ずい分ぶんと北とおくに来たのだと実感させる。

　アドルフとクレアのふたりはいま、町まち外はずれにある一軒の屋敷を訪れていた。

　頑がん丈じような門に護まもられた建物は、中の調度品も一級だ。アドルフの後ろをついて歩きながら、クレアは周囲を見回す。隅すみ々ずみまで手入れされた廊下には塵ちりひとつなく、清せい楚そな花の生けられた花か瓶びんなども相当の値が張るものだと窺うかがい知れた。

　普段より多少は着飾った出いで立たちのクレアは、無言で廊下を歩くアドルフの背中をそっと見上げる。騎き士しの制服に正せい装そうとしての白い手袋を着けたアドルフは、船を降りてからここに至いたるまで殆ほとんどしゃべらなかった。

　クレアがまだ万全ではない所せ為いか、アドルフの歩調は普段より幾いく分ぶん遅い。とはいえ、不ふ機き嫌げんな表情をしていることくらい顔を見なくともすぐに分かった。

「ねえ、なんだか機き嫌げんが悪い？」

　アドルフの袖そでを引きつつ尋たずねるも、返事はない。

　仕方なく、話題を変えてみる。

「寒い街なのに、活かつ気きがあっていいところね」

　ここは、シェランド北の国境付近としては比較的大きな港町である。

　王おう都とシトンを目指す船は、大たい抵ていこの辺りで一度補ほ給きゆうを行う。日頃は別の港を選ぶことが多かったクレアは、今回初めてここに立ち寄った。進路はディーンが決めたようだが、恐おそらくは元々父から指示があったのだろう。そうでなければこの港に着いたとき、図はかったかのように声を掛けられたはずもない。

　アドルフが機嫌を悪くしているのは、ある人物の使いを名乗る人間に呼び止められたことが原因だろう。

「ディーンたち、補給のあいだは大人おとなしくしているかしら」

「……」

「このあいだの一件から、ちっとも私と話をしてくれないの。また大おお騒さわぎして問題にならなければいいけれど」

「知るか」

　不機嫌を逸そらそうと試みたことなのに、ディーンの名前を出した途と端たんアドルフの声が一段低くなる。

「言っただろ、へらへらと他人に気を許すな。いつか痛い目を見るのはお前だからな」

「でも、リトア号はあのとき幽ゆう霊れい船せんの傍そばで待っていてくれたわ。……まあ、本当は逃げてくれなきゃいけなかったんだけど」

　とはいえそれで助かったのだ。

　気を失うしなったあとのことはよく分からない。クレアは気付けばリトア号の船室で、アドルフが使っていた寝しん台だいに寝かされていた。ハンモックではなかったのは、気遣いだろう。

「信用するな。あのディーンとかいう海かい賊ぞく、目を離した隙にお前に何かしてたぞ」

「え、本当に？　まさか顔に落書きとか……」

「吞のん気きなこと言ってんな、腹が立つ」

「というか、もしかしてやっぱりあなたが看病してくれた？」

「してねェ。見てただけだ」

「それって……」

「あ？」

「なんでもないわ」

　舌した打うちをしたアドルフは、ますます機嫌が悪くなったらしい。

　この先に待っている人物を思えば、クレアだって気乗りはしないのが本心だ。しかし、応おうじないわけにもいかないだろう。

「どうぞ。こちらでお待ちです」

　先せん導どうしてくれていた侍女が扉の横に控ひかえ、優ゆう雅がな仕草でゆっくりと開く。アドルフが踏ふみ出したので、クレアもいよいよ腹を括くくった。

　一級品のテーブルに、予想していた人物の姿はない。けれどもアドルフは迷わずに、視線をその下へと向ける。

　テーブルの足元には、ひとりの青年が眠っていた。

　絨じゆう毯たんへ直じかに寝そべって、仰あお向むけにすやすやと寝息を立てている。汚よごれないのか心配になるような白のローブを着ているのだが、それ以上に目を引くのは透すき通るほどの色しき素そを持つ髪だ。

　毛先がふわふわと跳はねた髪は、銀よりも遙はるかに淡い白色をしていた。長い睫まつ毛げも同様で、少女めいた中性的な顔立ちには何ど処こか神しん秘ぴ的てきな儚はかなさを滲にじませている。こうして眠っていると、生身の人間というよりも絵画の住人のようだ。アドルフも人形めいた容姿をしているが、それより一段と現実味に乏とぼしい。

　そんな青年が、長なが椅い子すですらない床へと転ころがって寝ているのだ。きちんと腹の上に手を重ねている辺り、妙みようなところで行ぎよう儀ぎがいい。

　クレアは声を掛けるべきだろうかと思し案あんしたが、先に動いたのはアドルフだった。

「ちょっと、アドルフ？」

　アドルフはひとつ舌打ちをしたあと、白の青年に向かって歩いてゆく。迷わず脚あしを上げると、躊ちゆう躇ちよなく土足で青年の顔を踏ふみ躙にじろうとした。ぎょっとして止めに掛かろうとするも、すぐさまぴたりと動きが止まる。

「……お行儀が悪いなあ……」

　零こぼされたのは、眠気が含まれるのを隠かくしもしない緩かん慢まんな声だった。

　いつのまに取り出したのか、青年は彼の髪と同じ真っ白な望ぼう遠えん鏡きようを手にしてアドルフの靴くつを受け止めている。彼は右手で口元を覆おおい、あふ、と大きなあくびをしたあと、指の背でアドルフの靴をこんこんと叩たたいた。

「仮にも由ゆい緒しよ正しき血ち筋すじの僕に、これは不ふ遜そんが過ぎるんじゃない？」

「お前の存在自体、由緒正しき血筋とやらへの冒ぼう瀆とくだろ。性しよう悪わるゲテモノ趣味野や郎ろう」

「あ、ひどいなあ。言っとくけどいまの国家侮ぶ辱じよく罪ざいだからね」

「本当のことだ。国家機き密みつ漏ろう洩えい罪ざいの間違いじゃねーのか」

　アドルフが脚を引くのと同時、白の青年も身を起こした。もう一度自由なあくびを漏らした上で、真っ赤な瞳ひとみがクレアに向けられる。

「ああ。やっぱり君も来たんだ」

　青年は言い、にこりと鮮あざやかな笑顔を作った。

「ご機嫌よう、クイン・ローゼ号虐ぎやく殺さつの海賊姫！」

　彼の妹と同じ、絶対に本心では笑っていない微笑ほほえみだ。クレアは溜ため息いきをつきたいのを堪こらえ、ドレスの裾すそを摘つまんで礼をした。

「……ご無ぶ沙さ汰たしています。エルヴィス・オスニエル・シェランド第四王子殿でん下か……」

　クレアが彼の名を呼ぶと、到とう底てい王子には見えない振る舞いの青年は、それでも優ゆう美びな仕草で目を細めた。
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　テーブルの正面に座るシェランド王国の第四王子は、アドルフが仕える王女イヴァンジェリカの実じつ兄けいにあたる。

　全身白い風ふう貌ぼうに反し、腹の中にさまざまな黒いものを飼っている男というのがクレアの中の印象だ。彼は頰ほお杖づえをつくと、侍女が運んできた焼き菓子を手にしつつ首を傾かたむけた。

「久し振りだね姫。最後に会ったのは姫が僕に『魔ま物ものの卵を割るころすな』って断だん固こ言い張って聞かなかったあのとき以来だから、実に三ヶ月ぶりになるのかな。元気にしてた？　あのとき姫が逃がした魔物、誰のことも殺していないといいね！」

　痛いところをにこやかに突かれ、クレアは紅茶のカップを手にしたまま返答に詰まる。言葉の槍やりで刺しながら抉えぐるような彼のやり方は、初対面のときから変わらない。

「それと、アドルフと同じ船室で暮らしてるんだって？　仲良しだね、式には呼んでね」

「式って何だ。お前の葬そう式しきか」

「お葬式かあ。結けつ構こう楽しみにしてるんだよね、どれくらい盛せい大だいに国こく葬そうを挙あげてもらえるかな？　……あー駄だ目めだこのマフィン、ナッツが入ってる。食べらんない。アディ食べて」

　王子が回した籠かごが、アドルフの手によって問答無用でクレアの前に回される。クレアは雑ざつな扱あつかいに額ひたいを押さえつつも、色々言いたいことのうちひとつを口にした。

「ねえ、『シュガー』」

　以前彼に名乗られた偽ぎ名めいを呼ぶと、王子もといシュガーが「ん？」と顔を上げる。いまは彼を王子扱いしない宣言と共に、言葉から敬けい語ごを取り払った。

「さっきからなんなの、その姫って」

「だってさ、君の理想論って世間知らずのお姫さま過ぎない？　それを貫つらぬくってなかなか難むずかしいことだよ、だから敬けい意いを示そうと思って」

「それは同感だな……」

「アドルフは黙って！」

　諫いさめた瞬間に頭痛がぶり返したような気がして、クレアは浅い溜め息をつく。シュガーは空くう腹ふくなのか、自身のくちびるに指先でとんとんと触ふれつつ目を細めた。

「それで、幽霊船の尻尾しつぽは摑つかめそうかな？　そもそも遭そう遇ぐう出来てなきゃ排はい除じよもなにもないだろうけれど、一応首しゆ尾びを聞いておくよ」

　クレアはアドルフを横目で見上げる。

　彼が口くち火びを切るのを待ったが、どうも話す気はないらしい。結局のところクレアが先に、シュガーへ向き直ることになる。

「──遭遇したわ」

「へえ」

「恐らくは、あれが『幽霊船』と呼ばれる船だと思う。私とアドルフはその船に乗り込んで、中を探たん索さくしてきたの」

　シュガーのくちびるが、柔やわらかな笑みの形を作る。

「そりゃすごい、幽霊船から生せい還かんした貴重な証しよう人にんってわけだ！　どうだった？　やっぱり幽霊なんか見ちゃったりした？　それともおぞましい風ふう体ていの化け物とか」

「化け物なんかいなかったわ」

「ええーつまんない。生きとし生けるものを食らう呪のろいの船も、蓋ふたを開けてみれば……」

「けれど、竜りゆうを見たの」

　シュガーがぴたりと言葉を切る。クレアは両手で紅茶のカップをくるみ、俯うつむいた。

「九つの頭を持つ大きな竜よ。血を流していて、そこから強い花の香りがした。その匂においに包つつまれたとき、気を失いそうなほど頭が痛くなったわ」

　本当はまだ抜け切っていないことも、アドルフには気付かれているかもしれない。

「あの魔物はきっと、毒どく竜りゆうヒュドラよ」

　ヒュドラは猛もう毒どくを操あやつる竜だ。

　九つの頭から零す息に、体から滴したたる血に毒どく素そを帯おびている。その毒は花はな蜜みつの香りがすると言われており、その香りを吸すっただけで魔物をも死に至らしめるという。

「ヒュドラの背中には、大きな剣が刺さっていた。そこから滲む血が近きん海かいや空の生き物を殺したんだと思う。もちろん、近付いた人間も」

　時間が経たってある程度は回かい復ふくしたことからも、クレアを襲おそった痛みは呪いのたぐいではないはずだ。

　毒が満ちた海上で、アドルフよりも小こ柄がらなクレアの方が先に昏こん倒とうした。そう考えれば、別べつ段だん不ふ可か思し議ぎな話ではない。

「なるほど、幽霊船の正体は魔物でした、か。夢のない仮定だなあ」

　シュガーは淡たん泊ぱくな言葉をひとつ落とし、その指で白い髪の先を摘んだ。

「でも、妙じゃない？　多少傷きずを負おったといえど、魔物ヒユドラがまったく動けなくなるはずもないよ。おまけにその状態で甲かん板ぱんに留とどまり続ける理由もない。まさか人間に恨うらみを持っていて、殺すために毒を撒まき散ちらしているとでも？」

「ヒュドラには動けない理由があるんだと思う。……恐らくは、魔物研究学院が関わっているわ」

「研究学院？」

　シュガーの双そう眸ぼうが僅わずかに見開かれる。だがこれは、クレアが目覚めたあと、アドルフとも話して一いつ致ちした考えだ。

　魔物研究学院は、シェランド王都に設立された、言葉通り魔物を研究する施し設せつだ。

　彼らは魔物の生せい態たいを調べるばかりでなく、人に従したがわせる方法を探している。その実験のために地位ある騎士を唆そそのかし、実験体を入手する手伝いまでさせて。

「ヒュドラは人間の言葉に縛しばられていた」




　──動くな。

　──ここで朽くちろ。

　──苦しんで苦しんで、もがきながら死んでゆけ。




　あのとき聞こえた記き憶おくがなんだったのか、クレアは不思議と確信を持って言い切れる。

　手を差し伸べてくれる人間と、人間に対する猛もう烈れつな思し慕ぼ。愛いとしいと焦こがれる気持ち。それを裏切る呪じゆ詛その声。

　ヒュドラはその命令に逆らえない。

　自身を傷付ける命令に、甲板の上でずっと従わされているのだ。人を信じられなくなって、それでも人から解放されないでいる。

　クレアたちは、そんな技術を探している者がいるのを知っていた。

　魔物に命令を下し、人間の思うように利用する。それが、魔物研究学院の目指しているものであることは間違いない。

「シュガー、あなたは研究学院のことを知っているはずよね。何処までの技術を手に入れているの？」

　尋ねるも、彼は赤色の目を閉ざして肩を竦すくめる。

「詳しよう細さいに関しましては現在調査中デス。追ってみなさまに周知イタシマス」

「おいこら。ふざけんな」

「いたっ」

　机の下で脚を蹴ける音がした。

「お前のことだ、どうせある程度調べは進んでんだろうが。とっとと吐はけ」

「進んでない、進んでない。……ただ、そこの筆ひつ頭とう研究者について、殆ど分からないっていう貴重なことは分かったかな」

　回りくどい言い回しだ。シュガーは三日月の形にくちびるを微笑ませる。

「研究者はどうやらものすごい天才なんだけど変わり者で、実験はすべて自分でやる主しゆ義ぎらしい。ここ最近は実験のために留る守すにしている。情報があったのはそれくらいで、あとは経歴も名前も一切不ふ明めい。謎なぞの人物なんだよね」

　シュガーの物言いに、クレアは首をかしげた。

「研究学院はシェランド王家が管理している施設でしょう？　第四王子のあなたなら、介かい入にゆう出来そうなものだけど」

「無理だろうな」

　アドルフの言葉には確信めいた響ひびきがある。シュガーも彼にしては静かな微笑みを浮かべ、頰杖をついた。

「……研究学院は、父王陛へい下かのものだ。王子むすこといえど、下へ手たに触さわったら殺されちゃうよ」

　言い切ったシュガーのまなざしに、何とも言えない感情が滲む。

　実の父親に『殺される』という言葉選びが、決して行き過ぎではないのだろうと窺える表情だった。そういえば以前に行っていた視し察さつも、城を空あける方ほう便べんだったのだ。

　アドルフが、王子の前で不遜に頰杖をつく。

「使えねーな。お前の利点なんざ王族だってことくらいだろうよ」

「ひっどい言い草だなあ。魔物に命令するなんてこと、本当に可か能のうなら世界が変わる。父王陛下だって機密中の機密として扱うさ」

「魔物を従したがえる力には、それほどまでに価か値ちがあるの？」

　クレアの力を知るアドルフが眉まゆ根ねを寄せ、知らないシュガーが微笑む。柔らかな声が、幼い子供をあやすように紡つむがれた。

「姫は、シェランド王都シトンに眠るフェニックスの御お伽とぎ噺ばなしを知っているかな？」

「……いいえ。御伽噺には、あまり詳しくないの」

　フェニックスは火を纏う不死の鳥だ。数ケ国の王家に卵らん殻かくが保管されている程度で、あとは実物を目もく撃げきしたという話も出てこない、殆ど伝説にも近い生き物である。

「本当か噓うそか、それは僕にも分からない。けれどうちのクソ親父おやじは昔から、その焼き鳥にご執しゆう心しんなんだ。ひょっとしたら……」

「おい。真しん偽ぎも分からないような話をしてんじゃねーよ」

　アドルフがシュガーを睨にらみ、シュガーもひょいと肩を竦める。

「『幽霊船』の被ひ害がいを止めるためには、ヒュドラを鎮しずめる必要がある。なんせあれが生きている以上、大たい砲ほうも剣も効きかねーんだからな」

　魔物の中でも、竜という種族は非常に大きな力を持つ。国によっては畏おそれるべき神として扱われている彼らにとって、自みずからを攻こう撃げきしてくる大砲を弾はじくくらいは造ぞう作さもないだろう。

「問題点は竜に『接せつ触しよく』出来ないことと、毒の及およぶ範囲には長時間留まれないことだ」

　アドルフの言う接触とは、なにも先せん述じゆつされた剣や大砲による攻撃を指しているわけではない。恐らくは、『クレアが』近付けないことを意味している。

　つまるところ、クレアが魔物を呼ぶ力が使えないことを懸け念ねんしてくれているのだ。

　魔物を救いたいというクレアの我わが儘ままを、アドルフは許きよ容ようしてくれた。思わず彼を見たのだが、アドルフは背せ凭もたれに寄り掛かり、面めん倒どう臭くさそうに視線を逸らしてしまう。

「取り急ぎヒュドラの解げ毒どく剤ざいを寄よ越こせ、エルヴィス。どうせ王室で確かく保ほしてんだろ」

「んー、用意してあげたいのは山々だけどね。ちょっとすぐには難しいかなあ」

「ああ？　てめーな」

「アドルフ」

　難しい理由はクレアにも分かる。

「ヒュドラの解毒剤は、ヒュドラの卵殻なの」

　途端にアドルフが眉まゆ根ねを寄せた。

「ヒュドラ自体が数少ない魔物だし、毒を持つから巣すにも近寄れない。卵殻は本当に希き少しようなのよ。各国の王家ですら備び蓄ちくは少ないって聞いたことがある」

「そーそ、姫の言う通りだよ。か弱い第四王子に過ぎない僕が兄上たちを納なつ得とくさせて持ち出すのがどんなに大変か、アディにだって分かるでしょ？」

　ちっともか弱く思えないシュガーが、机の上へ組んだ腕に頭を置いて突つっ伏ぷす。その格かつ好こうのまま、遊ぶように軽やかな声音で言った。

「だから、兄上たちへの説得の材料がほしいな」

　そう言って笑ったシュガーの白い手が、ローブのポケットを探り始めた。

　マッチやナイフ、羽根ペンといった道具が次々に出てくる。やがてシュガーは目的の物を見付けたらしい。

　彼が手にしていたのは、一点の指輪だ。

　細身に造られた金の指輪で、竜の翼つばさに似せたシェランド王家の紋もん章しようが細こまやかに彫ほり込まれている。石座には、花を象かたどった新緑色の石が輝いていた。

　シュガーはそれをアドルフに放る。空中で摑んだアドルフは、その指輪を窓へ翳かざすようにして透すかした。吸い込まれるような輝きに、クレアは思わず言葉を漏らす。

「魔物バジリスクの卵殻？」

「へえ。よく分かったね」

「毒に触れさせると、緑から赤に色を変えるんでしょう。戦利品としてしばらく手元に置いていたことがあるわ」

　その翡翠色には見覚えがあった。クレアが持っていたのは加工をしていない素のままの卵殻だが、この指輪は装そう飾しよく品ひんとして映はえるように切子カツトされている。

「つまり、魔物ヒユドラの毒だと証明してこいってことか？」

「じゃじゃーん。ご名答ー」

　シュガーは楽しそうに笑ったあと、交差させた両手の人差し指をくちびるに当てた。

「幽霊船の犠ぎ牲せい者しやは、この街にもいる」

　クレアは思わず言葉に詰まる。クレアにとって大事な存在である魔物が、人を殺す存在であることを思い出したからだ。

「数週間前に幽霊船に殺された漁りよう師しが墓地に埋まい葬そうされているんだ。アディと姫にはその墓を暴あばいて、彼の死し因いんがヒュドラの毒だったと証明してもらおう」

　シュガーの読み通り、ヒュドラの毒による亡なき骸がらならば毒素が残っている可能性は高い。

「お前、相も変わらずゲテモノ趣味だな」

「絶対に凄すごいものが見れそうでぞくぞくするよねえ、墓暴き！　まだまだぐじゅっとなってるくらいが理想なんだけど。自分でやるのは今後の楽しみにとっておいて、間接的に楽しむくらいにしておかないとな」

「言ってろ変へん態たいが。……クレア」

　名前を呼ばれるのと同時、正装の手袋を着けたままのアドルフがクレアの手を取った。

　左手はクレアの手を握にぎり、右手で薬指に指輪を嵌はめる。当たり前のように自分へ着けられたその指輪を眺ながめ、クレアは首をかしげた。

「シュガーの指輪なんだから、騎士のあなたが持ってるべきじゃないの？」

「こいつの持ち物なんか持ってられるか、胸むな糞くそ悪わりィ」

　本人を前にひどい言いようだ。アドルフは外はずしたら許さないとでも言いたげに、確認するようにして薬指の先をきゅっと握り締しめてきた。

　幼い子供でもあるまいし、そんなことをされなくたってなくしたりしない。口を尖とがらせているところへ、頰杖をついたシュガーがにこにことしたまま言う。

「……ねえねえ、君たちのそれって天然？」

「え？」

「何が」

　意味の分からない問い掛けに、声を揃えて聞き返した。けれどもシュガーは、「まあいいや」と肩を竦めるばかりだった。
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　久々の陸地が効こうを奏そうしたのか、夜を迎えるころには一いち段だんとクレアの体も楽になった。完全な回復にはシュガーの言う解毒剤が必要だろうが、この体調ならもう十分動けるはずだ。

　この街には一度来たことがあると聞いて、墓地まではアドルフに先導してもらった。途中で酒場を見付けたが、ディーンたちはきっとそこにいるのだろう。気に掛かったが、黙ってアドルフのあとを付いていく。

　辿たどり着ついた墓地には、冷たい風が吹き込んでいた。

　枯れ木の木立が揺れ、夜にも関わらず鳥の羽音が響く。森の木々は鬱うつ蒼そうと生おい茂しげり、用がない限りは足を延のばすこともない町外れにそれはぽつんと造られていた。

　植えられた茨いばらは獣けもの除よけだと聞いたが、まるで門番のようにじっとこちらを睨み付けている。決して居い心地ごこちがいいとは言えない有あり様さまだ。

「陸おかの人は相変わらず、大事な人をさびしい場所に埋葬するのね」

　カンテラを手に、クレアはぽつりと呟つぶやいた。

　街の灯あかりも遠く、禁じられた場所であるかのように静まり返った墓場は、闇やみとの親しん和わ性せいがあまりにも高い。向こうに広がる森からは、唸うなり声のような風鳴りが聞こえてくる。

「幽霊船により死人が埋葬されてから、墓地に近付くだけで体調を崩す人間が出ているらしい。呪いに尾ひれが付いて、昼間も人ひと気けはないようだ」

「その呪いが、遺体から出た毒かもしれないわ」

「行くぞ」

　歩き始めたアドルフに頷うなずき、墓場の探索が始まった。

　シュガーから聞いた男の名を頼りに、ひとつひとつの墓石を覗のぞき込んで確かめる。なにしろ広い墓地なので、夜の暗くら闇やみで探すのは骨が折れた。

「シュガーもどうせなら、埋葬場所まで確かめておいてくれればよかったのに……」

「あの性悪がそこまでするわけがねーだろ」

　アドルフは苦にが々にがしい声で言い、次の墓石を見下ろした。正装の手袋を着けたままだが、汚れるのは心配ではないのだろうか。

「墓荒らしなんざ、ゲテモノ趣味にぴったりの余よ興きようくらいに考えてんじゃねーか。俺たちが苦戦すればするほど楽しむんだろうよ」

「なるほど。あなたたちふたりは仲が良いし、シュガーも遊んでるつもりなのかしら」

「……どこをどう見たらそんな感想になる」

　ほかならぬその無ぶ遠えん慮りよさが原因なのだが、彼は分かっていないらしい。それぞれの気き質しつもあるだろうが、王子と騎士という関係性にしては珍しい距きよ離り感かんといえるだろう。

「あいつとは単純に、付き合いが長いだけだ」

「そういえばイヴ王女が、ふたりは騎士学校時代に一緒だったって言ってたわね。あなたが大人しく学校に通ってたなんて、ちょっと想像できないけど」

　尋ねる代わりに見上げると、アドルフはクレアを見もせずに言葉を続ける。

「それが条件のひとつだった」

「条件？」

「俺が全ぜん寮りよう制せいの騎士学校に入ってまともに過すごし、上位の成績を出す。フォード家から出された、妹を食わせるための条件だ」

　アドルフは、なんでもないことのようにそう言った。

「……確か、あなたたちのお母さんは貴き族ぞくの出じゃないのよね」

「娼しよう婦ふだったな。侯こう爵しやく家けに下げ賤せんの血を入れるのと引ひき換かえだとか言ってたが」

　カンテラをぎゅっと握り締める。

　世の中の大人が子供にやさしいばかりでない事実を、クレアもきちんと知っている。

　クレアだって奴ど隷れいとして売られた子供だ。死なない程度の食事を摂とって最低限は眠る、それさえ許されない人間が大おお勢ぜいいるのだ。子供だったアドルフも同様で、そんな条件を突き付けてきた大人から妹を護るため、騎士になったのだろう。

「エルヴィスとは、そのときからの腐くされ縁えんだ。とっとと切りたいところだが、生あい憎にく、お互いに利り害がいの一致もある」

「イヴ王女のことね」

　尋ねるも、すぐに答えは返ってこなかった。

「──アドルフ？」

　クレアが彼を見上げると、アドルフは緩かん慢まんに目を伏ふせたあと、墓石からカンテラを離して小さく呟く。

「……眠い」

「眠いって、そんな急に」

　なんだそれはと思ったが、クレアに背を向けて歩き始めたアドルフの表情は窺えない。やがて立ち止まった彼の目が、真新しい墓石を見下ろした。

「ここだ」

　表面に刻きざまれたのは、幽霊船に近付いて死んだ男の名前だった。

　墓石に跪ひざまずいたアドルフの手が、バジリスクの指輪をしたクレアの手を取る。

　頷いて、クレアも地面に膝ひざをついた。そして、花の捧ささげられた墓前の土に指輪の装飾を触れさせる。

　その途端、バジリスクの卵殻が光を帯びた。

　花を象った卵殻の中央から灯りが滲み、ほろほろと光の粒つぶを零す。淡い珊さん瑚ご色いろの輝きが、クレアの手元と墓土を照らした。

　バジリスクの卵殻が緑から赤に色を変えるのは、触れたものに毒性があったときだけだ。

　墓土を掘るのも覚悟していたが、道具は無用に終わったらしい。

「これで、ヒュドラの毒が原因なのは確定したな」

　呟くと共に立ち上がったアドルフが、そのままクレアの手を引いた。墓から離れるよう促うながされたのを悟さとり、大人しく従って後ろに退ひく。

　ヒュドラが人を殺したことが、これで明めい確かくになった。

　アドルフにまなざしを向けられて、クレアは俯く。

「……アドルフ、私ね」

　悩み、迷って、それでもとうとう口にする。

「あのとき、ヒュドラの記憶が感じ取れたの」

　アドルフがクレアを振り返り、怪け訝げんそうに目を細めた。

「証明は出来ないけれど、間違いないって確信してる。ヒュドラは人間を慕したっていて、『ある人物』に心を許した。その人がヒュドラに近付いて、剣を突き立てたのよ」

　信じた相手に裏切られたのだ。クレアは目の前に建つ墓石を見下ろして、言葉を続ける。

「あなたの言う通り、信じたから裏切られた」

　墓石に添えられているのは真新しい花はな束たばだ。その死を悼いたむ存在があることを想い、途方に暮れてしまう。

「あのヒュドラは、本当に人を大事に思っていたのに……」

　クレアを拒きよ絶ぜつし、攻撃し、睨み付けた竜の姿を思い出す。アドルフに護られていなければ、毒どく牙がはクレアを食い破やぶっていた。

　きっともう、人を信じてはいないのだろう。

『魔物を呼ぶ』この力は、クレアが魔物を信じることで強さを増す。けれどあのとき、クレアはどうしても、ヒュドラに対して踏み込んでいくことが出来なかった。

　一度裏切られた魔物に向けて、『信じる』などと振りかざすのが怖かったのだ。一体何を根こん拠きよに、どんな誠実さで望めば、あの竜の前に信頼を掲かかげる資格を持ち得えるというのだろう。

「お前、怖いのか」

　尋ねられて否定しようとした。しかし、首を横に振れないことに気が付く。

「……どうして……？」

　信じてと言うのが怖いなど、初めて感じたことだった。

　クレアは左手で心臓を押さえる。それに対し、アドルフは平へい然ぜんとした表情だ。

「前にも言っただろ。お前が魔物を護る限り、その恐きよう怖ふは生まれ続けるものだ」

　信じるものも護るものも、手にすれば弱くなる。アドルフやディーンの言う言葉が、ここにきて初めてクレアの中で輪りん郭かくを持った。

「それだけじゃない。お前にとって、魔物は枷かせにすらなっている」

「枷、ですって……？」

「そいつらがいなければ、お前はもっと自由だったんじゃないか」

　思わぬ言葉に息を吞のんだ。

「餓ガ鬼キのころに救われたのが一度だけなら、その思いはとっくの昔に返しているだろう。護り続けようとさえ、しなければ」

　アドルフが一度言葉を切る。

　カンテラの灯りを宿す青の双眸が細められ、知らない人間のような温度でクレアを見み据すえる。そして、手が伸ばされた。

　手袋をした彼の指が触れたのは、クレアの首に下げられた細い鎖くさりだ。

　鎖に付けた銀貨には、カーヴェル海賊団の髑髏どくろが刻まれている。

「何も護らなくて済むのなら、海賊以外の生き方だって、出来たはずだ」

「……アドルフ？」

　そう言った瞬間、アドルフはまるで、小さな子供を護るかのようなやり方でクレアの体を抱き留めた。

　驚いて腕の中で顔を上げると同時、予想していなかった重みを掛けられて地面にくずおれる。覆い被かぶさるように圧のし掛かってきたアドルフの体がずり落ちそうになったのを感じ、反はん射しや的てきにその背中へ腕を回して支えた。

「アドルフ！　ねえ、どうしたの!?」

「うるさい……」

　アドルフはクレアの首くび筋すじに額を押し当てる。次の瞬間、クレアは息を吞んだ。

　彼に触れたクレアの指輪が、血のような真しん紅くに染まっている。

「──毒に、反応して？」

　クレアはようやく気が付いた。

　アドルフがここに来てもずっと手袋を嵌めていた理由が、王子に対する形ばかりの正装を解といていないだけではなかった可能性について。触れたものの毒素に反応する指輪が、アドルフからクレアに預けられた理由。

　襲ってきたヒュドラからクレアを護ったのは、アドルフだ。あの時、直接毒を受けていたのだ。

「私の、代わりに？」

　クレアの言葉を耳にしてか、アドルフが浅い呼吸の中で紡ぐ。

「……お前に、傷が入ると、腹が立つ……」

　以前にも一度、彼に言われた言葉だった。

　傷付けない方法を考えると、確かにアドルフは口にした。けれど、それにしたってあんまりだ。

「なに、やってるのよ」

　声が震ふるえてしまう。

　ヒュドラの毒によって命を落とした船員たちの姿を思い出し、眩暈めまいがしそうになるのを必死で振り払いながらアドルフに叫さけぶ。

「あなた、イヴ王女以外の何者ももう護らないんでしょう!?　英雄でいるなんてうんざりしているんでしょう！　それなのに」

「……は……。……まったく、だな」

　自じ嘲ちようの言葉など聞きたくない。

　ヒュドラの毒を受けて、今まで動けていたはずがないのだ。希望を打ち砕くように指輪は紅く輝く。

　ひとまず助けを呼ばなくては。クレアはアドルフを抱き締めたまま、周囲を見回した。

「────お前に人を信じるなと言うなら、本当は俺だって、お前を突き放すべきなんだ」

　掠かすれた声が、耳の傍で紡がれる。

「何かを護るなんてのは、つくづく、ろくなもんじゃねえな…………」
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　意識を失うしなったアドルフはシュガーの手配した医師によって、ひとまずの応おう急きゆう処置をされ、目覚めないままで寝しん台だいへと運ばれた。

　顔色は白く、繰くり返される呼吸は浅い。傍そばの椅い子すに座って汗を拭ふいてやりながら、クレアは不ふ甲が斐いなさを嚙かみ締しめた。

　腕の傷きずを洗せん浄じようした医師は、毒どくの塗ぬられた剣で斬きり付けられたのだろうと見立てていた。

　だとすれば、やはりクレアを庇かばったために負おった傷なのだ。あれから何日も経たっているのに、アドルフは一切そんな素そ振ぶりを見せなかった。俯うつむいたところで、扉が開く。

「や。アディはまだ生きてる？」

　ふわりと微笑ほほえんだのは、ずっと席を外はずしていたシュガーだった。

「熱がすごく高いの。汗が止まらなくて」

「学生時代に人一倍耐たい性せいを付けてたはずなんだけど。流石さすがはヒュドラ、か」

「耐性……？」

「アディはこう見えて、熱心な学生だったんだ。毒を吞のむとか、評価の上がる訓練は進んで受けまくってたんだよ」

　シュガーはことんと首をかしげつつ、右手に持った瓶びんを揺らすように振った。人差し指ほどの小振りな瓶で、透すき通った青い液体が入っている。

「それ、もしかして」

「じゃーん。ヒュドラの卵らん殻かくと水すい蜜みつ桃とうの果か汁じゆうを混ぜた解げ毒どく剤ざいだよ」

　クレアは思わず立ち上がった。

「取り寄せられたの!?　こんなに早く……」

「ひとまず大だい至し急きゆうってことで、シトンの都に保管されていた一本だけね。成人の男ひとり分には、これでギリギリ足たりる量だってさ」

　ほっと息をつき胸を押さえた。シュガーは、透き通った目でクレアを見み据すえる。

「幽ゆう霊れい船せんの進路だけど、僕の近この衛え隊たいがいままでの法則から計算した。君たちが幽霊船に遭そう遇ぐうした辺りと日数から計算すれば、明日の夕暮れ、ここから百キロくらい沖合の海で待まち伏ぶせ出来そうだ。予備の解毒剤が確かく保ほ出来ない状態だけど、策はあるかい？」

「……自信はないわ」

　ヒュドラは人クレアを拒きよ絶ぜつしている。

　手て負おいの魔ま物ものは凶きよう暴ぼうだ。刺さる剣を抜くのが容よう易いでないのは明めい白はくだった。

「それでも、やるしかない」

　あの船を野放しにすればするほど、犠ぎ牲せい者しやの数が増えていく。

　ヒュドラがこれ以上望まず人を害するのを防ぎたい。それは『力』を持つクレアにしか出来ないことだ。どんな手しゆ段だんを使っても、クレアはあの剣を抜き、ヒュドラを呪じゆ縛ばくから解き放つ必要がある。

　シュガーの透き通った目が、上じよう機き嫌げんな猫ねこのように細められた。

「いいお返事だね。そうと決まったら、姫も一緒にアディを叩たたき起こそうか。この解毒剤、飲ませなきゃいけないんだよね」

「起こすってどうやって？　辛つらいみたい、さっきから全然目を覚まさないの」

「んー、とりあえず水でもぶっ掛けてみる？」

　そう言ってシュガーが本当に花か瓶びんを摑つかんだ、そのときだった。

「……っ、ざけんな……」

「アドルフ！」

　一体どんな精神力をしているのだろう。

　驚いたことにアドルフは、自力で体を起こそうとした。シュガーの言うようにある程度の耐性があるとはいえ、クレアは慌あわてて起き上がる手助けをする。

「無理をしては駄だ目め。起きられる？　これ、シュガーが用意してくれたの」

　アドルフの肩を支えつつ、解毒剤の瓶を差し出した。アドルフは何ど処こか輪りん郭かくの茫ぼう洋ようとした瞳ひとみでそれを見下ろしたあと、短く息を吐はいて続ける。

「……幽霊船を、追うだろう」

　あくまでイヴの命令が第一らしい。クレアは驚いたが、すぐに大きく頷うなずいた。

「もちろんよ、ヒュドラを助けなきゃ。あなたにも手を借りたいの」

「お前に、言われる、までもない」

「だったら早く薬を飲んで」

　クレアは改めてアドルフに瓶を押し付ける。しかしアドルフはその手を押おし遣やり、シュガーに向けて苦い声音で尋たずねた。

「エル、解毒剤は、これだけか」

　アドルフがシュガーを愛あい称しようで呼ぶのを初めて聞いた。取とり繕つくろう余よ裕ゆうがないのだろうと悟さとったが、当の本人は平へい然ぜんとしている。

「言っただろ、貴重なものだって。別の街からも平行して取り寄せるよう命めいじてあるけれど、急いでも一週間はかかる。ひとり分の量だ、きちんと全部飲み切りなよ」

　どうしてか静かに目を伏ふせたアドルフの頰ほおを、汗が伝った。

　アドルフが汗を搔かいているところも、クレアはいままで見たことがない。短い付き合いとはいえ、斬り合いのときですら殆ほとんど息を上げないはずだ。

　辛いのだ。

　解毒剤の瓶を開けてやろうとしたクレアに、静かなまなざしが向けられる。

「──クレア」

　掠かすれた声だった。

　アドルフは次ついで、思わぬことを口にする。

「解毒剤は、お前が飲め」

　想像もしていなかった提案に、クレアはぎょっとして彼を見る。

「何を言ってるの？」

「お前もあのときやられてんだろうが。まだ顔色が悪い」

　いまのアドルフに顔色のことを言われたくない。第一に、受けた毒の量が違いすぎる。

「馬ば鹿か言わないで」

　ドレスを握にぎり締める。

「いまはあなたの解毒が最優先よ。分かり切ったことでしょう？」

「違う」

　クレアに対し、真まっ向こうからの視線が向けられた。

　手負いだというのに、怯ひるんでしまいそうなほどの強い目だ。アドルフはそのまま、シュガーに聞こえない程度の小さな声でこう紡つむぐ。

「毒あ竜れをどうにか出来るのは、お前の力だけだろう」

「！」

「なら、お前が毒にやられないようにするのが、最優先だ。ヒュドラは人間を襲おそってきた。魔物を動かす方法があるにしろ、お前を護る人ひと手でがいる。明白だろうが。……それとも、ヒュドラを俺に殺されるのが、望みか……」

　クレアはぐっとくちびるを結んだ。

　魔物を護ることこそがクレアの望みだ。アドルフはそれを許すどころか、そのためにやるべきことすら示してくれている。

「それでも、駄目よ」

　クレアは瓶の栓を抜き、再びアドルフに差し出した。熱に滲にじむ青色の目を見上げ、心からの誠実を込めて口にする。

「薬を飲んで、アドルフ。……あなたに何かがあったら、耐えられる自信がない」

「……」

　こちらも譲ゆずるつもりがないことを、相手の双眸を強く見返すことで訴うつたえた。

　どれほどそうしていただろう。

　ようやく諦あきらめてくれたのか、アドルフは露ろ骨こつな舌した打うちをした。次いで、クレアの手から瓶を受け取る。

　口を付け、確かに呷あおったところを見届けて、ようやく安あん堵どすることが出来た。ほっと息をついて気を緩ゆるめたのと同時、アドルフに腕を摑まれ、強い力で引き寄せられた。

「きゃ──」

　上下の感覚が反転し、寝台に押し倒されたのに一いつ拍ぱく置いて気付く。咄とつ嗟さに声を上げようとしたその直後、熱を帯おびた指におとがいを摑まれた。

　次の瞬間。




「──……っ!?」

　覆おおい被かぶさってきたアドルフのくちびるが、クレアのくちびるに重なった。



















　反はん射しや的てきに押し返そうとした手を摑まれ、シーツの上に縫ぬい付けられる。抵てい抗こうしようとしたのだが、顎あごを摑む手にぐっと無理やり上向かされた。そうされると閉ざしていられなくなることを知らなくて、触ふれ合ったくちびるが薄く開く。

「ん、ぅ……っ！」

　いけないと思うのに、果か実じつのような味のする液体が流し込まれてしまった。空あいている方の手で必死にアドルフの肩を叩くも、首裏をあやすように手が差し込まれたことによって却かえって大きく開かされる。

　息が出来ない。

　強い毒に侵おかされていて、こんなにも体が熱いのに、びくともしないのが腹立たしい。押さえ付けられた手の指にアドルフの指が絡からみ、精神的にも逃げ場がなくなった。抵抗しきれずにとうとうこくりと嚥えん下げすると、ようやくくちびるが解放される。

「っ、は……！」

　互いの体が離れ、クレアはようやく呼吸をすることが出来た。寝台に手をついたアドルフが、こちらを見下ろしたままなんでもないことのように手の甲こうで口元を拭ぬぐう。

「～～～～～～～っ」

　それを見て、殆ど反射的な衝しよう動どうで拳こぶしを振り上げた。しかし容易たやすく摑まれてしまい、それがいっそう癪しやくに障さわる。

「……っぶねーな、なにすんだ」

「こっちの台詞せりふよ!!　なに考えてるの馬鹿、馬鹿、馬鹿!!　馬鹿じゃないの!?」

　大声を出したくはなかったのに、子供の癇かん癪しやくのようになってしまった。混乱がそのまま言葉となるが、クレアは構わず口にする。

「私を庇って！　それで毒なんか受けて、挙あげ句くに解毒剤まで私に飲ませて！　どうして苦しいのを黙ってたの!?　どうして休んでいなかったの、どうして、こんな」

　解毒剤はアドルフの分なのに。

　クレアは平気なのに、クレアの所せ為いなのに。助けられたことが嬉うれしいのに、こんな形であるのがとても悔くやしい。

「死んじゃうかもしれないのよ……!?」

　それなのに、馬鹿だ。

　致ち死し量りように近いはずの毒を受けて、辛くないはずはない。それでもアドルフが無理をしてまで行動する理由を、クレアはなんとなく分かってしまう。

　自分がいまだ、彼に信じられていないからだ。

　クレアが信頼され、任まかされているならば、アドルフは墓地など同行せずきちんと休んでくれていただろう。毒を受けたことを黙ってはいないし、解毒剤も飲んでくれていた。

「……おい」

　アドルフがゆっくりと息を吐く。

　そのあとで、青い目を細めて言った。

「お前、そんなに弱かったか？」

「弱……っ」

　思わぬ矛ほこ先さきを向けられて、クレアは混乱のまま顔をしかめる。

「最初に俺が剣を突き付けてやったときは、怯ひるみもしなかったくせに。敵船に乗り込む前に震ふるえるわ、人が毒にやられたくらいで混乱するわ」

「……失礼ね。私だって、怖いものは怖いわよ……」

「前は顔にも出さなかっただろ」

　ぐっと言葉に詰まった。

　確かにそうだ。クレアはそもそも、怖いという気持ちをそれほど表に出す気になれない。傍にいた父や船員たちが、どんな恐きよう怖ふも笑って迎え入れるところに憧あこがれてきた。

「あなたの言う通りよ」

　ぐずぐずに震えてしまう声で、クレアは紡ぐ。

「あなたといると、自分が小さな子供に戻ったみたいになる。信じることが強さだと思っていたのに、あなたを信じれば信じるほど、こんな風にぐらぐらする……」

　アドルフといると、揺らいでしまう。

　けれどもこれは弱さなのだろうか。そもそもが、強さとはなんだろう。困こん惑わくするクレアを前に、アドルフはふっと緩めるように目を細めた。

　それから、クレアの頭を撫なでる。

「……アドルフ？」

「お前が俺に弱いところを見せるのは、気分が良い」

「……っ？」

　なんだそれは、といっそう混乱した気持ちになった。

　人の弱いところを見て気分が良いと言うのなら、大たい概がい彼も性格が悪い。しかし、アドルフの言いたかったところは別にあるようだ。

「必要なもののためだ。堂々と利用しろ、お互いにそうだろうが」

　大きな手が、するりと離れてゆく。

「これは、利り害がいの一いつ致ちだ」

　くちびるを結んだ。

　クレアがなにより望むのは、魔物を護ることだ。

　人を殺す生き物を護る、その許されない願いのために海かい賊ぞくになった。どんなことでもすると決めたのだ。

　アドルフはそれを知っていて、自分を利用しろと言っている。お互いの目的のために。

　クレアはどうしようもなく、アドルフに護られているような気持ちになった。

　人を護ることを嫌きらい、誰も護らなくて済む国を望む彼が、そんな風に受け取られたいはずもないのに。

「……だけど」

　クレアは静かにくちびるを開く。

「私だって、アドルフを護りたい」

　アドルフが僅わずかに目を瞠みはった。真まっ直すぐに向き合い、クレアは眉まゆ根ねを寄せたまま紡ぐ。

「それが出来ないとすごく苦しい。あなたが望んでいないんだから、それは私の自分勝手な気持ちなんだって心の底から実感する。でも、どうしても我が慢まんが出来ないの」

　かなしみと混乱が入り交じり、ぎゅっとドレスを握り締めた。声が震えてしまうことが、心の底から忌いま々いましい。

「──アドルフ…………」

　たまらずに、彼の名前を口にした。

　護りたいものが増えるたびにこんな思いをするのなら、ディーンが言う『弱くなる』という言葉も一いち理りある。

　アドルフが目を細め、クレアの髪に触れかけたのを、俯いていたクレアは知ることができなかった。

　一拍の後に、沈ちん黙もくが破やぶられる。

「……おい、エルヴィス」

　アドルフは振り返ると、いつのまにか椅子に座って頰ほお杖づえをつきながら傍ぼう観かんしていたシュガーをぞんざいに呼んだ。ぴたりと気配を殺していたシュガーは、ぱちぱちと瞬まばたきをする。

「もっと茶番を続けてくれてもよかったのに」

　彼は次に小首をかしげ、ふわりと笑った。

「それにしても見事な精神力！　アディは相変わらず博ばく打ちに出るね。もともとじわじわ苦しくなるタイプの毒とはいえ、素晴らしき瘦やせ我慢だな。君の苦しむ顔も騎士学校以来だ、悪くないよ」

「黙れ、性しよう悪わる」

「ご命令のままに。フォード侯こう爵しやく」

　なんとも恭うやうやしい一礼に、アドルフは苦にが々にがしく続けた。

「解毒剤が無理なら、口の堅かたい医者だけでもいますぐ用意しろ。応急処置くらいはやりようがあんだろ」

「なんだ、やっぱり辛いんじゃない。瘦せ我慢をしてるところ悪いけれど、この件に関わっても問題ない医者となると難むずかしいな。残念ながら五日は……」

「大丈夫よ」

　クレアは静かに言葉を落とす。

「医者なら心当たりがあるわ。万全にとは難しくても、応急処置ならきっと大丈夫」

　ぐずぐずと嘆なげいてはいられない。

　どれほど不本意な事じ態たいであろうと、アドルフから奪うばってしまった以上は受け入れて動くしかないのだ。クレアは深呼吸をしたあと、立ち上がって言い放った。

「──ここで待っていて」

　アドルフに人差し指を突き付け、言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「出掛けてくるわ。シュガーはゆっくりお茶でもどうぞ」

「おい。お前、何をする気だ」

「大丈夫よ」

　クレアは迷わず口にした。

「私の船員に会いに行くだけ」
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　大きな港町の酒場というものは、明け方近くまで開いているのが殆どだ。大金を持った船乗りたちが久々の陸おかを楽しんで歌い騒さわぐため、朝焼けのころまで灯あかりは消えない。

　クレアが酒場の扉を潜くぐると、夜明けを前にいっそう盛り上がりを見せる客たちは、何処かぽかんとした様子でクレアを見上げた。

　女じよ給きゆうでも娼しよう婦ふでもない風ふう貌ぼうをした十六歳の少女は、この街の酒場には珍しいらしい。不似合いなものに対する目を向けられるのは慣れているので、遠えん慮りよのない視線を無視して歩き始めた。店内を見回していると、奥の一角に探していた面々の姿を見付ける。

　彼らのひとりが、中央で杯を呷る青年に向けて呆あきれたような声を投げた。

「おいディーン、いい加か減げん引き揚げようぜ。お前も餓ガ鬼キじゃねえんだからよ」

　クレアの目当ての青年は、否定を示して唸うなるような声を上げる。

「いー、やー、だ、帰りたくねえ。どうせ船はあの女のものに──」

　拗すねているのを隠かくさないその言葉は、こちらに気付いてかぴたりと止まった。クレアはそちらに歩いてゆくと、向かい合うのは久し振りに思える隻せき眼がんの青年を見下ろす。

「こんばんは、ディーン」

「……クレア」

　ディーンは仏ぶつ頂ちよう面づらを作り、ふてぶてしく頰杖のままで睨にらんできた。クレアが幽霊船に乗ると申し出たとき、小舟に乗るのを眺ながめていたときの表情そのままだ。

「なんの用だよクレア。わざわざお出ましとは、いよいよ幽霊船退たい治じの再開か？　好きにすりゃあいいさ、さっさとテメーらだけで……」

「アドルフを助けて」

　口にすると、ディーンだけでなく周りの面々はみな怪け訝げんそうな顔をした。

「なんでもするから、アドルフを助けて」

　ドレスの裾すそを握り締め、けれど表には決して揺らぎを出さずに繰り返す。一見すれば凜りん然ぜんとしたクレアの言葉を、ディーンはいつものように一笑した。

「あの凶きよう悪あく騎き士しを助けるだあ？　おいおい、一体何を言い出してんだよ」

「幽霊船の正体は、毒どく竜りゆうヒュドラを乗せた無人の船だったの。あの人、私を庇って毒を受けていたのに、平気なふりをして無茶してたんだわ」

「毒、って」

　ディーンは目を見開いたが、一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんのあとで皮ひ肉にくめいた笑みを作った。

「……は、そりゃあご愁しゆう傷しようさまだな。祈いのりの要よう請せいなら他よ所そを──」

「あなたは医者でしょう？」

　ディーンが一瞬言葉を切った。周囲の船員たちも沈黙して、一いち様ようにクレアを見上げている。

「何を、言ってやがる？」

「リトア号の中で、あなたは船医の役目を担になっている。意外だからすぐには結び付かなかったけれど、動物たちの具合が悪いとき、みんなはいつもあなたに判はん断だんを仰あおいでいた」

　それだけではない。

「幽霊船に襲われた船で、生いき延のびた人を見付けたときも、あなたは迷わず治ち療りように入ろうとした。病状も見極めて、ほかの人に指示を出していたわ。リトア号に戻った私にあなたが近付いたとアドルフから聞いたけれど、そのときの状況を元に、何かしらの処置をしてくれたんじゃないの？」

　そうでなければクレアだって、時間を重ねるごとに症しよう状じようが悪化していったはずだ。自然に回かい復ふくするはずなどなかったことは、アドルフを見たいまならよく分かる。

　ディーンはしばらく俯いていたが、やがて、振ふり絞しぼるような声を紡いだ。

「だったら、なんだよ」

　向けてきたまなざしには、挑いどむような強さが込められている。

「これで分かっただろ？　レオンに続き、あの騎士まであんたを護って死にかけてる。護る者を作った人間はみんな弱くなるんだ」

　クレアは小さく息を継つぐ。

「アドルフやあなたが言うその意味を、ずっと考えていたの」

　──護るもの、信じるものを持つと、囚とらわれた人間は弱くなる。

　確かにヒュドラも人を信じ、そのために命を落としそうになっている。本来ならクレアを庇わなければ、強いアドルフが毒を受けることなどなかっただろう。

「庇わせてしまった。その結果大きな怪け我がまで負った。私の所為で、だからこそ」

　クレアはディーンを見据える。

「私は、私を護ってくれたアドルフとお父さんを、決して弱いとは思わない」

　途と端たんにディーンが顔を歪ゆがめる。

　船員たちも互いに顔を見合わせ、ざわめきを伝でん播ぱさせてゆく。

「……冗じよう談だんじゃない」

　最初に口くち火びを切ったのは、ディーンだった。

「総船長になる前のレオンは、本当にすげえやつだった」

　語られるのは、クレアの知らない父の姿だ。

「望むものはなんでも手に入れた。敵の海賊も騎士もみんな返り討ちにして、どんな窮きゆう地ちも笑って乗り越えちまう。あいつの前に敵なんかいなくて、誰にも支配されない姿に憧れた。あんたという護るものが出来るまではな」

　ディーンの手が、ぐっと強く握り締められる。

「あんなに血を流すレオンを見たことはなかった。なのに自分には何も出来ねーことを実感して、どうしようもなく嫌になった。医術の勉強をしたって、ひとりで船を仕切るようになったって、あのときのどうしようもねー気分が捨て切れねえんだ」

　ディーンの隻眼が、置いて行かれた子供のような揺らぎを持ってクレアを見上げた。

「俺はあんたを憎にくんでる」

　その言葉は重く、静かだった。

「あの騎士を救ったらなんでもするって言ったよな。それを利用して俺があんたに復ふく讐しゆうするってことくらい想像できるはずだ。……あんたは、それが怖くねえのか」

　怖いものならほかにある。

　だから、クレアはこれから交かわす約束を恐おそれていない。それには明めい確かくな理由がある。

「本当は、ずるい約束だと分かっているの」

「……っ？」

　あたかも公平なふりをして、ひどい裏切りかもしれない。けれど、事実は事実だ。

「あなたはきっと、私にひどい要求をしたりしない。そんな確信があって、条件にしたわ」

　ディーンは隻眼を見開いた。

「──……それ、本気で言ってんのか？」

「もちろんよ」

　クレアは確信を示すため、堂々と両腕を広げる。

「咄とつ嗟さのとき、あなたが迷わず病人を介かい抱ほうすることを知ってる。仲間のために行動することも分かってる。あなたのことを、心から信じる」

　無条件に仲間を信じるのは、もう終わりにした。

　その代わり、自分の目で確信し、信じると決めたものは絶対に貫つらぬき通す。信じて護るのは弱いと、誰かに言われるかもしれない。けれど。




「どんなときも貫ける信頼を預ける。──それは、私にとっては、紛まぎれもない強さだわ」




　奇き妙みような沈黙がその場に生まれた。

　船員たちの面おも持もちを見ると、複ふく雑ざつな思いがあるようにも見える。だからといってクレアも譲れない。

「……そういう、ことか」

　ディーンが小さく呟つぶやいた。

「昔、レオンの野や郎ろうが俺に聞いたんだ。『強さ』とはなんだと思うって」

　リトア号に乗る前に、クレアにも父から向けられた問いだ。

　あのときのクレアは『護るもののために、人から奪う力』だと答えた。けれど、いまならもっと違う答えを返すだろう。

　父がクレアにリトア号を与えた理由も、ディーンを配はい下かにと命じた理由も、なんとなく分かった。それは、ディーンも同じのようだ。

「レオンを見て、人を護ると弱くなるんだと思った。正直それはいまでも変わんねえよ。でも、人を護って弱くなる覚悟すらない俺は、もっと弱かったんだ」

　周囲を取り巻く船員たちも、何処か悟さとったようなまなざしでテーブルに視線を落とす。

「……レオンがこの船に寄りつかなくなったのも当たり前だ。弱いものは必要ない、価か値ちがない、それだけのことだったんだ」

　ディーンの手が、隻眼を覆った。

「俺は、弱いんだ」

　クレアは迷わずに口を開く。

「あなたが強くても、弱くても、私には関係ない。勝手に諦めないで」

　その言葉で、彼らの視線がすべてクレアへと注そそがれた。

「その力が必要なの。私はあなたたちを望み続ける、信じ続ける。価か値ちがあって、欲しいものだと言うのを決してやめない」

　隻眼を真っ直ぐに見据え、クレアは言う。

「──だから、私と来なさい」

　迷わずに、彼らへの誓ちかいを口にする。




「信じた先に何があるか、私がちゃんと見せてあげる」

「……！」




　ディーンが真っ直ぐにクレアを見上げた。

　隻眼の中に、小さな火花が瞬またたいたようにも見えた。それが何かは分からないが、再びの静せい寂じやくが酒場を支配する。

　やがて、船員のひとりが静かに視線を動かした。

　ひとり、またひとりと、注ちゆう視しがディーンに集まってゆく。彼らの表情は、既すでにその腹を決めている人間のそれだ。

　彼自身それが分かっているのか、ディーンは深く俯いた。

「……俺の船長は、レオンだけだ」

「ディーン!?　テメェこの期ごに及およんでまだ」

「当たり前だろ！」

　ディーンははあっと息をつき、心底悔くやしそうな口振りで言った。しかし次に紡がれたのは、クレアが予想していたような言葉ではない。

「こいつは、俺たちを見た上で、信じることにしたって言うんだ」

　クレアは思わず目を丸くする。

「だったら俺たちだって、それに応こたえる必要があるだろ。完全に信じられない状態で船長にするなんて、そんな無む責せき任にんな真ま似ねはしたくねェ」

　ディーンが立ち上がった。

「あんたを認めるのはまだ先だ。けれど」

　クレアと正面から目を合わせ、彼は言った。何かを言い掛け、それを搔き消すように眉根を寄せたあとで杯を掲かかげて高らかに告つげた。

「……みんな、酒を飲み干せ！　あの胸むな糞くそ悪い騎士の治療を手伝え、船の準備もだ！」

「おうともよ！」

　口々に勇いさましい声が響ひびく。ぽかんとしたクレアに対し、ディーンは何処か吹っ切れたような表情で言った。

「幽霊船の討とう伐ばつが、レオンと、『あんた』からの命令だろ」

「……っ」

　クレアはぎゅっとくちびるを結ぶ。

　そうしているうちに、船員のひとりに杯を渡された。受け取って、ディーンと交わす。

　海賊同士が結ぶ同どう盟めいの証あかしだ。一いつ滴てき残らず飲み干したら、各おの々おのが各々の仕事へとかかる。
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　アドルフの応急処置は、ディーンの手によって適切に行われ、そのあいだにもほかの船員たちが出しゆつ航こうに向けてリトア号の準備をしてくれた。

　アドルフは最初こそ渋っていたが、毒に侵された状態ではろくろく拒絶し切れなかったらしい。その代わり、治療後には随ずい分ぶん熱も下がったようだ。

　やがて、海の向こうに夕日が溶とけ、藍あい色いろに滲む夜が来る。

　ディーンたちの舵かじ取とりで、リトア号は沖合の幽霊船を目指していた。星が予定の時刻を示すころ、シュガーのもたらした情報の通り、霧きりが周囲を覆い始める。

　この先に、幽霊船がいる。

「リトア号は前回の通り、毒が及ばない程度の距きよ離りで待っていて」

　舶はく刀とうを腰に装そう備びし、小舟に乗り込んだクレアは、船員たちにそう指示を出した。

　次に、問答無用で舟へ同乗した目の前の騎士を見み遣やる。

「アドルフ」

　名前を呼ぶと、膝ひざの上に頰杖をついたアドルフは、まなざしだけでクレアを見上げた。

　表面上の様子だけならば、到とう底ていその血に猛もう毒どくが巡めぐっているのだとは思えない。確かに顔色は優すぐれないものの、少しも罹り患かんの気配を出さない精神力には感かん服ぷくした。

「……本当に、戻る気はないのね」

「いい加減うるせえ」

　念押しに返されたのは、まるでこちらが悪者であるかのような返答だ。

「ヒュドラの剣を引き抜くまでのあいだ、お前には必ず隙すきが出来る。そのあいだにまた襲い掛かられてみろ、今度こそ死ぬぞ」

「私だって最低限、自分の身は護るわよ」

「噓うそつけ。毒の危険がある以上、解毒剤を飲んでいるお前と既に毒を受けた俺が最適解だ。異い論ろんがあるか？」

「異論だらけよ、分かっているでしょう？」

　いくら応急処置があったといえど、ヒュドラの毒に侵された人間が平気で動けるわけがないのだ。とはいえ毒の危険がある以上、ディーンたちに頼むのも憚はばかられた。アドルフだけが、新たに被ひ害がいを負う危険がない存在だ。

　アドルフが絶対に引かないであろうことも分かっている。クレアに出来るのは、一いつ刻こくも早くヒュドラの剣を抜き、幽霊船と『人間』の呪のろいから自由にしてやることだ。

　諦めて小舟に座り、漕こぎ出した。正体の分かっている幽霊船に対していだく感情は、前回のような未み知ちに対する恐怖とは少し異なっている。

　幽霊船の傍に着き、前に蹴け破やぶった砲門の穴から中に入る。

「その辺り、腐くさっているかも。気を付けて」

　何処となく柔やわらかな床板を危あやぶみ、後続のアドルフに手を伸ばす。しかしアドルフは難なんなくそこを避よけ、クレアの先に立った。

「お願いだから、ヒュドラのところに着くまで無理はしないでね」

「お前こそ、逸はやって勝手に魔物へ近付いたりするなよ。うっかり攻こう撃げきでも受けてみろ、クソ重てえのをまた担かついで帰るのは御ご免めんだからな」

　担ぐとはなんのことかと首をかしげたが、自分が前回の甲かん板ぱんで意識を失った事実を思い出してさっと青ざめる。

「お……重たいのは舶刀が原因だもの！　あとナイフと靴くつ底ぞこの鉄てつ板ぱんと鉄製の杭くいで作った踵ヒール！」

「どうせいまはもっと重装備なんだろうが。銃じゆうも縄なわも仕込んでんのは分かってんだよ」

「というか、あなたが倒れたら私が担ぐのよ。そっちの方が大変だわ」

「いけんだろお前なら」

　しれしれと言い切られ、お望み通りいますぐ担いでやろうかと思う。

　だが、本当は辛いはずのアドルフは淡たん々たんと言うのだ。

「俺への余計な心配よりも、自分のことを全まつとうしろ」

　クレアは青い瞳を見上げる。

　魔物を救うためならば躊躇ためらわないと、ほかでもないアドルフにそう約束したのだ。誓いを立てた以上、翻ひるがえすことは出来ない。

「行きましょう」

　クレアとアドルフは、最上を目指して歩き出した。

　前回と同じ道行きを選び、ロープの残ざん骸がいや転ころがって錆さびた大砲などを避けて慎しん重ちように奥へと進む。外から流れ込んだ霧が船内の視界を悪くしており、やはり濃こい花の香りがした。甘あますぎる匂においの所為で、毒がなくとも気分が悪くなりそうだ。

　意外にも、沈黙の中で先に口を開いたのはアドルフだった。

「それで、お前の方の毒は抜けたのか」

　湿しめった階段を注意深く上りながら、クレアは頷いた。

「少しだるさもあったけれど、いまはすっかり大丈夫。解毒剤の、お陰かげ、で……」

　そこまで言い、飲まされた方法に難があったことを改めて思い出す。

「…………」

「なんだよ」

　クレアは口元に指をやる。

「あれって、その、なんというか」

　少し考え、悩んだ上で、分からなくなって言葉に出した。

「……キス、のうちに入るのかしら」

「………………」

　アドルフは眉根を寄せたあと、関心の薄そうな目でふいと前を向いてしまう。

「さあ」

「ちょっと、否定してよ！」

「知らん。どうでもいい」

「どうでもよくないわ！　というかあなた私の初めてを奪ったことになるんだからね、そんなの嫌でしょう!?」

「ふうん」

「もう!!」

　どうにか首を横に振らせたかったが、クレアが認めなければいいだけの話だと思い直した。シュガーが見ていた気もするので、後でよく口止めをしておかなくてはならない。

「──多少は回復したみてーだな」

　クレアはふたつ瞬きをした。

　体調の話でないことは、その言い方からなんとなく分かる。恐らくはアドルフが倒れる前、クレアが墓地で恐怖を口にしてしまった所為だ。

「それともまだ、ヒュドラに接するのは怖いか」

　クレアはくちびるを結ぶ。

　この階段の先に船長室があり、甲板がある。ヒュドラはいまもそこにいて、呪じゆ詛その血を流し続けているのだ。




　──ここを動くな。

　──死ね。

　──この海に生きるものを殺してしまえ。




　そんな命令に縛しばられて、人を憎み続けている。そのヒュドラに近付くことで、どんな思いをいだかせてしまうのか、恐怖が捨て切れたわけではないけれど。

「心配かけて、ごめんなさい」

　アドルフは嫌そうに眉根を寄せた。

「心配なんかするか」

「うそ。本当はあなた面めん倒どう見みがいいんだもの」

　ひどく湿って足場の悪い階段を上りながら、クレアは笑う。

「それに案外律りち儀ぎだわ。最近段々分かってきたの」

「あのな。やっぱりまだ毒が残ってるんじゃねーのか」

「だって、事実だもの」




　──お前に人を信じるなと言うなら、本当は俺だって、お前を突き放すべきだ。




　アドルフが確かに呟いたことを、クレアははっきりと耳にしている。

　護り続けた末すえにどんなものを負うか、信じられ続けた果はてで何を失うのか、彼は心から知っている。英雄騎士と呼ばれ、すべての責任を注がれて、その先に妹を失ったのだ。

　船長室を目前に捉とらえ、クレアは深呼吸をした。

「アドルフ。……私、やっぱり仲間デイーンたちを信じることにしたの」

　扉の外はずれた入り口を潜くぐり、古びても豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんの部屋に踏ふみ込む。手にしたランプによる影が部屋を覆っても、アドルフは何も言わない。

「あなたに否定されても、心配されても、どうしても気持ちは譲れない。馬鹿だって、そう思うかもしれないけれど、だけど」

「知ってるよ」

　それは、表面だけ受け取れば実に淡たん泊ぱくな言葉だった。

「お前はどうせ、どうあっても変わらない。簡単に変わるくらいなら、こんなに俺が腹を立てる理由もねーんだ」

　クレアは少し驚いた。

　アドルフがクレアの所為で怒ることは、出会った当初から当たり前のことだった。何しろお互いに正反対の意見を元に、真逆の主しゆ張ちようを掲げてきたのだから。

　けれどいま、アドルフはどうやら、クレアのために怒ってくれているらしい。

　階段に足を掛けると、小さく軋きしむ音がした。先をゆくアドルフは、言い聞かせるようにこう続ける。

「俺はもう、何かを信じるつもりはない」

　靴音の中に、甲板から吹き込んできた潮しお風かぜの声が混じる。

「だが、それでも」

　アドルフとクレアは、濃のう霧むに覆われた甲板に出た。

　相変わらず咽むせ返るほどに甘い花の香りに顔をしかめる。帆の残骸や朽くちた木板の散さん乱らんする甲板の先に鎮ちん座ざする竜りゆうは、気配に気付いてか九つの頭をゆっくりと擡もたげた。

　明確な敵てき意いの籠こもるまなざしだ。一気に張り詰めた空気を前に、知らず体が強こわ張ばった。

「それでも」

　アドルフは、毒に侵されているとは思えないほどの淀よどみなさで剣の柄つかに手を掛ける。鞘さやごと抜き、真っ直ぐに言った。

「お前が本当にやってのけると言うなら、多少は手を貸してやる」

「……っ」

　その直後、竜の大きな咆ほう哮こうが響く。

　同時にアドルフが踏み込んだ。たちまちぎょろりと向いた竜の頭が三つ、叩き付けるような勢いで振りかぶられる。アドルフはそのうちふたつをかわし、鞘から抜いていない剣を翳かざしてもうひとつを受け止めた。

　魔物を傷付けたくないクレアの我わが儘ままを汲くんでくれているのだ。ドレスを翻しながら駆かけるクレアは、ぐっとくちびるを引き結んだ。

　剣が突き立てられているのは、腹はら這ばいになった竜の背だ。クレアの背丈よりも高い場所にあるため、その体を登らなければ届かない。

　甲板を黒く濡ぬらす血に足を取られそうだ。後ろに回り込むため、アドルフと戦う竜の隙を縫おうとしたが、右みぎ端はしの頭がクレアを見付けた。

　長い尾がぐうっと持ち上がり、鞭むちのようにしなる。間合いを開けようとしたところで、竜の頭がクレアの背はい後ごに迫せまっているのに気付いた。

　だが、怯みはしない。

　信じていた通りにアドルフが動き、頭のひとつを鞘で下から叩きのめした。悲鳴のような竜の叫さけび声に、びりびりと鼓こ膜まくが震える。

「アドルフ、ありがとう！」

「さっさと行け！」

　再び駆け出すことでそれに応える。毒に蝕むしばまれているといえど、アドルフの剣はやはり見事な腕前だった。

　怒いかりのままに暴あばれていたヒュドラが、徐じよ々じよにアドルフの動きに集中し始める。散さん漫まんだった九つの首は、神とも呼ばれる竜にふさわしく統とう率そつの取れた動きを取り始めた。力のままに振り払える相手ではないことを、ヒュドラも理解してきたのだろう。それと共に、クレアもやっとのことで竜の背へと駆け寄ることが出来た。

　しかし、改めて間近で見上げたとき、思わず怯んで足を止めそうになった。

（どうして、こんな……）

　傷を負ったヒュドラの衰すい弱じやくは、目に見えて以前より進んでいた。

　いくつかの頭は力なく下向き、荒く呼吸をしている。ところどころ鱗うろこの剝はがれ落ちた皮ひ膚ふは干からび、剣の突き立てられている傷口だけが、じゅくじゅくと血の膿うみを流し続けていた。

　見ていられないほどの痛いたましい姿に心臓が早はや鐘がねを打つが、逃げるわけにはいかない。

（助けなきゃ……）

　あの忌いまわしい剣から、一刻も早く解放してやらなくては。

　切せつに願って手を伸べたとき、雷らい鳴めいのような衝しよう撃げきが宙ちゆうからクレアの指に走る。

「……っ！」

　ばちんという音と共に、反射的に手を引いた。前回もクレアを退け、船を大砲から護ったであろう力だ。

　やはり、この竜には物を、他者を支配する力がある。その力で拒絶されたのを思い知ると同時、背後でも鈍にぶい衝撃音が響く。

「アドルフ！」

「うっせえ！　自分の、心配してろ……！」

　ヒュドラに弾はじかれて甲板に膝をついたアドルフが、剣を支えに短く息を吐いた。額ひたいから顎に伝った汗が落ち、やはり辛いのだと改めて思う。

　焦あせるな。いいや、急がなければ。落ち着け、間違うな、分かっている。自分に言い聞かせ、クレアはヒュドラを見上げた。

　信じられていないのは元よりだ。

　そんな相手に信じてと言い続けたところで受け入れられないなど、アドルフやディーンたちと接する上で思い知ったはずではないか。

　信頼を振りかざすのではない。

　人相手と同じで、先にこちらが受け入れなければ。

　クレアは深く呼吸をして、ゆっくりと一歩踏み出した。

「……教えて」

　やさしい声で、大事なものへ接しているのだと伝えながらヒュドラに告げる。

「人間わたしに対して、どんな気持ちをいだいているのか。……憎いのか、かなしいのか」

　その両方でも、受け止める覚悟は出来ている。それがどれだけ恐ろしいことであろうとも、クレアはこの道を選び続ける。

「お願い」

　口にした、次の瞬間だ。

　クレアの頭に、再び強い痛みが生まれた。

　解毒剤の効こう果かが切れたのかと、毒の影響を危ぶむ余裕もないほどの痛みだった。アドルフに名前を呼ばれたかもしれないが、それすら真まっ当とうに判断が出来ない。

　そこに、言葉が流れ込んでくる。

　──ここから動くな。

「……っ」




　──このままここで乾いて、朽ちてゆけ。そしてこの海に生きる者を殺せ。

　────死ね。殺せ。殺せ、殺してしまえ。




「……そんな、もの……」

　従う必要などないのだ。

　口にした声が震えてしまった。

　もっと明確に否定をしたいのに、声が上う手まく出てこない。竜はこんな言葉に縛られて、こんな呪詛に支配されて、自みずからの死の中に座り込んでいるのか。

　クレアは、竜が人にいだいた愛情を、人に望んだ優しさを、知っている。

　泣きたい気持ちが支配するのに、人間じぶんには泣く資格すらないと思うから涙も出ない。クレアは自らの喉のどを叱しつ咤たしながら、辛かろうじて鱗の残る竜の頰へと手を伸ばした。

「……どれくらい、痛かった？」

　小さな声でそう尋ねる。

「人のことを、たくさん憎んでる？　もう、許せない？」

　この竜が受けた裏切りを前に、クレアは何も出来ない。

　それでも。

「お願い。その剣に、触れさせて」

　どうか、どうかと祈りを込め、濁ったその目を見詰めて祈る。

「あなたを助けたい……」

　言葉を受けたヒュドラの目が、ひどく緩慢な鈍さでクレアを見る。それと同時、それまでとはまったく別の感情が流れてきた。

（……違う……？）




　──約束だ。




　自分の中にそんな意識が生まれ、クレアは目を見開いた。流れ込んでくるのが誰の感情か、誰の記き憶おくか、考えるよりも感覚で理解する。




　──あの人間と、約束をした。

　──大好きなあの人間が『自分』に望み、願った。




　あの人間を信じて『自分』はここにいる。




「……そんな」

　クレアは頭が真っ白になった。

　同時にすべて気が付いた。『ヒュドラを救いたい』と願ったクレアに敵意を向けた理由もきちんと分かった。どうしようもなくかなしくて、それでも理解してしまった。

「あなたは、『その人』のことを、憎んですらいないのね」

　クレアの言葉の直後、一拍を置いて、ヒュドラが静かにクレアを見た。

　神とも恐れられる竜が、人に裏切られたはずの魔物が、同等の相手へ語るようなまなざしを向けた。そのあとで、静かに瞑めい目もくする。

　次いで、投げ出すようにして、すべての頭と尾の力を抜いた。

　ヒュドラの身が甲板に沈み、鈍い音を立てて船を揺らす。眉根を寄せたアドルフがクレアを見たが、クレアはヒュドラから視線を逸そらさないままくちびるを開いた。

「その人との約束を守るために、ここにいたの。他の船を追ったのも、その人に、また会いたくて？」

　ひとりでも残れば船を解放するのは、探している船でないと分かるからか。問い掛けへ答える代わりのように、濁った瞳が閉じられた。

　呼吸は浅く、目に見えて弱り果てた姿だった。クレアが踏み出したのに気付いて頭を動かそうとしたらしいが、首をぶるぶると震わせたあと、ぐったりと諦めてしまう。

　もう、顔さえ上げられないのだ。いままでアドルフに対たい峙じしていたことが、奇き跡せきだったのだと思い知る。

　──少しも分かっていなかった。

　クレアが『救いたい』と願った行こう為いは、ヒュドラにとっての救いではない。誰かの思う救いがほかの誰かにとっての救いだとは限らない。

　ヒュドラの胸にあるのは復讐でも憎ぞう悪おでもなく、信頼した人間への情、ただそれだけだったのだ。

「……強いのね」

　クレアはヒュドラの体に触れる。

　鱗が干からびて削そげ落ちた部分を避さけ、慈いつくしみを込めてその体に触れる。冷たくて、温かい竜に額を押し当てた。

　人間を信じて傷付いたことを、ヒュドラは後こう悔かいなんかしていない。

　多くの人々を殺した事実を、竜が理解しているかどうかは分からない。けれど、分かっていたとしても、この竜は選んでいたのだろう。クレアが何を傷付けても魔物を護ると誓ったように。

「ここに居続けることを選んだの？　たとえ、このまま死ぬことになっても」

　クレアは言い、努つとめて微笑みの形を作った。

　剣を抜き、血を止めることが出来たとしても、この魔物は恐らくもう助からない。

　膿うんだ傷口の痛みを引きずり、自身の毒に苛さいなまれ、あとは苦しみながら死んでゆくしかない。かつて愛した人のために、かつて愛した人間を殺しながら。

　遅かれ早かれ、そのときは必ず来るのだろう。だが、竜が永ながらえるほど、竜による死者は増えていく。

　だとしたら──。

「──ごめんね」

　本当ははっきりと否定してやりたい。

　あんな声が、あんな呪いが、約束と呼ばれる誓いであってたまるものかと投げ付けたい。けれどそれは、他人の持つ信頼や正義を蔑さげすむことと同義なのだろう。だからクレアは目を瞑つむる。

「あなたが、あなたの我が儘を貫くのと同じ」

　自分に出来ることがなにか、はっきりと分かる。だからこそ、クレアは告げる。

「……これは、私の、我が儘よ」

　もう二度と、ヒュドラに人を殺させたくない。

　助からない命だということを、苦しみながら死を迎えるのだという事実を言い訳に、クレアは小さく言葉を紡ぐ。

「人を信じてくれてありがとう」

　本当は、こんなことを言う資格などないのだ。

「だけど」

　竜の頭にそっと触れる。

　自分の中に、その力があることを、クレアは自然と理解した。

　何が起こるか理解して、それでも口にする。

「──もう、おやすみ」

　終わりの言葉だ。

　クレアの言葉を理解してか、ヒュドラは僅かに目を開いた。逡巡のような仕草を見せたあと、頭のひとつを震えながら持ち上げる。

　そして、クレアにぎゅうっと擦すり寄せた。

　まだそんな力が残っていたのだろうか。驚くクレアを前に、ヒュドラは愛おしそうに目を閉じ、甘えるような仕草でその額を押し付けてくる。

　情愛を示すために使われた、人の子供が大好きな人にするような強さによって、ヒュドラの想いがそこに見えた。

　約束を裏切らない、自分はそれでいい、けれども。

「ありがとう」と言われた気がして、胸が詰まる。

　ヒュドラはクレアを見上げ、頷いてみせる代わりのようにもう一度瞑めい目もくした。

　ぐらりと、竜の頭が揺れる。

　それっきり、あっけなく力尽きて沈んだ。甲板に投げ出された頭はぐったりとして、呼吸の動きも消えている。

　それと同時、みるみると霧が晴れ始めた。

　ヒュドラによって生まれていた毒が消える。

　木々についた花が散るように、水すい葬そうの棺ひつぎに預けた花びらが海中で溶けてゆくように。それが何を意味するのか、理解したくなくて思わず手を伸べた。しかし、後ろから腕を摑まれる。

「アドルフ……！」

　気が付けば、クレアの体はアドルフに引き寄せられていた。

「アドルフ、ヒュドラが！」

「分かってる。だが見ろ」

　アドルフに顎を摑まれ、無理やりに示される。視線の先ではヒュドラの血がじゅわりと音を立てて蒸じよう発はつし、甲板には熱が立ち込めていた。

　アドルフが止めてくれていなければ、その熱で火傷やけどを負っていただろう。

「船の側そく面めんに流れ出た血も溶け始めている。この船じゃ長くは保もたない、行くぞ」

「……っ」

　そう言ったアドルフの指が熱く、呼吸は浅い。クレアは目を細め、くちびるを結ぶ。

　目前には息いき絶たえたヒュドラの亡なき骸がらがあった。

　ぎゅっと両手を握り締めて、色んなものを押し殺す。

　悲ひ嘆たんに暮れているときではない。アドルフを振り返り、その手を取った。

「──ここから先は、私があなたを護るから」

「……は」

　アドルフが僅かに表情を緩めた気がした。次いで、その手でクレアの頰に触れる。

「誰が、お前なんかに」

　憎まれ口が叩けるなら、ここからも十分動けるだろう。

「行きましょう」

　クレアは顔を上げ、歩き始める。ヒュドラの亡骸に、初めて護れなかった魔物に背を向けて、振り返らずに。
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　朝方に降った雨はすっかりと止み、午後には雲すらも流れ去った。午後になると晴天に恵まれたシェランド王おう都とシトンでは、赤あか煉れん瓦がの通りに子供たちの笑い声が響ひびいている。

　あれから、リトア号は合流地点だったこの都に辿たどり着ついた。クレアは今しがた、町まち外はずれに存在する屋敷で医者の話を聞き終えたところだ。

　無事に任にん務むを終えたとはいえ、ここしばらくは心配ごとが尽きなかった。

　色んな懸け念ねん事項が払ふつ拭しよくされたのだと分かり、心の底から安あん堵どする。鞄かばんを持った医者の背中を門から見送り、屋敷に戻ろうとしたとき、後ろからディーンの声がした。

「クレア！　いまの医者か？　どうだったって？」

　駆かけ寄ってきた彼の両手には、頼んでいた買い物の荷物が抱かかえられている。

「毒どくはもう、完全に解げ毒どく剤ざいで中ちゆう和わ出来てるって」

　クレアは素直に微笑ほほえんで、先ほど医者から聞いたことをそのまま伝える。

「普通なら色んな後こう遺い症しようが出てもおかしくないところだけれど、完かん治ちしたのは奇き跡せきだそうよ。応おう急きゆう処置の効こう果かも覿てき面めんだったみたいで、船医の腕が良いって褒ほめてたわ」

「そ、そーかよ」

　ディーンは照れくさそうにそっぽを向いた。本当に感情が分かりやすい男なので、年上にも関わらず時とき折おり微笑ましくなってしまう。

　幽ゆう霊れい船せんからの脱出後、意識を失うしなったアドルフと憔しよう悴すいしきったクレアに対し、リトア号に戻ってからのディーンの狼ろう狽ばいは大きかった。あれだけ最初に拒きよ絶ぜつした彼と同一人物とは思えないほどだ。

　とはいえど、脱出の途中で昏こん睡すい状態になったアドルフを見れば、ただならぬ事じ態たいが起きたのは嫌いやでも分かっただろう。ディーンを筆ひつ頭とうにしたリトア号の面々は、心から丁てい寧ねいに応急処置へとあたってくれた。

「ところでクレア、ほら！　ちゃんと命令は果はたしたぜ」

　ディーンは言い、抱えていた荷物を顎あごで示す。

「今回消しよう費ひした道具と、新しい消毒液。言われた通りだ」

「ありがとう。偉いわね、ディーン」

「へへん。これくらいどうってことねーよ。店の人間と問題も起こさなかったし、きれーな女の子を見付けても大人しく戻ってきたんだぜ」

　心の底から誇ほこらしげなディーンに対し、クレアも心から「偉い」と褒め千ち切ぎった。人から見れば当たり前のことだが、ディーンの基準では大きな変化だ。

「いまはあまり屋こ敷こを離れたくないから、本当に助かったわ。またお願いしてもいい？」

　尋たずねると、ディーンは何な故ぜか少しだけばつの悪そうな顔をした。

「……夕べ、酒場でレオンに言われたんだ。あんたを頼むって」

　父からの頼まれごとに対し、ディーンがそんな顔をするのは想像していなかった。首をかしげると、彼はますます複ふく雑ざつそうな顔をする。

「でも、違うからな」

「違うって」

「レオンに言われたからじゃねえよ。俺たちは、ちゃんと俺たちの意思で、あんたを見極めることに決めたんだ。だから、その」

　驚いたクレアが瞬まばたきをすると、ディーンの隻せき眼がんが拗すねたような感情を滲にじませてこちらを見下ろす。

「……まあ、精せい々ぜい無人島へ置き去りにされねーように、『船長』として頑がん張ばれよ」

「……」

　クレアは思わずぽかんとした。

　船長という言葉の選び方こそが、見極めるという宣せん言げんに対する大きな答えであるかのように感じられたからだ。それが分かり、たちまち喜びが湧わき上がってくる。

「ありがとう、ディーン！」

　まずは一歩だ。

　ぎこちなくディーンが咳せき払ばらいをする。そのあとで、「なあ」と口くち火びを切った。

「それで、その、なんだ。……次のやつは？」

　求められたことの意い図とが読めず、クレアは眉まゆ根ねを寄せる。

「次って何よ」

「次は次だよ！　次、次の命令！　次は俺たちにどんな命令を寄よ越こすんだ!?」

　改めて説明されたところで、やっぱり意味が分からない。瞬きをしていると、ディーンは理解の悪さに呆あきれたと言わんばかりの表情を浮かべた。

「だからさ。俺たちがあんたを見極めるために、あんたには船長としての行動をしてもらわないと困るんだよ。分かるだろ？」

「えええ？　ええと、分かるような、そうでないような」

　ディーンは満足げに「な！」と頷うなずくと、大きく両腕を広げてにかっと笑った。

「つまりさ、俺たちはあんたからじゃんじゃん命令受けまくらねーとならねえんだ」

「ちょっと」

「達成すれば達成したで気分が良い。命令してほしい。命令だ、命令しろ！」

「あの、ディーン？」

「お願いだよ、ほらほら三回回ってワンでもなんでもするからさ！　わんわんわん！」

「ま、待って待って！」

「待ったら何かごほーびくれんの？」

「ご……頭を撫なでる、とか？」

「乗った！」

「乗るの!?」

　門の前で犬の真ま似ねをされるのを希望通りに撫でて止めようとするうち、屋敷の二階からどん！　と大きな音がした。

　音の主ぬしが誰だかすぐに分かり、クレアは溜ため息いきをつく。

「……ディーン、命令よ。静かにして」

「おうっ」

　素直に頷いた部下を「いい子ね」と宥なだめ、クレアは屋敷の中に戻る。

　階段を上がり、先ほど音が聞こえてきた部屋の扉をノックした。互いの通例として返事も待たずに扉を開けると、いきなり暴ぼう言げんが飛んでくる。

「うるせーんだよ馬ば鹿か共が。いますぐその首斬きり落として、喋しやべれねーようにでもしてやろうか」

　寝しん台だいのアドルフは、心からの険けんを滲ませて低い声音で言った。

「騒さわいでごめんなさい。起こしちゃった？」

「医者が来てたのに寝てるほど吞のん気きじゃねーよ」

　クレアは寝台の横に据すえられた椅い子すに掛け、上半身を起こしているアドルフの額ひたいに手を遣やった。

「おい。気軽に触さわんな」

「嫌なのを避よけられないほど具合が悪いなら、壁なんか蹴けり飛ばさないの。めっ」

「……………………」

　心底げんなりした顔だが熱はない。クレアはふむと頷いて彼から手を離した。

　アドルフが毒を受けてから二週間が経たつ。シトンの都に到着してからも、目覚めないアドルフに解毒剤を与えるのにクレアは大変な苦労をしたのだ。面おも白しろがって色々試そうとするシュガーを諫いさめ、なんとか飲ませてからも、なかなか意識が戻らなかった。

　ようやくこれだけ元気になったのだと思えば、散らされる不ふ機き嫌げんもさほど気にならない。

「あ！　しかもあなた、また剣を触ったわね!?」

「だからなんだ」

「鍛たん錬れんなんかせず安静にという指示を、お医者さんから受けてるはずです」

　そう言うとアドルフは子供のようにそっぽを向いた。

　一国の騎き士し隊たい長ちようだとは思えない振る舞いだ。クレアは辟へき易えきし、額を押さえる。

「まさか、あのディーンの方がずっと扱あつかいが楽になるなんて……」

「──あ？」

「いまとなってはディーンの方がお利り口こうだって言ったの。ちゃんと言うことは聞くし、あなたより素直だし」

『ディーンの方が』という部分でアドルフの眉根が寄ったことに、クレアは気付かない。それでも口をつぐんだ理由は、そもそも出会った当初の厄やつ介かいさで言えばアドルフの方がずっと上だったことを思い出したからだ。

　最初の彼はといえば、口も悪く、腕が立って、クレアの言うことをすべて否定する存在だった。『一緒にいると妙みように楽』という最近の事態こそが奇跡的なのだ。

　思い直し、顔を上げたところで、アドルフの視線とかち合った。

「……何よ」

「別に」

「何？」

「何でもねーよ。ただ、面白くねーと思っただけで」

「だから何が！」

「お前が泣かねーのが」

「泣くっ、て……」

　なんだか今日は訳の分からないことを言われてばかりだ。きょとんと瞬きを重ねるクレアの顔を、アドルフがしれしれと覗のぞき込んだ。

「それとももう泣いたか？」

「会話の脈みやく絡らくが全然ないことには、ある意味泣きそうだけど」

「そうじゃねーよ」

　アドルフは、静かな声で言った。

「……ヒュドラの前で」

「！」

　息を吞のんだクレアに対し、静かな声が続ける。

「お前、本当は泣きたかっただろ」

「……そんなの……」

「それを、俺が許さなかった」

「……そんなもの」

　振り払おうとしたところで、思わず言葉に詰まってしまった。

　何も言えなくなった自分に驚いてしまう。あのとき船上で押し殺したものが、胸の内側を大きく叩たたいた。

「──違うわ」

　やっとのことで口にする。

「私が泣いてどうするの。苦しかったのはあの子で、決して私じゃない」

　見せられた記き憶おくを思い出し、クレアはぎゅっとドレスを握にぎり締しめた。

　やさしくて、美しかった。人が大好きだという思いが伝わってきた。あんな思いを寄せてくれた魔ま物ものを、『あの人間』は突き飛ばしたのだ。

「……あの子を裏切った人間と、同じ生き物だわ。私には救えなかった」

　ひび割れて痛そうな体を見た。項うな垂だれた頭が細い呼吸にあえぐのを見た。それなのに。

「私が、死ぬように命めいじたのに」

　おやすみと言葉を紡つむぐとき、クレアには、それが魔物の死を招くかもしれないという直感があった。

『おいで』と呼ぶ言葉と同じ、魔物を縛しばるひとつの呪のろいだ。なんとなく感じていて、それでもなお口にした。

　あれはクレアの我わが儘ままだった。

　だから、かなしく思うのは自じ己こ陶とう酔すいだ。

　出来なかったことを和やわらげるための感かん傷しようだ。救えなかったという結果、それだけが存在しているはずなのに、こうした想いで彩いろどるのは浅ましいことこの上ない。

　すると案あんの定じよう、アドルフが苦い声を落とした。

「言い訳が聞きたいんじゃねーよ」

「きゃ」

　大きな手が頭に置かれ、無理やりに俯うつむかされる。

　随ずい分ぶん乱らん暴ぼうな触ふれ方だ。自分は気軽に触るなと言うくせに、このやり方はいかがなものだろう。反はん論ろんが過よぎるが、口には出せなかった。顔を上げたとき、海の色をした青い双そう眸ぼうが、真まっ直すぐにクレアを見み据すえていたからだ。

「泣きたかったなら、ちゃんと泣けって言ってんだ」

　思わずこくりと息を吞んだ。

「何が出来ただの、出来なかっただの、そんな御ご託たくはどうでもいい。後こう悔かいも言い訳もどうせ、お前ひとりで散さん々ざんやったあとだろ」

　見てきたようなことを言われ、クレアはきゅっと口をつぐむ。

　否定したいと思うのに、見据えるまなざしがあまり真しん摯しで穏おだやかなものだから、目を逸そらすことが出来なくなった。

　喉のどが震ふるえそうになる。

　後悔より自じ責せきより、ただただ先にその感情が来るのだ。アドルフはきっとそれを見み透すかして、クレアの頭を丁寧に撫でた。

「そんなこと聞いて、どうするの」

「別に、どうもしねーよ」

　綺き麗れいな指が、髪を梳すくように触れてくる。

「お前が無ぶ様ざまに泣いてるとこ見れりゃ、俺はそれでいい」

「なに、それ……」

　アドルフの手は、とてもやさしい。

　暖かさで花が綻ほころぶように、自然と胸きよう中ちゆうの強こわ張ばりが溶とけてゆく。さまざまな想いが渦うずを巻き、震えとなった。自分の内側で押し殺したものの形を、クレアは改めて思い知る。
















「……っ」

　護まもれなかった。

　死なせてしまった。アドルフに庇かばわせてしまった。溢あふれる思いはとめどなく、アドルフの言うように、雫しずくへ変えればどれほど楽になれるだろう。

　けれど、それでも。




「──泣かないわ」




「！」

　顔を上げ、真まっ直すぐに向き合って言うと、アドルフが僅わずかに目を瞠みはる。

「選んだことのために泣いても、選んだことの所せ為いでは絶対に泣かない。泣いたりしない」

　ドレスの裾すそを握り締め、クレアは言う。

「そう、決めたの」

　後悔をしてしまうことは、誓ちかいに対する裏切りだ。

　魔物を護るという目的のために、色んなものに誓いを立てた。ヒュドラにもう人を殺させないという望みを果たすべく、やさしいあの竜りゆうを殺したのだ。

　アドルフは、『魔物がいなければ、海かい賊ぞくになることもなかったはずだ』と言った。

　けれど出会ってしまった以上、そんな仮定は意味がない。この望みがある限り、クレアは魔物を護り続ける。それ自体が許されないことならば、海賊でいることを迷わず選ぶ。

　護り続ける。だからこそこれは、一方的で身勝手なクレアの誓いだった。

「……そうかよ」

　そう言ったアドルフの手が、クレアを引き寄せる。

　抱き留められて驚いたものの、彼の目的はなんとなく分かった。とんとんとあやすように後ろ頭を撫でたのは、小さな子供いもうとと共にいたからこそのずるい手しゆ段だんだろう。

　そんな風にやさしくされたって、決めたことを揺るがさないのは知っているくせに。

「──あなたって、本当に、意地悪よね」

　呟つぶやく声が震えそうになるも、どうにか押さえ込んだ。僅かに掠かすれたアドルフの声が、耳の傍そばで紡がれる。

「今いま更さらだろ」

　開き直るところなど、心の底から憎にくたらしい。

　それから、アドルフはいつまでもいつまでも頭を撫でていてくれた。泣き顔を見たいというそれだけの、随分とひどい理由を元に。

　そのくせ、時折名前を呼んでくれる声が、無ぶ愛あい想そうな中で本当にやさしかった。あまりにやさしく、このままではいつか泣かされてしまうのではないかと思って、クレアはほんの少し困った。
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「──言うべきことはこれで以上だ。リトア号での目的も果たした、そろそろそっちに戻らせてもらうぞ」

　アドルフ・フォードの報告が終わったとき、それまで夕暮れの窓を眺ながめていたシェランド王国第四王子エルヴィスは、随分と不ふ服ふくそうに目を細めた。

　白い髪に夕日の赤色が滲み、人間離れした彼の容姿から殊こと更さら現実味を奪うばっている。子供っぽくくちびるを尖とがらせる仕草も、わざとらしさが浮いてしまうだけだ。

「状況は分かったけどさあ。どうにも僕好ごのみの展開じゃないな」

「魔物研究学院の対たい処しよには役立つだろ。材料は俺とお前で大おお方かた揃そろった、問題あんのか」

「あんまり綺麗なお話は、生み出されるだけ噓うそくさい。第一に、見み逃のがしてやるのはそろそろ終わりにしようと思っててさ」

　寝台のふちに掛けたアドルフが嫌そうな顔をした。いつまで経っても主しゆ従じゆうと呼べるほどの礼れい節せつが生まれないのは、幼おさな馴な染じみだからというよりも性格上の問題だろう。

「アドルフ・フォード。一体君はどんな理由があって、幽霊船の討とう伐ばつをクレア・カーヴェルに任まかせるよう進しん言げんしてきたの？」

　エルヴィスの言葉に、アドルフはどうでもよさそうな返答をした。

「特に大した理由はねーよ。父親カーヴエルと組まされるよりあいつの方が御ぎよしやすい、それだけだ」

「『それだけ』でわざわざ庇ったり、護る真似をしてみたりしちゃうんだ。君が？」

「ほかに理由があるかよ。──あいつに、魔物を殺す力があるわけでもあるまいし」

　エルヴィスは小さく息をつき、背せ凭もたれに深く体を預けた。

「……まあ、そりゃそうか」

　その反応を予想していたのか、アドルフは大した感かん慨がいもない様子で言う。

「報告は終わった。もう帰れ」

「つれないなあ。これから一緒に地じ獄ごくに堕おちる仲だってのに、追い返さなくてもいいんじゃない？」

「だからこそだ。帰れ」

「はいはいっと。言っとくけど君、戻ったらもろもろ報告書に埋うもれてもらうからね」

　シュガーは身軽に椅子から立ち上がり、白いローブの裾を直した。そうして部屋を出る間ま際ぎわ、くるりと振り返ってアドルフに微笑む。

「おやすみアディ。──あの姫に、くれぐれも、よろしくね」

　あとはそれっきり、一切興味をなくしたかのように背を向ける。扉が閉ざされ、遠ざかる足音はやがて聞こえなくなった。




「…………面めん倒どうだな……」




　紡がれたのは独どく白はくだ。

　アドルフは寝台に身を沈め、仰あお向むけのままで自身の右手を眺めた。先ほどクレアの髪を撫で、あやした際に、泣くのを堪こらえていたであろうクレアへの憤いきどおりが確かにあった。

　堪えているのなら、泣かせてやりたかった。そんな感情が自分の中にあると思い知った。そのことを、考えたくもないのに思い出す。

　それがどうにも億おつ劫くうだ。

　アドルフは目を伏ふせて、忌いま々いましさに嘆たん息そくする。




（──あいつの所為で、俺の方まで、他人が必要ないままではいられなくなる……）




　部屋にはただただ静せい寂じやくが満ち、これから来る夜の闇やみを待っていた。








続
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　はじめまして、こんにちは。夏なつ野のちよりと申します。この度は、「悪あく誉ほまれの乙女おとめと英えい雄ゆう葬そうの騎き士し」の二冊目をお手に取っていただきありがとうございました！

　今回は、幽ゆう霊れい船せんと竜りゆうを巡る海上でのお話です。

　クレアとアドルフの関係性も、今回で少しは進展したかと思いきや、結局くっついていない！　のにいちゃいちゃしている！　という状態を楽しく書きました。一巻の内容を投とう稿こう作さくとして書き終えたとき、これでもう終わりだとさびしく感じていたので、こうして冒険の続きを書くことが出来てとてもうれしいです！




　そして、今回も多くの方に助けていただきました。

　大好きな担当のＩさま。本当に本当に、ご迷惑とご心配をおかけしました……。

　真しん摯しに向き合っていただけることを実感するたびに、涙が出るほど安心しました。前回以上に根気強く丁てい寧ねいにご指導いただき、ありがとうございました！

　飼かい猫ねこが担当さんとお電話をしていると必ず私に襲おそい掛かってくる所せ為いで、いつも電話中に悲鳴を上げてすみません。何な故ぜなんでしょうあれは……。




　挿さし絵えを描いて下さった涼すず河かわ先生。表紙のアドルフを拝見したとき、流し目の素敵さに変な声が出ました。クレアをいつも元気いっぱいきらきらに描いていただき、ありがとうございます！　ほぼお任まかせしてしまったディーンが想像以上のイケメンだったので大はしゃぎしました！　涼河先生のイラストが、作業中の大きな心の支えになっています。




　いつも的てき確かくかつ、キャラを理解した上での助じよ言げんを下さる校正さん。同じくご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありませんでした……！　関わって下さった営業さん、デザイナーさん、全ての方々にお礼申し上げます。




　最後に、この本を読んで下さった読者の方へ。

　二巻を気にかけていただきありがとうございます。ちょっぴり成長したはずのクレアとアドルフのお話を、少しでもお楽しみいただければ、幸いです……!!

　ありったけの感謝の気持ちを込めて！

　ありがとうございました！
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